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要旨

今後5年間で高等教育はどのように変化するだろうか。
どのような傾向やテクノロジーの進展が、教育に変化
をもたらすだろうか。解決可能である、あるいは克服が
困難と思われる課題は何か。どのようにしたら、有効な
解決策の戦略を練ることが可能か。こうした問いや、テ
クノロジーの導入および教育上の変化に関する同様の
疑問点に関して、総勢58名の専門家が共同研究や議
論を行い、EDUCAUSE	学習イニシアチブ(ELI)と共同
で本レポートを作成した。NMCホライズン・レポートシ
リーズは、世界中の大学やカレッジにおける、今後5年
間の新たなテクノロジーの影響を示すものである。本シ
リーズは、14年以上にわたり研究や刊行を継続してお
り、教育分野における新規テクノロジーの傾向および
取り組みを調査する研究としては世界最長と見なすこ
とができる。

参加専門家の間では、高等教育に影響をもたらす２つ
の長期的な傾向が見られることで意見が一致した。イ
ノベーション文化の進化、そして、大学やカレッジの機
能に関する根本的な見直し、である。これらは、NMCホ
ライズン・レポート2016年高等教育版において分析し
ている18のトピックのうち、ほんの2例に過ぎない。本
レポートでは、今後5年間で世界の教育に影響を与え
る可能性が高い、重大な傾向や変化、技術的進展を指
摘している。	

高等教育にとっての大きな障壁に関しては、フォーマ
ル/非公式学習のブレンドが、解決可能な課題のひとつ
と考えられており、個々の機関において、すでにこの課
題に対応するプログラムが進められている。アイルラン
ドのコーク工科大学では、以前から非公式の事前学習
を認め、学生の過去の学習と人生経験をカリキュラム
設計に組み込んでいる1。また、一部の大学でも、非公式
リソースを活用して授業に盛り込んでいく創造的手法
を編み出しつつある。例えば、インディアナ大学でマー
ケティングを学ぶ学生は、Instagramという非公式リ
ソースを用いて、成功を収めたキャンペーンのアイデア
を探り、共有している2	 。一方、専門家は、学習者のネッ
トへの接続/非接続生活について、「深刻な問題」―解
決はおろか定義すらできない課題―であるとした。教育
テクノロジーが急速に進化する中、本当の意味での変
化を育むのにそうしたテクノロジーをいつ、どういう方
法で適切に用いていくか常に見極めていくことは難し
い課題である。

検討した傾向や課題を踏まえ、パネルは、イノベーショ
ンや変化を促す一助となりうる技術的進展についても
提示した。BYOD（個人の機器の持ち込みおよび利用）、
ラーニング・アナリティクスおよび適応学習は、この1年
以内に高等教育への導入が増加し、モバイル学習や、
オンライン学習環境で収集可能な学生データの利用
が進むと予想される。拡張・仮想現実（AR/VR）および
メーカースペースの導入は、この2-3年以内と予想され
る。感情コンピューティングおよびロボティクスは、今
後4-5年以内に、大学・カレッジでより注目を集めていく
と予想される。

本レポートの中心となる3つのセクションは、教育者、
高等教育リーダー、運営者、政策立案者、技術者向け
の参考資料であり、技術プランニングにおける明確な
指針となっている。高等教育の指導、学習、創造的探求
の向上、支援、拡充に向けてテクノロジーの利用を考え
ている世界中の関係機関にとって、本研究で提示した
情報が判断の参考になれば幸いである。世界中の教育
界リーダーが、重要なテクノロジー計画の参考資料と
してNMCホライズン・レポートおよびグローバル／地
域毎のレポートに期待を寄せており、本レポートを発表
するのもそうした期待に応えるためである。

高等教育の指導、学習、創造
的探求の向上、支援、拡充に
向けてテクノロジーの利用を
考えている世界中の関係機関
にとって、本研究で提示した
情報が判断の参考になれば

幸いである。
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NMC ホライズン・レポートのトピック>2016年高等教育版

解決可能な課題
>	 フォーマル／非公
式学習のブレンド

>	デジタル・リテラシ
ーの向上

解決困難な課題
>	 教育モデルの競合
>	個人に合わせた学
習

深刻な課題
>	 接続/非接続生活
のバランス

>	教育の妥当性維持

TRENDS, CHALLENGES, 
AND TECHNOLOGIES  

FOR HIGHER ED

課題

 2016 2017 2018 2019 2020

テクノロジーの進展

短期
1年以内

>	個人機器の持ち込みお
よび利用（BYOD）
>	ラーニング・アナリティ
クスおよび適応学習

中期
2年から3年以内
>	拡張・仮想現実（AR/
VR）

>	メーカースペース

長期
4年から5年以内
>	感情コンピューティング
>	ロボティクス

傾向
当面の傾向
>	 学習度測定への注目の高まり
>	 ブレンド型学習デザインの利用増
加

長期間にわたる傾向
>	 イノベーション文化の進展
>	 教育機関の機能の再考

中期間の傾向
>	 学習スペースの再設計
>	 学習アプローチの深化
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序文

NMC	 ホライズン・レポート2016年度高等教育版
は、NMC	 がEDUCAUSE	 学習イニシアチブ（ELI）と
共同で制作したものである。NMCホライズン・レポート
シリーズ、および各地域をテーマとするテクノロジー・
アウトルックは、NMCがホライズン・プロジェクトの一
環として刊行しているレポートであり、国際的に高い評
価を得ている。ホライズン・プロジェクトとは、NMCが
2002年に設けた包括的な調査プロジェクトであり、今
後5年間で世界の教育に大きな影響を与えると予測さ
れるテクノロジーの重要な動向を特定し、説明するもの
である。	

NMCホライズン・レポートが世界に向けて発表してい
る4種類のレポート―高等教育、初等・中等教育（K-12
）、博物館、図書館―では、今後5年間のうちに、各レポ
ートが焦点を当てている教育分野において主流として
利用される可能性が高い6つの新たなテクノロジーま
たは実践を取り上げている。同期間中に、現行の実践
に影響を与えると思われる主な傾向と課題が議論の骨
格をなす。

以下のページでは、ホライズン・レポート2016年版高
等教育専門家パネルが慎重に選択した、教育分野への
テクノロジー利用に関する18のトピックについて考察
している。これらはすべて、今後5年間にテクノロジー計
画および意思決定に影響を与える可能性が高いもの
である。大学やカレッジの中心的ミッションに影響を与
える可能性、という観点から、教育関連テクノロジーに
おける6つの重要な傾向、6つの重要課題、さらに6つの
重要な開発を取り上げ、簡潔かつ専門的過ぎない、偏
りのない説明で詳述する。関連性や政策、リーダーシッ
プ、実践といった非常に重要な問いと結び付けて検討
している。

最初の2つのセクションでは、テクノロジーの意思決定
および計画を後押しする、重要な傾向について、また、
新たなテクノロジーの採用の妨げに成り得る課題につ
いて、それぞれ焦点をあて分析する。各セクションでは、
高等教育を主眼とする教育機関や組織における方針、
リーダーシップ、および実践に対して、こうした傾向また
は課題がどのような意味を持つのか、具体的事例や関
連参考資料とともに、明確に説明する。これら3つの要
素が含まれていることは、前向きな傾向を前進させ、喫
緊の課題を克服するためにはガバナンス、ビジョンと行

動を結集する必要があることが認識されているという
ことである。トピックについて詳述する傾向と課題の記
述のそれぞれの最後には、関連する文献と事例が示さ
れる。

大学やカレッジの中心的ミッ
ションに影響を与える可能

性、という観点から、教育関連
テクノロジーにおける6つの
重要な傾向、6つの重要課題、
さらに6つの重要な開発を取
り上げ、簡潔かつ専門的過ぎ
ない、偏りのない説明で詳述

する。

こういった変化の推進要因とそれを阻む障害に対する
世界中からの反応により、3つ目のセクションに含まれ
るツールやデジタル戦略が最終的に決定される。高等
教育をかく乱すると見られるテクノロジーの6つの重要
な動向がプロファイリングされ、それらが教育、学習、
創造的な探究にとってもつ意義が分析される。テクノロ
ジーの各動向の最後には、注釈付きの推薦文献と、レ
ポートにおける議論についてさらに詳しく述べる追加
の事例が示される。	

2016年高等教育版NMCホライズン・レポートの調査
と作成において用いたプロセスは、NMCホライズン・プ
ロジェクトで実施された全調査を通して使用された手
法に基づいている。NMCホライズン・レポートはどの版
も、一次調査および二次調査の双方からの情報に基づ
いて作成される。レポートに含めることができるかどう
か、何十もの有意な傾向、課題、テクノロジーにおける
重要な動向を検証した上で、専門家パネルが本レポー
トで特集されている18のトピックを選定する。
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国際的な専門家から成るパネルが広範囲に及ぶ重要
な傾向、課題、および教育関連のテクノロジーにおける
動向をまず検討し、それぞれを漸次精査し、最終リスト
の作成に至るまでこれらを絞り込んでいくというプロセ
スを経て、すべてのレポートが作成される。このプロセ
スはオンラインで行われ、NMCホライズン・プロジェク
トwikiでその過程を見ることができる。このwikiは、プロ
ジェクトの作業を覗き込むことのできる完全に透明な
窓となり、作業の実施の様子をリアルタイムで示すだけ
でなく、2006年以来公表されてきた様々な版のそれぞ
れについて、作成プロセスの完全な記録をも包含する
ものとなっている。2016年高等教育版NMCホライズ
ン・レポートのために利用されたwikiは、	horizon.wiki.
nmc.org	で参照できる。

今年は、5大陸、16カ国の教育とテクノロジーの専門家
58名がパネルに参加した。その氏名と所属先は本レポ
ートの末尾に記載されている。各専門家のバックグラウ
ンドや経験は多種多様だが、本レポートで取り上げる
各トピックについて、今後5年間で世界中の高等教育に
大きな影響を与えるという見解で一致している。	

修正デルファイ・プロセスに基づくレポートのトピック
選択プロセスは、14年にもわたるNMCホライズン・レ
ポートの作成の過程で改良が進められ、パネルの招集
とともに開始した。パネルは、幅広い背景、国籍、関心と
共に、関連専門知識を有する専門家により構成される。
長年にわたるNMCホライズン・プロジェクトの調査で、
国際的に認められている2,000人近くの実務家と専門
家がパネルに参加しており、毎年、パネルメンバーの3
分の1を入れ替えてフレッシュな視点を確保するように
している。専門家パネルへの自薦・他薦を呼びかけてお
り、推薦は	go.nmc.org/panel	に提出することができ
る。

パネルが構成されたら、新聞や雑誌の記事、報告書、
評論その他の資料など、テクノロジーの開発、傾向と課
題、最新の研究と報告書などに関係する文献の体系的
な調査からパネルの作業が始まる。パネルのメンバー
には、プロジェクトの開始と同時に膨大な参考資料が
渡され、次に、それら資料についてコメントし、さらに、
特に検討する価値があると思われるもの、また資料に
追加したほうがよいと思われるものを特定するよう求
められる。関連性のある数多くの出版物から慎重に選
びぬかれたRSSフィードにより、プロジェクトの進行
中、常に参考資料の最新状態が保たれるようになって
いる。これらのRSSフィードは、メンバーに情報を供給
するために使用される。

関連性のある数多くの出版物から慎重に選びぬかれた
RSSフィードにより、プロジェクトの進行中、常に参考
資料の最新状態が保たれるようになっている。これらの

RSSフィードは、メンバーに情報を供給するために使用
される。パネルは既存の応用と、明らかになっている傾
向、課題やテクノロジー動向について議論する一方で、
新しい問題についてのブレインストーミングも行う。あ
るトピックを今回の版に含めるかどうかの主な判断基
準は、高等教育における授業、学習、および創造的探究
にとってそれが妥当性を持ち得るかである。	

調査の質問は次のように、パネルから興味深いテクノロ
ジー動向、課題、および傾向の包括的なリストを引き出
すためのものである。

1NMCホライズン・プロジェクトのリストに載って
いる教育テクノロジーの重要な動向のうち、今後

5年の間で教育、学習または創造的探求に関連して最
も重要なものはどれか。

2教育テクノロジーの重要な動向のうち、我々のリ
ストから抜け落ちてしまっているものは何か。以

下の関連する命題を検討する。

>  現在、一部の教育機関が採用している既存のテ
クノロジーのうち、教育、学習または創造的探求
のサポートまたは向上のためにすべての教育機
関が広く利用すべきである、と考えられるものは
どれか。

>  消費財、エンターテイメント、その他の産業にお
いて既にユーザー基盤を確立しているテクノロ
ジーのうち、教育機関が積極的にその適用手法
を探るべきものはどれか。

>  今後4年から5年の間に、高等教育機関が注視を
始めるべきところまで進展すると思われるテクノ
ロジーは何か。

3高等教育における教育テクノロジーの採用を加
速することが予測されるのは、どのような主要傾

向か。

4今後の5年間で、高等教育における教育テクノロ
ジーの採用を阻む重要な課題と考えられるもの

は何か。

第一段階では、専門家パネル各メンバーにより、調査の
質問に対する回答が体系立ててランク付けされ、導入
ホライズン内に位置付けられる。ここではメンバーが自
らの選択を加重評価し分類できる複数投票システムが
使われる。これらの回答の結果は、ひとつのランキング
に集約され、その結果、最も大きな合意が得られたもの
が直ちに明らかになる。

http://horizon.wiki.nmc.org
http://horizon.wiki.nmc.org
http://go.nmc.org/panel
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いずれかのレポートのために当初検討された傾向、課
題、テクノロジー動向の包括的リストの中から、各分野
での最初のランク付けプロセスにおいて上位に選ばれ
た12のテクノロジーに関して、さらなる調査を行い掘り
進めていく。この暫定結果が明確になったら、これらの
トピックがカレッジや大学における教育と学習にどのよ
うに影響を及ぼすかについてさらに検討を重ねる。そ
の際、実践者の関心を引くと思われる各トピックの実際
の適用法、または適用の可能性を調査するのに相当の
時間が割かれる。

暫定結果残ったトピックはもう一度ランク付けされる。
最終的に専門家パネルが選択したトピックを本レポー
トにおいて詳述している。

Introduction
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高等教育へのテクノロジー適用を推進する重要な傾向

以下のページで取り上げられる6つの傾向は、デルファ
イベースの投票サイクルでプロジェクト専門家パネルに
より選択された。各サイクルにおいて、机上での調査、議
論、トピックの更なる精緻化が行われた。これらの傾向
は、専門家パネルの間で、今後5年間のテクノロジー計	
画および意思決定を推進する可能性が非常に高いとさ
れるものであり、影響が顕在化する時期によって3つの
カテゴリーに分類される―（1）長期的傾向：既に意思
に影響を与えており、今後5年間以上にわたり重要性
を保ち続けるもの、(2)中期的傾向：今後3～5年間にわ
たり意思決定に影響を与える要因となる可能性が高い
もの、（3）短期的傾向：現在教育への適用が進んでいる
が、その重要性は今後１～2年にとどまる可能性が高
く、ありふれたものになるか、徐々に失われていくもの。

長期的傾向は、既に多くの教育会指導者の議論で取り
上げられ、幅広い研究が行われているトピックであるの
に対して、短期的傾向は、その効果や将来的な方向性
について、具体的なエビデンスが十分ではない場合が
多い。ここに挙げられる全傾向の世界の高等教育への
影響については、オンライン・ディスカッションで考察さ
れており、	 horizon.wiki.nmc.org/Trends	 で確認す
ることができる。

NMCホライズン・レポートのモデルは、各傾向および課
題の議論に焦点をあてるために用いられてきた3つのメ
タディメンションを引き出している。政策、リーダーシッ
プ、実践である。

本レポートにおける「政策」とは、教育機関を統治する
正式な法令、規則、指針を意味する。また「リーダーシッ
プ」とは、研究および深い考察に基づき、専門家が描く
学習の将来ビジョンを意味し、「実践」とは、大学その他
高等教育に関係する場において、新たな着想や教授法
を行動に移すことを意味する。

政策.	 本レポートで特定した全ての傾向が政策に	 影
響をもたらすものであるが、特に2つの傾向が今後5年
間の政策決定に強い影響を与えることが予想される。
教育機関の機能を再考するということは、学生の雇用
適性を高めるために大学が自らを再構築することを支
援する大規模な教育改革を優先するよう政府に要求す
る長期的傾向である。欧州高等教育圏（EHEA）は、進
化する学生と職場のニーズをより的確にサポートする

ためのモデルを適応しようとする教育機関を支援する
政策を確立するために、管理機関であるボローニャプ
ロセスを始動させた3。

データを駆使した学習実践	 および評価による学習度
の測定は、（専門家パネルは短期的な影響を与える傾
向と判断しているが）プライバシーの問題を引き起こし
ており、現在大学は堅実な政策とプロセスを確立して
この問題に取り組んでいる。学生の学習記録保管にお
いて特定の学生を識別するデータを取り除くアルゴリ
ズムを設計する際に、マリストカレッジは、同校の審査
委員会と協力して、倫理規定にも遵守した学生データ
プライバシーの指針を作成した。4

専門家パネルのメンバーの意
見が一致したテクノロジー進
展は、今後5年間のテクノロ

ジー計画と意思決定を推進す
る可能性がきわめて高く、時
間的観点から3つのカテゴリ

ーに分類される。

リーダーシップ.	 本レポートにおいて以後論じる全
ての傾向がリーダーシップに影響をもたらすものである
が、特に2つの傾向がビジョンとリーダーシップに関す
るユニークな機会として突出している。実践的かつ学生
重視の体験を支持するより深い学習アプローチに移行
するためには、教育機関は講師がガイドおよびメンター
としての新しい役割も果たせるよう準備する必要があ
る。デラウェア大学では、問題解決型の学習ワークショ
ップを開催して、教育者に学生の役をさせて、彼らを訓
練している。教員は、学習者が協力して複雑な社会問題
を解決するために体験するプロセスを正確に描写して、
その後そのアプローチを彼らが教えるコースにより適
切に統合するリソースを開発する。5

http://horizon.wiki.nmc.org/Trends
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同様に、ブレンド型学習の設計という傾向が新たに現
れたために、教育機関のリーダーは、教員やスタッフの
ブレンド型学習に関連する専門能力開発機会を設計し
ている。ペンシルベニア大学のバーチャルオンラインテ
ィーチング（VOLT）サーティフィケートプログラムは、ブ
レンド型学習導入前にブレンド型学習環境でのテクノ
ロジーの使用を冷静に評価するスキルを講師に提供し
ている。6

実践.	 専門家パネルが特定した6つ全ての傾向は、実
際の指	 導と学習の方法に多大な影響をもたらしてお
り、最新の事例を挙げるのも難しくない。長期的な傾向
として注目されるイノベーション文化育成も既に動き
始めてしばらく経過している。オーストラリアのカーティ
ン大学のアントレプレナーシップの学士号コースは、学
生自身の事業立ち上げに役立つように、学生を事業開
発の活動に参加させている。このプログラムの学生は、
現在の労働者の現実を反映した方法で実働チームに
配属され、産業界からゲスト講師やメンターと交流す
る機会も多い。7

世界中の大学およびカレッジは、本レポートの様々なト
ピックで論じられている新しい教育法や能動的な学習
モデルを受け入れるために、彼らの学習スペースを再
設計しつつある。教壇と向かい合って学生が並んで座
るような従来の教室は、学習体験やインタラクションを
深めやすいようにリモデルされつつある。シンガポール
の南洋理工大学のラーニングハブは、様々な学部の学
生や教員が協力して学習活動を進められるように、部
屋中央の教壇に全員が顔を向けるコーナーのない教
室になっている。校舎も精神的なやすらぎを得られるよ
う自然光をふんだんに取り入れる設計になっている。8

以降のページでは、今年の専門家パネルが重要視して
いる各傾向について、傾向の概要、意味あい、そのトピ
ックの推奨文献等を含めて考察する。

Key Trends
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イノベーション文化の進展
長期間にわたる傾向：今後5年以上の期間にわたる高等教育への教育技術導入の推進

多くのオピニオンリーダーは、長きにわたり大学が国
全体の経済成長に大きな役割を果たすと信じてきた。
研究大学は一般的に、周辺コミュニティに留まらず全
世界にも直接インパクトを与える新発見やイノベーシ
ョンのインキュベーターとみなされている。9 高等教
育機関は、イノベーションを振興し経済ニーズに応え
るために、柔軟性を確保して同時に創造性と起業家的
発想を刺激できるよう、体制を整備する必要がある。
高等教育の多くのオピニオンリーダーの間では、教育
機関のリーダーとカリキュラムは、機敏な起業モデル
を採用することからメリッ トを享受できるという認識
が広まりつつある。教育者は、トップダウンによる変化
を刺激し、幅広い組織形態に導入できるこうしたモデ
ルに基づいた新しいアプローチやプログラムの開発に
取り組んでいる。10 実業界では、リーンスタートアップ

（Lean Startup）モデルが、より幅広くコスト効率の
高い方法でイノベーション文化を推進する触媒として
技術を活用しており、高等教育界リーダーにとって検
討に値する説得力のあるモデルとなっている。11

概要
リーンスタートアップモデルは、高等教育から生まれた
技術イノベーションの中心であり、主にシリコンバレー
で主に育まれた。例えば、スタンフォード大学の卒業生
の多くは、起業家として成功しているが、これは実践的
なカリキュラムを通じて得た事業戦略を構築するとい
う経験の賜物である。12	 スタンフォード大学出身の起
業家は、世界中で年間2.7兆億ドルの収益をあげてい
る。13	英国でも同様にケンブリッジ大学の起業家グルー
プは、15年間で約1億ポンドの投資を行い起業に貢献
してきた。14	 卒業生のキャリアは、様々な形で彼らが卒
業した教育機関が提供する教育内容を反映している。
このため大学は、学生をどのように教育したいかを示す
指針を実証することが必須になっている。教育機関は
新興企業のように、絶え間なく進化できるような形で組
織化されるようになりつつあり、グローバル市場を反映
しその境界線を押し広げていく。15	 この組織化には、協
調戦略を推進し学生の意見を採り入れるために階層的
な意思決定プロセスから逸脱することも含まれる。
現代の労働市場は、機敏で適応性・独創性がある従
業員を求めており、16	 重要スキル育成のためにその既
存プログラムを改良し、新プログラムを開発する大学
が増加している。17	 米国だけを見ても、高等教育での
アントレプレナー教育の正式なコースの数は、この20

年で飛躍的に増加しており、現在の大学生の25%近
くが起業家を目指している。18	 この傾向の具体化は非
常に穏やかなテンポであるが、そのプラスの影響は疑
いようがない。欧州委員会のためのある研究によると、
アントレプレナー教育プログラムを受講した卒業生は
受講していない卒業生と比較して、より早く職を確保
でき、職場に新しいものを導入し新たな事業を立ち上
げる能力に関して、より強い自信を持っている。19	 The	
Consortium	 for	 Entrepreneurship	 Education（
アントレプレナー教育コンソーシアム）も自己認識、自己
管理、創造性等の学生の姿勢の向上に対する大きなメ
リットがあると述べている。20	

これらの進歩的な文化を育むために、高等教育機関や
その教員は、適切な戦略を練る必要がある。マネジメン
トの大学院プログラムで有名なポーランドのコズミン
スキー大学（KU）では、他校で学士号を取得して入学し
てくる学生の大部分が同校の大学院プログラムには能
力不足であることが判明した。同大学はこれを受けて、
地元の40の非ビジネス系大学にアントレプレナー教育
コースを導入し、エンジニアリング、農業、美術等のその
他の学科の講師を訓練する取り組みを開始した。21	 ま
たハーバードビジネスレビュー誌は、教育機関が実業
界のリーダーと協力してより経験重視の学習を取り入
れることを推奨している。22	 この考えに同調する大学
は、世界中で増加している。例えば、サンノゼ州立大学
は、企業のサイバーセキュリティの取り組みを強化する
という長期的目標を掲げて、最近フェイスブックと連携
してコンピュータサイエンスを学ぶ若い女性を増やそう
としている。23

政策、リーダーシップ、実践への影響
イノベーションポリシープラットフォーム（IPP）は、大学
が高い教育基準に対応できる教員を育成しつつ、より
多くの学生を惹きつけ取り込むためにアントレプレナー
教育コースを強化するべきであると主張している。こう
したプログラムの教育者は、よりインタラクティブな学
習をサポートする複雑な教授法を理解しなければなら
ない。大学は、教員やスタッフが専門能力開発と新興企
業に参加する機会を通じて、彼ら自身のアントレプレナ
ースキルを高めることを一層推奨すべきである。IPPは、
訓練の指針が事業開発やマネジメントに留まらず、企
業が成長する上での問題点、リスクを負うこと、戦略的
提携の構築に焦点をあてることを推奨している。また、
教育機関は、実業界からゲスト講師を頻繁に招いて授
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業内容と実社会の現実をより密接にリンクさせる方針
を打ち出すべきである。24	 行政レベルでは、アメリカ大
学協会の米国イノベーションに関するタスクフォースが
2015年の行動要請を発表し、その中でアメリカ連邦
議会はグローバルな競争を促進する高等教育プログラ
ムへ投資するべきであると主張している。25	

マサチューセッツ大学ローウェル校は、2015年、高等
教育のおけるイノベーションとアントレプレナーシップ
に関するデシュパンデシンポジウムを主催した。26	 北
米の45の大学や企業からリーダーが集まり、経済発
展を推進するためにキャンパスライフの全ての側面に
起業家的手法を取り入れるためのベストプラクティス
を共有した。このシンポジウムの大きな目標は、あら
ゆる分野での次世代の重要なオピニオンリーダー、
実行部隊、クリエーターに教育を提供し彼らに投資
する教育機関の新戦略を策定することであった。ここ
では5つの教育機関がイノベーターと認められた。例
えば、ライス大学のAlliance	 for	 Technology	 and	
Entrepreneurship（テクノロジーおよびアントレプレ
ナーシップの連合）は、1,500を超える技術系新興企
業を立ち上げたり、支援を行い、同時にそのための資金
30億ドルを調達するという斬新な構想のインキュベー
ターとなっている。27

この傾向が具体化するなか、既に多くの教育機関が
その影響を最大化しつつある。クラークソン大学の
Shipley	Center	for	Innovation（シプリーセンター・
フォー・イノベーション）は、学生が教員や実業界のリー
ダーと協力して新しいアイデアを育みそれらを実際の
商品やサービスへと昇華する産学のハイブリッド文化
を生み出している。学生は、再生可能エネルギーを活用
して食品と廃棄物管理システムを統合する寒冷地のグ
リーンハウスの設計、音が変化するごとにコンサート会
場の照明を変えることができるテクノロジー、イベント
参加者が直接彼らの席へ売店の商品を注文できるア
プリ等多数の有望なベンチャーを立ち上げている。28	
オーストラリアのカーティン大学は、意欲的な事業主
に対してアントレプレナーシップの学士号を授与してい
る。学生は、チームで活動してお互いの強みや専門知識
を活かし合うケースも多い。学生はまた、成功した起業
家から助言を受けたり、新入生の相談相手にもなる。29

推薦文献
イノベーション文化の進展についてさらに学びたい方
のために、以下の記事および資料を推薦する。

高等教育におけるイノベーション文化の構築：リーダ
ーのための設計と実践 
go.nmc.org/buildculture
(Bryan	 SetserおよびHolly	 E.	 Morris、	
EDUCAUSE、2015年4月16日）EDUCAUSEは、自
らの政策環境を評価して、より適切な政策を策定して

革新的な活動に報奨を与えようとする大学や非営利
団体等の組織を支援するツールキットを提供している。	
>	政策

企業内事業家は、教育機関のイノベーション術をマス
ターするために4つのスーパースキルを必要とする
go.nmc.org/intra
(アショカ、	 フォーブス、2015年11月2日）筆者
は、Ashoka	 Uの共同設立者としての自身の経験を活
かして、複雑な組織を適切に導き大規模に人々を惹き
つけるために必要なネットワークやリソースを活用する
リーダーに4つの必須スキルがいかに役立つかを説明
している。Ashoka	 Uは、大学文化やカリキュラムに実
社会のイノベーションを組み込む活動を支援している。	
>	リーダーシップ

CAITマトリクスの導入
go.nmc.org/cait
(SUNY（ニューヨーク州立大学）	 Commons、	 2016
年1月15日アクセス）　5つの大学が複数の教育機関
にまたがる学術イノベーションを特定し共有するため
の分類法を確立するCollective	 for	 Academic	 In-
novation	and	Transformation	(CAIT)（学術イノベ
ーションおよび変革の共同体）を形成している。	
>	リーダーシップ

MITイノベーションイニシアチブ
go.nmc.org/innin
(MIT（マサチューセッツ工科大学）イノベーションイニ
シアチブ、	 2016年1月12日アクセス）この大学全体の
取り組みは、研究と政策支援を通じてイノベーション
の科学を進化させ、イノベーションコミュニティを育成
し、MITコミュニティに21世紀の課題のソリューション
を構築するインフラをもたらす複数の演習プログラム
で構成されている。	>	リーダーシップ

大学は、より良い未来の形成に貢献するために適応し
なければならない
go.nmc.org/betterfuture
(Robin	Moore、	The	Conversation、2015年8月4
日）この記事は、大学の管理運営システムをより反応が
良く敏捷で、持続可能性や回復力に関する複雑な問題
の研究を専門とするチームを編成するモデルに変革す
ることを大学は検討すべきであると論じている。	
>	リーダーシップ

大学はいかにして次の偉大なイノベーターを育んでい
るのか？ 
go.nmc.org/nextgreat
(Li	 Zhou、Smithsonian、2015年7月14日）スタンフ
ォード大学のd.schoolは、様々な学科の学生を集め
て、問題解決とイノベーションのプロセスを指導し、水
不足等の実社会の問題に取り組み、製品を発売しよう
とする学生をサポートする。	>	実践

長期間にわたる傾向

http://go.nmc.org/buildculture
http://go.nmc.org/intra
http://go.nmc.org/cait
http://go.nmc.org/innin
http://go.nmc.org/betterfuture
http://go.nmc.org/nextgreat
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教育機関の機能の再考
長期間にわたる傾向：今後5年以上の期間にわたる高等教育への教育技術導入の推進

高等教育の変化は、従来の大学の概念を覆し、中等教
育後の学習機能の枠組みを変革しつつある。こうした
変化は、21世紀の経済が要求する内容と大学生が社
会へ巣立つ際に準備することがかみ合っていないこと
を警告する調査が相次ぐなか、加速の一途をたどって
いる。30 学生を仕事に慣らすための取り組みの一部
が、新たな政策イニシアチブ、プログラム、カリキュラム
を通じて実施されており、複雑な問題を画期的な方法
で解決するために様々な学科の同僚と協力することを
学生に推奨している。この傾向のもうひとつの特徴は、
急速に増加する学生数と彼らのニーズの多様化に応
えるための教育提供と単位の認定の代替方法を模索
することを重要視していることである。ハイブリッド学
習や能力ベースの教育等の新しいモデルは、従来の枠
組みの収まらない学生に対して従来のシステムを適用
することの非効率さを浮かび上がらせている。これら
の新しい枠組みは、オンライン学習を中心に据えてい
る。オンライン学習は、大学が消費者需要に応え、大学
の単位をより取得しやすくし、全ての段階の学習者に
より高い価値を提案するプログラムを作成することを
可能にする手段である。31

概要
今日のデジタル化の進展により、従来の教育機関に所
属していない学生にも今まで以上の学習機会が提供
されるようになり、徐々に大学も変化する期待に応えよ
うと変わりつつある。本レポートで前述した傾向である
イノベーション文化の進展に加えて、高等教育が長期
的変革の過程にある別の兆候も確認されている。オッ
クスフォード大学のレポート「International	 Trends	
in	 Higher	 Education	 2015（高等教育の国際的傾
向、2015年）」の知見も、博士課程において仕事場でも
通用するスキルを構築することで教育の質と経済的競
争力を高めることを目指した高等教育の国際化のため
に各国が講じる政策を強調している。32	 ヨーロッパ大
学協会のレポートも、卒業生の雇用に有利な能力を強
化することで経済的・社会的ニーズにさらに見合った取
り組みを進める教育機関が増えつつあることを伝えて
いる。33

これらの要因は、学際的な活動を通じた深遠で持続的
な変化を実現するプログラムの開発へと結実しつつあ
る。中央ヨーロッパ大学は最近、全く相いれないグルー

プや学部を集結させるために知的テーマプロジェクト
を始動させて学際的な教育を拡大した。この大学は現
在、ソーシャルマインド、格差と社会正義、エネルギー
と社会、ガバナンスの4つのテーマについての新しいコ
ース、カンファレンス、またはワークショップに関する提
案を教員から受け付けている。34	 サウスカロライナ大
学では、保健科学の専門職種間教育（IPE）の開始と共
に、2011年から学際的な学習を実施している。このプ
ログラムは、様々なヘルスケア分野の学生を集めて、看
護、医療、薬学等の様々な科目を体験させるだけでな
く、公衆衛生や福祉事業等の新しいコースも提案して
いる。この大学の医療学部長は、IPEが「様々な分野が
集まったチームワークを推し進めるための備え・能力・
意思を有する」卒業生を輩出する1つの手段であると考
えている。35

オンライン学習の進化で可能なった新たなビジネスモ
デルも高等教育に抜本的な変化をもたらしつつある。
この傾向の興味深い解釈の1つとして、「サービスとし
ての教育（EaaS）」モデルの適用が挙げられる。これは、
高等教育のコンポーネントを細分化して学生に必要と
するコースだけに支払えばよいという選択肢を与える
教育提供システムである。例としてクラウドサービスの
Salesforce.comを取り上げると、専門家は、EaaSが
学生のスキルを雇用者に分かりやすく提示し、授業料と
いう投資のリターンがより早く還元されるサービスを通
じて学生を「生涯支持してくれる顧客」として逃さない
と主張している。36	 さらに、アメリカン・エンタープライ
ズ研究所の文献は、能力ベースの教育（CBE）に注目し
ている。CBEは、高等教育を個人に合わせる有効な手
段として、学生が実証した能力に基づいて単位を授与
し、教育を受ける権利を享受できない学生が学位を取
得する際に役立つ。37	 オピニオンリーダーは、この学生
重視の教育法が、高等教育の進化において重要な役割
を果たすものと認識している。38

政策、リーダーシップ、実践への影響
変革を実現するには導入しようとするプログラムと同じ
ように柔軟な政策と立法手続きが必要である。欧州高
等教育圏（EHEA）は、48ヶ国の高等教育を統制する
ボローニャプロセスと呼ばれる活発な政策決定機関を
設立している。39	 EHEAの実務グループは数年ごとに
会合を開き、欧州の大学が常に多様性を尊重し、卒業
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生の雇用適性を高めることに注力し続けることを目的
として定期的にシステムレベルの改革を進めており、そ
の結果学生の多様化するニーズに適応する変化が徐々
に見られるようになってきた。40	 米国では、能力ベース
の教育のプロバイダーの役割が大きくなりつつあるこ
とおよびそれらを州レベルの学資援助プログラムに含
める必要性を州レベルの政策決定者が理解し始めてい
る。州の理事会が学資援助プログラムの適格性を判断
する権限を有しているインディアナ州およびテネシー州
は、既存の援助に関する法律を新たな法を制定して変
えなくてはならない他の州よりもCBEへの道を切り開
くのがはるかに容易である。41

南アジアではこの傾向の影響はさらに大きくなる。南ア
ジアでは学生数の増加が教育プロバイダーに新たな
既修得学習の認定の枠組み構築を迫る圧力となって
いる。こうした状況下で、オンライン学習、ブレンド型学
習、大規模オープンオンライン講座（MOOC）は、高等
教育を提供する実際的な手段になっている。インドで
は、キャンパス外で2万人を超える学生に教育を提供
する技術系専門教育機関であるバーラ・インスティテ
ュート・オブ・テクノロジー・アンド・サイエンス(BITS)ピ
ラニ校がインド工科大学（IIT）ボンベイ校と手を組んで
MOOCプロバイダーのedX経由で小規模なプライベー
トオンラインコースを提供している。数千人の学生を擁
する大規模クラスに教えるには教員数が限られている
ことを考えれば、このやり方であれば、質の高い学位プ
ログラムを提供できる。42	 同様に、パキスタンの複数の
大学が新しいオンライン学習テクノロジーを組み合わ
せて、高まる高等教育の需要への対応を試みている。パ
キスタンのInternational	Technology	Instituteの学
生は、MOOCとキャンパスベースの教育をブレンドした
学際的かつデザイン重視の学習に取り組んでいる。　

多くの大学が象牙の塔を打ち壊して、学者と問題解決
者の学際的なコミュニティを形成しようとしている。ミ
ネソタ大学の学際的研究プログラム、MnDRIVEは、
脳疾患の発見と治療、ロボティクス・センサー・先端製
造業、産業の発展と環境保護、グローバルフードベン
チャーの4つの研究分野のうち少なくとも3分野に関
連する協力研究プロジェクトに資金を供給している。43	
Students	at	Boise	State	University	can	take	a	
ボイシ州立大学では、生物学、地質学、社会学の学生
が集まって、分野の垣根を超えたコミュニケーションの
基盤を構築する2週間の集中コースを受講できる。包
括的なトピックとして水資源管理を取り上げて、受講者
は複雑な問題を解決する学際的アプローチを確立する
ために、空間と時間の尺度の違い、モデリングオプショ
ン、専門用語を研究する。44

推薦文献
教育機関の機能の再考についてさらに学びたい方のた
めに、以下の記事および資料を推薦する。

イノベーションへの準備は整っているのか？高等教育
の大胆な新モデル 
go.nmc.org/bold
(Mohammad	 H.	 Qayoumiら、サンノゼ州立大
学、2016年1月10日アクセス）サンノゼ州立大学は、最
新の教育情勢に適応する形で学部学生への教育の提
供を変革するために大学が使用できる枠組みを提案し
ている。	>	政策

革新的パートナーシップを通じた教育の質（EQUIP）
go.nmc.org/equip
(HomeRoom	 、2016年1月12日アクセス）米国教育
省は、雇用者のニーズに沿った認定証を授与する特定
の分野とプログラムのスキル構築のために、短期集中ト
レーニングのような革新的な教育機会を設計しテスト
する大学を援助するために6,000万ドルを財政支援す
る。	>	政策

新たなグローバル高等教育モデルの構築
go.nmc.org/globalhied
(C.	 L.	 Max	 Nikiasら、南カリフォルニア大学（USC）
、2015年9月17日）南カリフォルニア大学、香港科技
大学、ルイージ・ボッコーニ商業大学は、世界経営学士
プログラムを創設した。このプログラムは、学生を4ヶ国
に派遣して学生が海外の職場風土や事業環境を理解
できるように実業界のリーダーとの膝を突き合わせた
ミーティングを体験させる経験重視のビジネスプログ
ラムである。	>	リーダーシップ

大学の未来
go.nmc.org/spec
(David	J.	Staley、Educause	Review、2015年11月
9日）このエッセイは、実際の大学の創設となる可能性
のある教育関係の新規事業の詳細な計画としてのアイ
デアを概念化することで、高等教育のイノベーションモ
デルを5つ提案している。	>	リーダーシップ

高等教育：生涯学習または次の就職へのステップ？
go.nmc.org/pathto
(Tara	García	Mathewson、Education	Dive、2015
年9月28日）高等教育のリーダーは、様々な基盤スキル
とソフトスキルを学生に授けられるような高等教育を
構築しようと努力している。そうすることで、学生は柔軟
に様々な分野を渡り歩くことができるようになるが、今
のところはまだ具体的な現実社会で働くためのトレー
ニングと特定の技術スキルを習得する進路しか提供し
ていない。	>	実践

http://go.nmc.org/bold
http://go.nmc.org/equip
http://go.nmc.org/globalhied
http://go.nmc.org/spec
http://go.nmc.org/pathto
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学習スペースの再設計
中期間の傾向：今後3-5年の高等教育における教育技術導入の推進

一部のオピニオンリーダーは、新しい形態の指導や学
習には、それに適した新しい教室の形が必要になると
考えている。より積極的な学習に対応できるよう学習環
境を再編することで、反転授業などの新しい教授法や
戦略の推進に取り組む大学が増加している。45 教育環
境の設定は、より活発なモビリティ、柔軟性、複数のデ
バイスの使用に留意しつつ、プロジェクトベースの交流
を支援するよう設計される場合が多くなっている。多く
の教育機関が無線帯域幅をアップグレードして、ウェブ
上のカンファレンスその他離れた場所で協働できるコ
ミュニケーション方法に対応した「スマートルーム」の
整備を進めている。46 デジタルプロジェクトや正規の
授業以外でのプレゼンテーションで協力できるように、
大型ディスプレイやスクリーンの設置も進んでいる。高
等教育機関が従来の講義ベースの授業から離れて、よ
り実際的なシナリオへと移行しているのを受けて、大学
の教室は、実社会の職場および人同士の直接的交流や
学際的な問題解決を促進する社会環境に近づこうとし
ている。

概要
学生中心の教育アプローチが根付いており、高等教育
機関の関係者の多くが、学習スペースをどのように構
築すべきか再考を迫られている。47	 学習スペースを再
構築するメリットの認識は広まりつつある。例えば、ボ
ールステイト大学による3年間の調査によると、学生は
革新的な学習スペースの方が学習に励む可能性が高
い。48	 クイーンズランド大学等の教育機関は、新しい教
授法を採り入れるために従来の教室の枠を取り払って
いる。49	クイーンズランド大学のExtension	Learning	
Centre（学外教育学習センター）は、エンジニアのため
のブレンド型の学習スペースであり、より動的なレイア
ウトでチームベースの活動を促進している。このように
再設計された学習スペースは、柔軟または活動的と称
されることが多い学習に対応するものである。50	 こうし
た新しい学習環境は、協力とプロジェクトベースの学習
を可能にする設計が特徴であるが、すぐに学生がモデ
ルやオブジェクトを生成するための設備が追加される。
この概念は、本レポートの「メーカースペース」のセクシ
ョンで考察する。.51

現在の考察が学習のための物理的空間を再構成する
ことに焦点をあてているが、より効果的なオンライン学
習を推進する空間設計も検討すべき時期に来ている。
例えば、パデュー大学は、キャンパスで学習する学生に

も通信教育を受ける学生にも役立つ柔軟な学習スペー
スを創出した。防音パネルと天井マイクで明瞭な音声
をひろい、室内のレイアウトを柔軟に変更できる稼働式
の家具を配置し、エンジニアリングの教室はいずれのタ
イプの学生にもより良い体験を提供できる。52	このよう
な現実とバーチャルの学習スペースの統合は、ブレンド
型学習に関する新たな考え方をもたらす。対面式、オン
ラインコミュニケーションの非同期/同期チャネルを組
み合わせたものは多同期学習と呼ばれ、様々な場所で
学生が参加できることが主なメリットとされている。実
際の教室は、学生が対面からバーチャルへとシームレス
に他の学生とコミュニケーションをとれるように設計さ
れなければならない。53

インターネットとモバイルテクノロジーは、人々が教育
コンテンツを見つけてそれを消費しインタラクトする方
法に革命を起こした。この傾向が引き起こした現象の1
つは、大学や研究機関の図書館の棚から書籍や専門誌
を無くしたことであるが、これは一部の大学コミュニティ
の間では論争の対象になっている。54	 図書館は本棚で
埋まったスペースを共同作業がしやすくかつ個々の学
習もはかどる新たなスペースに変えつつある。コーネル
大学のマン図書館は、学生と協働して、設備、テクノロジ
ー、スペースを工夫して学生のニーズを最適な形でサポ
ートしようとしている。同図書館は現在、椅子、学習スペ
ース、机、調整可能な設備を増やしている段階である。55	
同様にディーキン大学は、24時間使用可能な堅苦しく
ない学習スペースを学生が求めていることを認識してお
り、同大学のワーンポンド図書館の入り口付近には、長
椅子と学習コーナーを備えたスペースを24時間オープ
ンしており、学生はそこでeブックやオンラインリソース
にアクセスでき、飲み物や軽食も近くで入手できる。56

政策、リーダーシップ、実践への影響
多くの学習スペースは、大学の一般的な使用規則の下
で管理されているが、学習スペースの格付け、ガイドラ
イン、基準は、新	 しいスペースをどのように考えるかに
ついての指針を	 提供している。EDUCAUSEの学習ス
ペース格付けシステムは、積極的な学習活動を推進す
るために教室デザインの有効性を評価する測定可能	
な基準を紹介している。この格付けシステムは、矛盾	す
る教育機関内のガイドラインを撤廃して教育機関	同士
で比較できるようにし、大学のポートフォリオの	範囲内
でスペースの機能性を判断する大学をサポートする。57	
InfoComm	 Internationalは、大学のAVシステムを計
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画・導入する設計者や技術マネージャーを支援するた
めに「V/IT	 Infrastructure	Guidelines	 for	Higher	
Education（高等教育のV/ITインフラガイドライン）」
を作成した。この資料の最初のセクションは、指導・学
習スペースならびにそれに関するテクノロジーに焦点
をあてている。58	Association	for	Quality	in	Audio	
Visual	 Technology（AVテクノロジー品質協会）は、
このガイドラインを補足する形で、サービスを提供する
AV会社が適切な規格やベストプラクティスに準拠する
ことを狙った認証制度を策定している。59	

現状の学習スペースを評価したり再設計を計画する場
合に、大学のリーダーは、教育テクノロジーや戦略の
効果を期待できる。Ideaspaces	 Networkは、意思決
定の原則の階層に従って学習スペースを構築する計
画について説明している。60	 すなわち、土台としてまず
物理的スペースを検討し、次の段階ではアイデアを反
芻し、最後にイノベーションと変革を育む組織構造を
確立する。ノースカロライナ州立大学は、Brightspot	
StrategyおよびAECOMと連携してテクノロジーを駆
使した非公式の学習スペースの計画策定・評価・支援
のためのリソースを含んだツールキットを製作した。61	
ヨーロッパではJISCが、学習スペースを評価・設計する
ための簡単な指針を作成して、今以上に協力し合う学
習を支援する新たな目的を設定した新教育環境構築
の詳細なフレームワークを提供している。62

世界中のキャンパスは、何年もかけて徹底したリサーチ
を実施し設計を熟考して、最先端の教室やその他のス
ペースを生み出しつつあり、より健全な環境で協力して
学習を進める体制を整えている。オレゴン州立大学の新
しい学習イノベーションセンターの例をとると、ここでは
最大のコースでも教員が学生1人1人に近づけるような、
「円形」の教室を採用している。校舎の中心に教室を配
置することで、教室間の人の流れがスムーズになり、教
室以外の学習スペースを付け加えたことで学生と教員
が教室の外でも協力して活動できる。63	 シンガポール
の南洋理工大学も、新しい学習ハブとなる校舎を建設
し称賛を集めている。この校舎は、様々な専攻の学生と
教員が顔を合わせて交流できる中央に教壇を配置した
コーナーのない教室を複数備えている。64	 植栽や太陽
光をふんだんに取り入れたこの建物は、「biophilic（生
命や自然を愛おしむ）」な建築設計への関心の高まりを
反映しており、学習、生産性、精神的安定の各側面でメ
リットがある。65

推薦文献
学習スペースの再設計についてさらに学びたい方のた
めに、以下の記事および資料を推薦する。

学習スペースの利用しやすさのガイドライン 
go.nmc.org/temple
(テンプル大学Accessible	 Technology、2016年1月

6日アクセス）テンプル大学は、障害のある講師や学生を
サポートできるようにキャンパスの学習スペースの設備
やテクノロジーのガイドラインを作成している。	>	政策

アクティブラーニングの取り組み
go.nmc.org/crwuali
(ケース・ウェスタン・リザーブ大学、2016年1月20日ア
クセス）ケース・ウェスタン・リザーブ大学は、指導と学
習文化の変革、最先端の学習スペースの構築、アクティ
ブラーニング教員の奨学金プログラムに多大な投資を
行っている。	>	リーダーシップ

アート&デザイン - 学習スペースイノベーション
go.nmc.org/beacproj
(ビーコンプロジェクトのブログ、2016年1月5日アクセ
ス）シェフィールド・ハーラム大学のビーコンプロジェク
トは、ハイテク化されインターネットが利用できる学習
環境をサポートするためにどのようにビーコンを活用で
きるかを調査している。こうした環境が整えば、コンテキ
ストを意識した学習エンゲージメントが促進され、スタ
ジオのようなスペース内でも教員や学生は遅滞なく情
報にアクセスできる。	>	リーダーシップ

アクティブラーニングの枠を超えて：学習スペースの
変革 
go.nmc.org/transformspace
(Mark	S.	Valenti、Educause	Review、2015年6月
22日）この記事は、テクノロジーがどのようにして柔軟
で多面的、かつアクティブな学習環境を実現しようとす
る大学に貢献できるのかを説明している。こうした環境
が整えば、より自然で信頼できる学習体験が可能にな
る。	>	実践

クイーンズランド工科大学：ザ・キューブ
go.nmc.org/qutcube
(クイーンズランド工科大学、2016年1月5日アクセス）
クイーンズランドにある2階建てのキューブは、実践的
でインタラクティブなワークショップやプログラムに対
応するために建設された。ここでは、14の高解像度プロ
ジェクター、48のマルチタッチスクリーン、先進のオー
ディオテクノロジー等の高度なデジタルテクノロジーを
使用して、研究プロジェクトの視覚化、集中訓練、インタ
ラクションを可能にしている。	>	実践

ウエストヒューストンインスティテュート
go.nmc.org/westhou
(ヒューストンコミュニティカレッジ、2016年1月5日ア
クセス）ヒューストンコミュニティカレッジのウエストヒ
ューストンインスティテュートは、オープンラボとして機
能する大型のインタラクティブウォールを含む包括的
なテクノロジーと経験重視の教室・ラボ、メーカースペ
ース（共同加工・作業場）、共同学習を促進するスペー
ス、会議室、ラーニングコモンズ（自主学習用スペース）
を組み合わせている。	>	実践

中期間の傾向

http://go.nmc.org/temple
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より深い学習アプローチへの移行
中期間の傾向：今後3-5年の高等教育における教育技術導入の推進

高等教育の世界では、より深い学習アプローチへの関
心が高まっている。このアプローチは、ウィリアム & フ
ローラ・ヒューレット財団が学生にクリティカルシンキ
ング、問題解決、協力、自主学習を体験させるコンテン
ツに精通することと定義している。66 学生が向学心を
持ち続けるためには、カリキュラムと実社会を明確に
関係づけて、新しい知識やスキルが実社会にどのよう
に影響を与えるか把握しておく必要がある。プロジェ
クトベースの学習、67 課題ベースの学習、68 探求ベー
スの学習、69 およびそれらに類似する手法は、教室の
内外でよりアクティブな学習体験を育んでいる。学習
のために何かを実現するテクノロジーの役割が具体化
していくなかで、講師はこうしたツールを活用して、重
要な教材や学習課題を実生活での応用に関連付けて
いる。このアプローチは、明らかにより学生重視のアプ
ローチであり、学習者は、学習対象への取り組み方法
をコントロールできる。切迫したグローバルな問題の
解決策について意見を出し合って、それらを地元のコ
ミュニティに導入する場合もある。

概要
高等教育の主な目標は、労働者として成功し社会に貢
献するために必要なスキルを学生に身に着けさせるこ
とである。米国カレッジ大学協会による最近の調査で、
最近の卒業生はクリティカルシンキング等の重要な分
野についてもっと学習しておくべきであると雇用者が考
えていることが明らかになった。70	多くの進歩的な高等
教育機関は、ここしばらくの間この問題に取り組んでお
り、学習者にさらに実践的な社会体験を提供するプロ
グラムやカリキュラムの開発を大きく前進させている。
従業員が自分で効果的なアプローチを工夫して具体
的な成果を実現するような職場のように、より深い学習
は、目的を達成できる手法を習得するために学ぶ学生
を中心に展開する。71

より深い学習と浅い学習の違いを理解することは、この
建設的な傾向の影響を最大化するために必要である。
シドニー工科大学によると、浅い学習では学生は良い
評価を得るために情報を再生するだけであり、具体的
な例としては事実を記憶すれば点がとれる多肢選択式
試験が挙げられる。これとは対照的に、より深い学習で
は、学生はコンテンツの意味に注目しなくてはならず、
複数の考えを関連付けてそれらを以前の経験に結び付
けて学生独自の理解を構築していく。72	 より深い学習
の目的は、暗記学習から離れて、学生が課題に興味を

もってさらに深く探求するように学生の真の好奇心を
育てる経験重視の学習に移行することである。より深い
学習は、最終的には教授法の変更を重視する。講師は
情報を提供するのではなく、柔軟なガイド兼コーチにな
り、学生とアイデアをぶつけ合い、探求心溢れる言動を
具現化する。73

プロジェクトベースの学習（PBL）は、この積極的な自己
学習を推進する方法であると広く理解されている。PBL
モデルでは、中核となるコンセプトや疑問が原動力とな
って学生は明確な目的について調査し、それが豊富な
知識の構築につながる。学習者は、新たに獲得した知
識を実証するために必要なタスク、プロセス、成果物に
関する戦略を練って、その過程で熟考を重ねる。74	 テ
クノロジーはこのアプローチを進める上で重要な役割
を果たし、学生の協力、設計、創造の活動をサポートす
る。例えば、Stratasys（米国の3Dプリンターメーカー）
は、PBL75	 を組み込んだ無償の3D印刷のカリキュラム
を最近立ち上げて、ウェントワース工科大学がカリキュ
ラムをテスト利用する最初の教育機関の1つとなった。
その後のコースでは、エンジニアリングと工業デザイン
の学生のためにクラス討議や3D印刷プロジェクトを交
えた様々な徹底した講義が提供された。その結果、十
分に活用されていなかった研究室がイノベーションの
活気あるハブに生まれ変わった。カリキュラムに参加し
た学生は、厳格なガイドラインに拘束されることなく創
造的な活動がより自由にできたことが楽しかったと述
べている。また彼らは、プロジェクトは上手くいかない時
もあったが、一連のスキルを習得し上達しようという高
い意欲を持てたとも報告している。76

政策、リーダーシップ、実践への影響
大学でのプロジェクトベースの学習やその他のより深
い学習アプローチを義務付ける明確な政策はないもの
の、世界各地の政府は、より創造力に富んだ21世紀に
相応しい学習アプローチに取り組む教育改革を優先さ
せている。欧州連合の「Modernizing	 Universities（
大学の近代化）」アジェンダには、卒業後の仕事に直結
し国家経済を強化する学生のスキル習得を対象にし、
自主的で活発、かつ起業家精神溢れる学習を推進する
高等教育プログラムの開発が含まれている。77	 Jobs	
for	the	Future	（JFF）のような教育支援組織も、より
深い学習の幅広い理解・適応を業績が奨励するよう推
奨している。Center	 Deeper	 Learning	 Research	
Series	 のJFFの学生は、このアプローチの実際の成果
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を利用しやすくして、政策立案者に有益な形で知識を
構築することを目指している。78

世界中の高等教育でより深い学習を推進するために
は、深い学習が難易度の高い資格認定を受けようとす
る学生に役立つと認識してもらう必要がある。ルミナ
財団は、質の高い学習の構成要素を正確に指摘するこ
とに貢献している。同財団のDegree	 Qualification	
Profile（学位内容プロフィール）は、学生に対して、実
地調査への参加・新しいメディアの活用・共同作業への
取り組みを含めたプロジェクトベースの学習を通じて
取得した知識を実証することを求めている。専門知識
は、財団が定義する5つのプロフィール基準の1つであ
り、財団は「アイデア・コンセプト・デザイン・テクニック
の組立、調整、再公式化を通じて学習分野の馴染みが
あるが複雑な問題を研究」するための学士プログラム
に参加するよう学生を促している。79	 講師も彼らの教
授法がより深い学習アプローチへと移行する際には継
続的なリーダーシップからのメリットを享受できる。デ
ラウェア大学は、このモデルを深く理解しようとする教
育者のために、問題ベースの学習のワークショップを主
催している。ワークショップに参加する教育者は、学生
の立場に立って作業に参加して差し迫った問題を解決
し、それぞれの教育現場でより深い学習を推進するた
めの教材を作成する。80

より深い学習が実践される教育現場が増えているた
め、この傾向の影響はこれかれも大きくなる。Next	
Generation	 Learning	 Initiative（次世代学習イニシ
アチブ）は、高等教育のより深い学習関連のイノベーシ
ョンをサポートするために、7つの教育機関に170万ド
ルの資金を提供した。81	 そのうちの1校、アビリーン・ク
リスチャン大学は、学生がスマートフォンを活用して個
別指導を視聴し、ラボ作業のビデオ映像を記録するモ
バイル対応の探求ベースの学習モデルを設計した。こ
のアプローチは、カリフォルニア大学ペンシルベニア校
およびデルマーカレッジで適用され成功を収めた。そ
の結果、より深い学習を通じて学生は著しい成果を上
げ、81%が学習科目に熟達し、91%がコース全体を修
了した。82	 オーストラリアのRMIT大学のエンジニアリ
ングスクールは、PBLモデルを採用して、最新のテクノ
ロジーを利用しながら学生の創造性と問題解決スキル
を育成した。学生は現役の実業界の講師から学び、チ
ームで協力して重大なエンジニアリングの問題のソリュ
ーションを作成した。83

推薦文献
より深い学習アプローチへの移行についてさらに学び
たい方のために、以下の記事および資料を推薦する。

社会人の職業教育の二重の使命（PDF） 
go.nmc.org/businn
(英国政府、2015年3月）英国のビジネス・イノベーショ

ン・技能省は、資金調達、産官の連携、高速ブロードバ
ンドとモバイルインフラの開発を通じて、雇用者と学習
者のニーズに応えるための職業教育と実習制度の改革
計画の概要をまとめている。.	>	政策
オーバーン大学、イノベーションと経済繁栄の大学
go.nmc.org/prosp
(Charles	 Martin,	 Auburn	 University,	 24	 June	
2Charles	 Martin、オーバーン大学、2015年6月24
日）公立・ランドグラント大学協会は、オーバーン大学を
学生のメリットになる実社会での学習体験を提供する
パートナーシップを確立していると評価している。	
>	リーダーシップ
デジタル広告テクノロジーが正規の大学の専攻科目
になる
go.nmc.org/advert
(Scott	 Thomson、CMO、2015年10月13日）
Adobeとスインバーン大学は、コンテンツマネジメン
ト、ユーザー体験の設計、ソーシャルメディア、動画マー
ケティングデータ分析、キャンペーンマネジメントを網
羅するカリキュラムを取り扱う新たな専攻科目、デジタ
ル広告テクノロジー科を創設しようとしている。	
>	リーダーシップ
新たなカリキュラムでの学習レベル 
go.nmc.org/projectfamilies
(Rohan	 Shettyおよび	 Naman	 Trivedi、The	
Hoya、2015年11月10日）ジョージタウン大学の教育
リーダーは、「プロジェクトファミリー」を展開している、
すなわちより難度の高い学習課題に徐々に参加して学
習コンテンツに熟達したことを示す具体的な成果を造
りだす学生のグループを育成している。	
>	リーダーシップ
大学講師による探求ベースの数学学習の適用を促進 
go.nmc.org/ibl
(Charles	 N.	 Haywardら、Springer	 International	
Publishing	 Switzerland、2015年11月25日）この調
査は、大学の数学教育に探求ベースの学習を組み込む
ことに焦点を当てた専門能力開発ワークショップの成
功に関する見解を報告している。	>	実践
学生は、Aptechのワークショップ「Evolve 2015」
でライブプロジェクトに取り組み、実社会の専門家か
ら助言を受ける
go.nmc.org/aptech
(Chirag	Barotra、HTCampus、2015年2月11日）イ
ンドのAptech	 Computer	 Educationが主催するイ
ベント「Evolve」は、Aptechの学生に実社会の専門家
と共にライブプロジェクトに取り組み、有益なセッショ
ンやワークショップを通じてIT業界や求人市場につい
て深く理解する機会を提供している。	>	実践

http://go.nmc.org/businn
http://go.nmc.org/prosp
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http://go.nmc.org/aptech
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学習度測定への注目の高まり	
当面の傾向： 今後1-2年の高等教育への教育技術導入の推進

「学習度測定への注目の高まり」では、評価への新たな
関心、ならびに学習に臨む姿勢、学習プロセス、スキル習
得、学生のその他の教育ニーズを評価、測定、資料化す
るために教育者が使用する様々な手法やツールを紹介
する。84 社会的および経済的要因が現在の労働者にど
のようなスキルが必要なのかを再定義するなかで、大学
は学習内容の習熟度を定義、測定、実証する方法を再考
する必要がある。データマイニングソフトウェアの急増
やオンライン教育、モバイル学習、学習管理システムの
発展は、分析や視覚化のソフトウェアを活用して多面的
かつポータブルに学習データを表示する学習環境に融
合しつつある。オンラインコースやブレンド型コースの
データは、学生の活動が学習の進捗度や具体的な学習
成果にどのように貢献するかを明らかにできる。

概要
ビジネスの世界では、データは、消費者部門で定期的
に回収・評価・分析されて、消費者の行動や嗜好のほぼ
すべての側面に関するすべての側面に関する情報が企
業にもたらされている。そして多くの研究者や企業が、
学習関連の言動パターンを読み解くために、ビジネス界
と同様の分析法の設計に取り組んで、個々の学生およ
び教育機関の学習改善に努めている。分析の対象とな
る学生のデータのタイプには、基本情報（年齢、住所、
民族性等の学生のデモグラフィック情報、選択してい
るコース、プログラムを修了するペース等）、学習プラッ
トフォームへの意欲に関する情報、コンセプトに関する
熟達度等が含まれる。85	 多くの実験的取り組みが進行
中であり、リーダーたちは、どのデータが学習成果の進
歩に役立つのか、ならびにデータ分析におけるプライバ
シーの範囲や倫理に関する課題について学び始めたば
かりである。86	 学生の認知行動のトラッキングは、学生
の学習が成功するかどうかの重要な情報に結び付く可
能性があり、その情報によって教育者やテクノロジー開
発者は、協力して将来の学習環境や教材を改善できる。
本レポートで後述するラーニング・アナリティクスや適
応学習は、学習用デジタルツールの使用の延長線上に
ある。特にオンライン学習の最近の発達により、学生は
学習のより包括的な状況を提示できる膨大な量のデー
タを生成している。87	 同時にBlackboard	 やMoodle
等の学習管理システム（LMS）の使用の広まりを受け
て、データ分析の観点から、学生の学習活動に関する
膨大なデータを蓄積したこうしたシステムに対する大
学の関心が高まっている。新しくより堅牢に生まれ変

わったLMSは、学習中心のモデルから情報の提供を受
け、個人に合わせた学習、分析、アドバイス、学習評価、
利用しやすさ等の基本機能に依存する。88

Hanover	 Researchが実施した最近の調査によると、
学生は学習について迅速かつ継続的なフィードバック
を求めている。この見解は、調査に参加した学生の約
2分の3が学生の成績に関する分析レポートの影響が
「非常に建設的」であると考えていることを示唆してい
る。89	 ラ・リオハ国際大学のA4学習プロジェクトは、デ
ータテクニックと情報の視覚化を組み合わせたもので、
学生が自身の学習の進捗度や目標について冷静に考え
ることができる継続的な情報を学生1人1人に提供す
る。90	大学は、様々なコンテキストからのデータを追跡、
保存、活用できるより手軽で機器に依存しない学位や
コースの選択肢を試みている。ブランドマン大学のモバ
イルから利用できる能力ベースの経営学士は、ゲーミフ
ィケーションの要素を取り入れたシミュレーションを活
用している。学生がコースワークにインタラクティブに
取り組んでいる間、システムは学生のパフォーマンスや
熱意に関する形成的データを収集する。91

政策、リーダーシップ、実践への影響
デジタル学習環境がデータを保存するようになって、学
生のプライバシーを守る適切な政策を整備するために
より多くの作業が必要になっている。プライバシーに関
する法的ガイドライン整備がデータ利用の普及ほど迅
速に進んでいないという懸念の高まりが教育機関の大
きな影響をもたらし、大学は今データ使用の倫理コー
ドを確立するという責務を委ねられている。92	 マリスト
カレッジが学生の学習の成功率を高めるためにデータ
を利用しているが、それが透明性のある学習評価プロ
ジェクトにおいて慎重に扱うべき学生情報の保護に関
する教育機関のベストプラクティス事例となっている。
同カレッジは、学習記録の保存場所にインポートされる
データを匿名にし、ランダムアルゴリズムで学生を特定
する情報を削除するプロセスを構築した。マリストカレ
ッジは当初、学内の審査委員会と協議してプロジェクト
指令を確立しデータプライバシーとアクセスに関するパ
ラメータを開発し、倫理コードに沿うようプロジェクト
を調整した。93

大学のリーダーたちは、ベストプラクティスを広める連
携を図ることで、学習データの使用と保護に対するコ
ミットメントを実証している。Predictive	 Analytics	
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Reporting	(PAR)	Frameworkは、こうした取り組みの
1つであり、ノースダコタ大学やメリーランド大学のシス
テムと連携している。PARのメンバーは、進捗度を他機
関と比較するために在籍率や進歩の度合いに関するデ
ータを共有して、学生の学習を成功させるプログラムへ
の投資に対するリターンを調査している。94	 カナダのオ
ンタリオ州高等教育質保証カウンシルの学習成果調査
コンソーシアム（Higher	 Education	 Quality	 Council	
of	 Ontario	 Learning	 Outcomes	 Assessment	
Consortium）は、教育機関レベルでの学生の学習の成
功を測定するために、eポートフォリオ、分析ルーブリック
等の評価ツールや手法を試行している。95	 一方、情報科
学、機械学習、感情コンピューティング等の様々な分野
の調査や発展は、アルゴリズムを継続的に微調整し、様
々なデータ形式での評価やフィードバックを可能にし、
分析能力やインサイトを強化している。

データ主導型の大学プロジェクトについては、有望な成
果も現れ始めている。LMSに統合されるダッシュボード
やデータの視覚化も、学習体験を個人向けにカスタマイ
ズする方法として多くの大学で活用されている。例えば、
エディンバラ大学は、CogBooksと連携して、2つの地球
科学コースでオンライン適応学習とコースデリバリーツ
ールのパイロットプログラムを実施した。このソフトウェ
アのダッシュボードは、学生がコースに沿って学習する
際に彼らの進捗度を通知し、同時に教員も指導の改善
にそのデータを利用できる。パイロットプログラムは成
功裏に終わった後、エディンバラ大学は、さらに4つのコ
ースにこのツールを導入した。96	 さらに様々な教育機関
が、ゲーム、シミュレーション、モバイルアプリの内蔵分
析機能を使用して、エビデンスベースの指導および学習
を実践している。コロラド大学ボルダー校のPhETプロ
ジェクトは、メタ認知プラットフォームを活用してリアル
タイムで学習者のインタラクションに関する形成的な
フィードバックを提供する数学と科学のシミュレーショ
ンを構築しつつある。PhETの視覚化および報告ツール
は、学習者が生成するデータを深く分析できる。97

推薦文献
学習度測定への注目の高まりについてさらに学びたい
方のために、以下の記事および資料を推薦する。

学習ゲイン：学生は精神面の筋肉をバルクアップした
のか？ 
go.nmc.org/muscle
(Jack	 Grove、Times	 Higher	 Education、2015
年2月19日）イングランド高等教育財政カウンシ
ル（Higher	 Education	 Funding	 Council	 for	
England）は、学習ゲインのインジケータ（付加価値）を
大学から収集できるのかどうかを検討しており、学習ゲ
インを証明するデータを取集する確実な方法を開発し
つつある。	>	政策

テクノロジーが強化する学習：高等教育のベストプラ
クティスとデータ共有
go.nmc.org/glc
(Global	 Learning	 Council、2015年4月）Global	
Learning	 Councilは、学習成果を大幅に改善する教
育手法、政策、テクノロジーを開発することを目的とす
る組織であり、グローバルなセクター横断型のタスクフ
ォースに委託して、関連法人が個人のデータプライバシ
ーを守るために適用できるアイデアを特定することを提
案している。	>	政策
Data Wise Online Leadership Institute
go.nmc.org/datawise
(ハーバード大学教育学大学院、2016年1月21日
アクセス）ハーバード大学のData	 Wise	 Online	
Leadership	 Instituteは、エビデンスベースの教育改
善プロセスに教育者と管理者のチームを従事させてい
る。この1週間におよぶオンラインワークショップは、オ
ンライン学習の柔軟性と同一場所に集結したチームの
パワーおよび専門能力開発ワークショップの公正を統
合している。	>	リーダーシップ
第1回年次オープンラーニングアナリティクスハッカ
ソン 
go.nmc.org/lak15
(SoLAR、2015年12月22日アクセス）The	 Society	
for	Learning	Analytics	Research	(SoLAR)および
Apereo	Learning	Analytics	Initiativeは、ハッカソン
を主催し、オープンダッシュボードプロジェクトを足掛
かりにして再利用可能なラーニングアナリティクスダッ
シュボードを設計した。このダッシュボードは、複数の大
学システムで機能し、新たな規格を採用しオープンラー
ニングアナリティクスのフレームワークをサポートする。	
>	リーダーシップ
学生の学習パフォーマンスをサポートするラーニング
アナリティクスダッシュボードの開発 
go.nmc.org/learper
(Yeonjeong	 ParkおよびIl-Hyun	 Jo、Journal	 of	
Universal	 Computer	 Science、2015年）韓国の梨
花女子大学校の研究者は、ラーニングアナリティクスダ
ッシュボード（LAD）の使用に関する以前の研究を見直
して、私立の大規模な大学に導入するLADを設計する
ために使用した重要な特徴を特定した。	>	実践

「小」規模なラーニング・アナリティクス（PDF） 
go.nmc.org/comgrou
(Sean	Gogginsら、Journal	of	Universal	Computer	
Science、2015年Vol.	21、No.	1）ミズーリ大学コロン
ビア校の研究者は、少人数グループの学習環境向けの
プロセス重視で自動、さらに形成的な評価モデルを提
案した。このモデルは、ウェブベースのツールを活用して
その時点で有効性が持続している実用的な情報を教
育者に提供する。	>	実践
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ブレンド型学習デザインの利用増加
当面の傾向： 今後1-2年の高等教育への教育技術導入の推進

オンライン学習の認識は、順調に拡大しており、オンラ
イン学習を一部の対面型学習に対する補完要素とみ
なす学習者や教育者が増加している。そうした中、オン
ライン学習と対面型学習のベストプラクティスを取り
込んだブレンド型学習が、大学やカレッジで増加しつ
つある。98 ブレンド型学習のアフォーダンスは今やよく
知られるところであり、その柔軟性、アクセスしやすさ、
先進のマルチメディアと技術の統合が主な魅力となっ
ている。高等教育機関は、こうしたデジタル環境のイノ
ベーションに対する要求を高度化しつつあり、新しい
アイデア、サービス、製品を創造する期は熟したと広く
考えられている。ラーニング・アナリティクスの進展、適
応学習、最先端の非同期/同期ツールの組み合わせな
どの手法の多くが依然としてオンライン学習のプロバ
イダーや教育機関によって研究中であるものの、こうし
た方法がブレンド型学習を絶え間なく進歩させて、そ
の魅力を維持している。

概要
学生は、高等教育が情報へのアクセスのしやすさおよび
インターネットを利用できる生活の即時性を適格に反
映すると期待している。JISCの調査では、調査対象の学
生の32%が大学の選択にテクノロジーが影響したと回
答している。99	 大学は、ますますオンラインでの教育提
供を増やして、妥当な価格で利用しやすい教育という広
く浸透した課題に取り組み、100	 学習者の金銭的制約
に便宜を図り、家庭と職場の責務のバランスをとる学
生をサポートしている。101	 ブレンド型学習は、オンライ
ンと対面型の特長を組み合わせて、まとまりのある学習
体験を創造し、学習者に柔軟性と学習支援を提供する。
このハイブリッド型のアプローチは、自主的名学習と協
力を育むと同時に、学生と講師の間により多くのコミュ
ニケーションチャネルを提供する可能性を秘めている。

オンラインツールを統合することで、教員はコース期間
全体を通じて学生の学習の成功と熱意をトラッキング
できる。教員は、そのフィードバックを利用して各学生に
対する指導をカスタマイズして彼らの学習ニーズをより
的確に応えることができる。102	 ブレンド型学習は、高等
教育において様々な形態をとる。例えばバーチャルラボ
は、危険のない反復可能な実験やシミュレーションの
機会を提供すると同時に、大学側には物理的なラボス
ペースの制限を超えて学生にラボ学習を提供できるメ
リットをもたらす。103	 さらに、逆転授業（反転学習）も1
種のブレンド型学習モデルであり、学生はディスカッシ

ョンフォーラムや問題解決セッションに参加したり、新
たに取得した知識を積極的に適用できる。大規模なオ
ープンオンラインコースと教室での授業や学生同士の
インタラクションを組み合わせるアプローチもある。パ
キスタンのInternational	 Technology	 Universityの
例をとると、学生はedXまたはCourseraのプラットフォ
ームでコースを受講すると同時に単位を取るためにキ
ャンパス内の授業にも参加するという形態のブレンド型
学習を採用している。104

研究者は、5年にわたりマサチューセッツ大学で化学の
上級クラスで学習する学生のパフォーマンスを分析し
た。そのコースは最初の3年は、従来の教室での授業が
提供され、残りの2年は逆転授業が提供された。双方の
授業共に同じオンラインのインタラクティブコンテンツ
と課題が使用された。この研究では、ブレンド型の構造
がコースの教材に取り組む熱意の向上につながり、授
業中のより活発な学習が促進され、最終的には学生の
学習がより高いレベルで成功することが確認された。105	
ブレンド型学習の形態は、対面型の形態よりも学生の
テストの点数を約12%改善した。同様に、ビル&メリン
ダ・ゲイツ財団が資金提供し、高等教育のブレンド型学
習に関する20の研究をレビューした文献は、ブレンド型
の指導が対面型だけまたはオンラインコースだけのア
プローチよりも優れた成績をもたらすことを報告してい
る。106	 この文献は、優秀な成績の一部は、学生が勉強
に費やした追加の時間、教育コンテンツの量が多いこ
と、学習者の協力等の可変要素が影響している可能性
があると推測している。

政策、リーダーシップ、実践への影響
教育機関を支援する政策は、優秀なブレンド型学習コ
ースの確立を促進できる。サンシャインコースト大学は、
テクノロジーベースの指導を強化し、教授法のイノベー
ションを通じてより深い学習を推進する目的でブレン
ド型学習戦略を採用している。107	 同校のCentre	 for	
Support	 and	 Advancement	 of	 Learning	 and	
Teaching（学習と指導のサポートと進歩のためのセン
ター）は、この目標の実現に向けて取り組み、教員に学
習の機会、カリキュラム設計のサポート、テクノロジー
の評価、成績を改善する新しいツールや戦略を導入す
るための助成金申請のサポートを提供している。108	 ジ
ェームズクック大学（JCU）もブレンド型学習環境を使
用する指針と手順を採用しており、インフラや学習テク
ノロジーに投資してスタッフの取り組みをサポートして
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いる。109	 同大学の政策は、柔軟な教育提供アプローチ
で、学生の学習に対する嗜好の多様化や生活環境に対
応しようとしている。JCUの教員は、学生の成績を改善
しそうなテクノロジーを導入して、総体的なアプローチ
でカリキュラム設計に取り組まなければならない。

ブレンド型学習分野を発展させるためには、スケー
ラブルで革新的なコース設計を推進しなければなら
ない。Googleは、Computer	 Science	 Capacity	
Awardsプログラムを通じて、教育機関がブレンド型学
習アプローチを試みることができる機会を提供してい
る。このプログラムは、3年間8大学において新しい構成
のコースやテクノロジーの使用に資金を提供する。110	
このプログラムの対象になっているカーネギーメロン大
学は、動画での講義、コースソフトウェア、学問上の課題
を解決するための小グループでの分科会的ミーティン
グを採り入れたブレンド型のデータストラクチャーとア
ルゴリズムコースをスタートさせている。111	 また、専門
能力を開発した大学のリーダーがブレンド型学習の効
果的なコース設計を広めることで、この分野をさらに前
進させることができる。ペンシルベニア大学のバーチャ
ルオンラインティーチング（VOLT）の資格認証プログラ
ムは、学習者重視の視点でテクノロジーを評価する教
育者を指導する。112

実際には多くの高等教育機関が、オンライン型と対面
型をブレンドした革新的なカリキュラム設計を採用し
て、学生にメリットを提供している。アラブ・オープン大
学は、オンラインとマルチメディアを活用した指導と少
人数グループの個別指導を組み合わせて、学生をサポ
ートする柔軟な学習形態を提供している。113	 インド工
科大学ボンベイ校は、教室での授業にMOOCを組み
込んでおり、教授は学生の熱意が向上したと報告して
いる。114	 主に社会人の学生が学ぶフィラデルフィアの
ピアスカレッジは、柔軟性の高い指導モデルを導入し
ており、学生は、毎週対面型かオンライン型かを選択
できる。115	 このブレンド型モデルのパイロットプログ
ラムでは、学生の常習的欠席率が10.2%から1.4%に
下がっており、同カレッジは、この柔軟性の高い選択肢
を2016年秋学期から全コースに拡大する予定であ
る。116

推薦文献
ブレンド型学習デザインの利用増加についてさらに学
びたい方のために、以下の記事および資料を推薦する。
オープン教育ライセンス供与プロジェクト 
go.nmc.org/opedlicensing
(オープン教育ライセンス供与、2016年1月5日アクセ
ス）スインバーン工科大学の「オープン教育ライセンス
供与プロジェクト」は、オープンオンライン教育に関する
著作権とライセンス供与の問題を研究している。同プロ
ジェクトの見解は、オーストラリアの大学がコース内に

オンラインコンポーネントを構築して組み込む際に使用
できるツールキットにまとめられる予定である。	>	政策
ブランド型学習のエッセンス：はじめに
go.nmc.org/getstarted
(FutureLearn、2015年12月29日アクセス）リーズ大
学は、FutureLearnを通じて、ブランド型学習の本質的
要素に関するコースを提供しており、ブランド型学習の
実践において無償または妥当な価格でテクノロジーや
リソースを効果的に使用することを教育者に指導して
いる。	>	リーダーシップ
ブレンド型学習のイノベーション：あるオーストラリア
の教育機関のリーダーシップと変革
go.nmc.org/blendin
(Negin	 Mirriahiら、International	 Journal	 of	
Education	 and	 Development	 using	 ICT、2015
年）あるオーストラリアの大学が3つの専門能力開発プ
ログラムを再設計し、ブレンド型とオンラインの形態で
そのプログラムを提供した。それにより、指導教授はそ
の指導スタイルを効果的に活用するために、ブレンド型
学習を試行できた。	>	リーダーシップ
UCFのブレンド型学習のツールキット
go.nmc.org/ucf
(Blended	Learning	Toolkit（ブレンド型学習のツール
キット）、2016年1月5日アクセス）セントラルフロリダ
大学（UCF）のブレンド型コースは、対面型コースおよび
完全オンライン型コースの双方よりも常に学生の評価
が高い。UCFは、ブレンド型コースの成功を資料化して
他のブレンド型コース発展を支援するために、情報のオ
ープンレポジトリを解放している。	>	リーダーシップ
オンライン指導に関する未来の教師の自覚・能力・自
信・考え方の調査 
go.nmc.org/attitudes
(Suzanne	 Le-May	 Sheffield、Canadian	 Journal	
of	Higher	Education、2015年）この調査では、ダルハ
ウジー大学のCentre	for	Learning	and	Teaching（
学習・指導センター）の大学院生が、トレーニングの一
環としてブレンド型コースを体験した後、ブレンド型学
習の可能性とメリットに対する評価を高めていることが
示されている。	>	実践
アラブ地域でブレンド型学習を提供する大学が増加し
ている
go.nmc.org/offerblended
(Anayat	 Durrani、US	 News、2015年11月10日）
著者は、Blackboard、Moodle、Desire2Learn等の
LMSを使用したブレンド型の形態でコースを提供する
アラブ地域の様々な大学について説明している。講師と
学生は、リソースがオンラインで利用できる際の柔軟性
を享受している。	>	実践

http://go.nmc.org/opedlicensing
http://go.nmc.org/getstarted
http://go.nmc.org/blendin
http://go.nmc.org/ucf
http://go.nmc.org/attitudes
http://go.nmc.org/offerblended
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高等教育における技術導入の妨げとなる重大な課題

以降で考察する6つの課題は、デルファイベースの討
論、調整、投票サイクルで、プロジェクトの専門家パネ
ルにより選択された。専門家パネルでは、これらの課題
が解決に至らない場合、ひとつまたは複数の新技術導
入の妨げとなる確率が非常に高くなる、という点で意
見が一致している。討議の完全な記録および関連資料
は、専門家パネルが使用するオンラインの作業サイトに
記録され、	horizon.wiki.nmc.org/Challenges	に保
存されている。

すべての課題が同じスコープではないため、話し合い
は、課題の性質別に3つのカテゴリーに分けられてい
る：1)解決可能な課題：課題を理解しその解決方法も
分かっているもの、2)解決困難な課題：課題を理解して
いるが、解決策は明確になっていないもの、3)深刻な課
題：取り組むのはおろか定義すらできないほど複雑な
課題で、解決にはより多くのデータや知見が必要にな
るもの、それぞれのカテゴリーの課題を特定したら、次
にそれらの課題が政策、リーダーシップ、実践に関して
どのような意味をもつのかを精査した。

政策.	 本レポートで特定した全ての課題は政策に影
響をもたらすものであるが、特に2つの課題が当面の多
くの大学の行政レベルの政策決定に影響を与えてい
る。専門家パネルは、フォーマル/非公式学習のブレンド
が最も取り組みやすいアプローチであると考えている。
欧州委員会は、そのレポート「Recognition	 of	 Prior	
Non-Formal	 and	 Informal	 Learning	 in	 Higher	
Education（高等教育における入学前の非定型およ
び非公式学習の評価）」で、重要な政策前例を示してい
る。このレポートは、高等教育機関に組み入れるべき非
公式な学習活動を評価する方法を特定するために、欧
州委員会が始めた様々な取り組みを説明している。117

より困難な政策領域は、テクノロジーの使用が引き続
き急増するのを受けて、インターネット環境の整った学
習とそうでない学習を上手く両立させることである。よ
りユビキタスなインターネット接続や外出先での学習
機会等のデジタルツールで可能になる膨大なアフォー
ダンスを活用する大学が増加している。しかし、テクノロ
ジーが溢れて集中力が削がれたり、疲れ切ってしまう
可能性もあり、慎重な使用に関する問題が浮上してい
る。教育担当の大臣は最近、フィンランドで開催された
第1回Global	Education	Industry	Summit（グロー

バル教育産業サミット）で、テクノロジー企業の課題を
優先しない斬新なテクノロジー使用を支持するために
必要な政策やフレームワークを決定するために教育者
と会談している。118

すべての課題が同一の領域
に属しているわけでわないた
め、ここでの議論は、課題の本
質を踏まえて3つのカテゴリ

ーに分類される。

リーダーシップ.	 特定された全課題がリーダーシッ
プに影響を及ぼすものであるが、それは以降のページ
で考察する。このうち、2つの課題が効果的なビジョン
とリーダーシップの使用に際する障壁となっている。世
界中の教育機関でデジタル・リテラシーを改善する必
要性は、切迫しているものの解決は可能である。幸いな
ことに、キャンパス内の大学図書館は、学生が学習の
明確な目的のためにテクノロジーの使用に自信を得る
ためのチャネルを開放している。大学・研究所図書館
協会のFramework	 for	 Information	Literacy	 for	
Higher	 Education（高等教育のための情報リテラシ
ーのフレームワーク）は、情報、研究、奨学金のアイデア
を包括的に1つにまとめようとする大学を支援するため
に相互にリンクしたコアコンセプトを確立している。119

専門家パネルは、克服するためには明確なビジョンをも
ったリーダーシップが必要となる困難な課題として教
育を常に関連付けることを指摘している。失業は世界に
蔓延する問題であり、教育機関は卒業生が労働者とし
て成功できるようにプログラムやカリキュラムに対する
考え方や構築法を再考する必要がある。中国で専門学
校に通う中国市民は、Path	 Proプログラムを通じてニ
ューヨーク州立コブスキル工科大学の学士号を取得で
きる。これにより中国市民はより高い資格が必要な好
条件の職を獲得できる。

http://horizon.wiki.nmc.org/Challenges
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実践.	 専門家パネルが特定した6つの各課題は、指導
と学習の発展に多大な影響をもたらしているが、そのう
ち2つの課題は独特の障害となっている。専門家パネル
は、教育の競合モデルを正式な教育機関に破壊的変化
を及ぼすもの、すなわち大学にアプローチの進化を迫
るものと考えている。例えばミネルバ大学は、すべての
授業をオンラインで実施し、様々な国の学生が参加す
るため他国の文化について学び体験するので、学生は
国際感覚に優れた社会人になる。4年間で2つの学位
を取得しようとする学生に対応するために、同校では妥
当な授業料の修士プログラムも計画されている。120

個人に合わせた学習も高等教育機関にとっては解決
困難な課題であり、様々な企業のテクノロジーソリュー
ションの開発が大規模な導入とその結果に関する調
査・研究のペースを上回る状況ではなおさらである。し
かし、既存のパイロットプログラムは、試行しているソリ
ューションが有望であることを示している。ウィスコン
シン大学ミルウォーキー校は、アメリカ心理学会が開
発したコースを彼らの心理学プログラムを組み入れた。
そのU-Paceコースでは、学生は自分のペースで学習で
き、個別に進捗の報告を受け、講師からは1人1人に合
わせたフィードバックが提供される。これにより学生は
意欲を維持し自らの長所短所を理解しやすくなる。この
コースを修了した学生は、コース全体を範囲とする試験
（cumulative	 exams）でU-Paceを受講しなかった
学生よりも16%高い点数を記録した。121

以降のページでは、今年の専門家パネルが重要視して
いる各課題について、課題の概観、影響、推薦文献を含
めて考察する。

Significant Challenges
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フォーマル/非公式学習のブレンド
解決可能な課題： 課題を理解しその解決方法も分かっている

インターネットの到来とともに、ほぼどんなことでも思
い通りに学習できるようになり、博物館、科学センタ
ー、個人の学習ネットワークでは長年当たり前であっ
た自主的な好奇心に基づく学習への関心が高まって
いる。122 非公式学習の名の下に人生経験と併せて実
に様々な予想もしない学習形態が登場し、学生にそれ
ぞれの関心を追求することを奨励して学生の学習に対
する熱意を高めることに役立っている。専門家の多く
は、学習のフォーマル/非公式手法のブレンドが実験気
質、好奇心、そしてなによりも創造性を育む環境を構築
できると考えているが、高等教育機関はコースやプロ
グラムにわたり大規模にこうした経験を取り込めるま
でには至っていない。123 この意味では、包括的な目標
は、すべての学生と教員の生涯学習の追求を促進する
ことになる。しかし、講師と学生が教室の外で習得する
スキルを正式に認識して評価する方法は、この課題を
さらに難しくしている。124

概要
動画での個別指導、オープンコンテンツ、ソーシャルメ
ディアの時代に、いつでもどこでも新しいスキルを学び
習得する方法を見つけることは難しくない。非公式学
習は、どんな瞬間でもどんな形式ばらない環境でも知
識を習得できるという認識にたっている。125	 例えば、
何年もかけて上級のグラフィックデザイン技術を練習
してきた学生でも、大学に入ると振り出しに戻ってデ
ザイン入門コースを受講しなければならない場合もあ
る。大半の高等教育機関は、今でも入学前の非公式な
学習体験をクラス分けの評価要因とは認めず、講義を
受講して単位をとるという考えにこだわっている。126	 フ
ォーマル/非公式学習のブレンドは興味深い概念では
あるが、興味深い考えであるが、教室外で行われる学
習を認証するためのスケーラブルな方法がないことが
ネックとなっている。幸いなことにユネスコは、「Global	
Perspectives	 on	 Recognizing	 Non-formal	 and	
Informal	Learning:	Why	Recognition	Matters（非
定型および非公式学習の評価に関するグローバルな視
点：評価が問題になる理由）」で、非公式な学習成果を
生涯学習者が活躍する社会の実現という目標に結び付
けて、非公式学習を評価する先例を作っている。127

正式な教育機関にとっては、非公式学習体験が正式な
コースの目的や評価にどのように適合するのかを慎重
に検討することが当初は重荷になると思われるが、学生
もまた有益な非公式学習のリソースとはどのようなもの

かを良く理解する必要がある。この教育機関と学生の事
情が重なる部分にソリューションの可能性が秘められ
ている。大学は、好奇心を追求する際に信頼できるデジ
タルツールとリソースを探し当てて最大化しようとする
学生をサポートするためにより大きな役割を果たす態
勢を整えている。128	 この課題への対応は、単に非公式
な学習機会を統合すればよいと誤解されやすいが、最
終的な目標は、フォーマル/非公式を組み合わせて、フォ
ーマル/非公式の最善の部分を同時に実現することであ
る。例えば、EDUCAUSEの調査によると、学生と講師
は、モバイル機器を常に使用していても、それらの機器
を学習目的で使用する方法を理解するには、教育機関
からの技術・設備・教育面のサポートが必要になる。129

この課題の解決には教育機関と雇用者が、好意的な目
で非公式学習を捉える必要がある。キャリアを伸ばす
ために常に新しいスキルを取得する必要がある社会人
にとっては、継続的な学習は特に重要である。従来は、
こうした継続的学習は、修士以上の学位を取得するこ
とに等しかったが、マイクロクレデンシャルや「ナノ学位
（nanodegrees）」の登場により、このパラダイムは破
壊されつつある。UdacityやCourseraのようなオンラ
イン学習のプロバイダーは、GoogleやInstagram等の
企業と提携して、モバイルアプリの開発等の領域で非公
式に学習を続けようとする人々をサポートしている。.130	
ソーシャルメディアもまた、こうした非公式学習の実績
をウェブ上に提示するためにますます活用されつつあ
る。例えばLinkedInのユーザーは、就職希望先の雇用
者にアピールしそうなスキルをリストアップできる。ま
た、Credlyを通じてオープンバッジ（デジタルバッジ）を
統合することで、オンラインコースの修了のような検証
済みの学習成果をコーディングで共有できる。.131

政策、リーダーシップ、実践への影響
欧州委員会は、非公式学習のメリットを認識して先例
となる政策策定に貢献している。欧州委員会のレポート
「Recognition	of	Prior	Non-Formal	and	Informal	
Learning	 in	Higher	Education（高等教育の入学前
の非定型および非公式学習の評価）」は様々な取り組
みを取り上げている。例えば、「Common	 European	
Principles	 for	 the	 Identification	and	Validation	
of	 Non-formal	 and	 Informal	 Learning（非定型
および非公式学習の特定と検証のための欧州共通原
則）」や「European	 Guidelines	 for	 Validation	 of	
Non-formal	 and	 Informal	 Learning（非定型およ
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び非公式学習の検証のための欧州ガイドライン）」等で
ある。132	社会の変化とそれらの教育への影響を把握す
ることは、こうしたプログラムの鍵となる。世界は、一生
一職の時代から速いペースで変化し豊富なテクノロジ
ーを駆使する環境でキャリアを変えていく時代へと移
りつつある。この数年間、欧州委員会は勧告（Council	
Recommendations）を採択して欧州連合の加盟国
に個人が非公式学習体験に基づいて一般に認められた
資格・認定を取得できるような検証システムの開発を
要請している。133

大学で非公式学習の評価方法を見つけることが、こ
の問題の解決の一部となる。アイルランドのコーク工
科大学は、この分野での第一人者であり、非公式学習
を「non-formal（非定型学習）」や「prior	 learning（
入学以前の学習）」と呼んで、社会人カリキュラムを
設計する際にプロジェクトマネジメントやイベント
コーディネーション等の学生の実務経験を査定し
て組み入れる。134	 さらに、欧州委員会の生涯学習
プログラム、TRAILER（Tagging,	 Recognition,	
and	 Acknowledgement	 of	 Informal	 Learning	
Experiences（非公式学習経験の認識、評価、承認）の
略）は、スペイン、オランダ、英国、ポーランド、ポルトガ
ル、セルビアの参加7大学のサポートを受けてこのギャ
ップを埋めることを目指した。学習者は、TRAILER法を
使用して、まず何をどのように学習しているかを明確に
して、教育機関と話し合い、オンラインポートフォリオテ
クノロジーを使用して新しく取得した知識やスキルの正
式にウェブ上に提示できるようにした。135	
ソーシャルメディアを活用して校外の学習活動を公
式活動に結び付ける教育機関が増えている。例えば、
インディアナ大学でマーケティングを専攻する学生
は、Instagramを使用してスナップショットやハッシュタ
グでお互いに説得力のあるマーケティングアイデアを共
有している。ロードアイランド大学の学生は、Scoop.it
を使用して、重要なリソースを選択し彼ら自身の個人的
な考えを付け加えて、どうすれば単なる消費者ではなく
ソーシャルメディアの製作者になれるのかを実証してい
る。136	 フォーマル/非公式学習のブレンドの課題のもう
1つの側面は、非公式学習の評価を実行に移すことであ
る。フィンランドのラハティ応用科学大学（LUAS）は最
近、オープンバッジのパイロットプログラムを実施し、非
公式学習の業績を評価した。LUASは、その過程で学生
の意見を開発プロセスに取り入れた。学生はバッジのテ
ンプレートを設計しただけでなく、様々なオープンバッ
ジ管理システムを調査・比較して情報に基づいたバッジ
授与者の選択を行った。最初のバッジは、キャリアプラ
ンニングの演習に参加した留学生に与えられた。137

推薦文献
フォーマル/非公式学習のブレンドについてさらに学び
たい方のために、以下の記事および資料を推薦する。

デジタル学位 
go.nmc.org/digdeg
(エコノミスト、2014年6月28日）欧州連合は、リスボン
協定に署名して非公式に習得したスキルと能力を評価
し、EU加盟国全体にわたる学生のモビリティを推進し
た。この協定は、非公式学習の公式教育への漸次的な
統合と検証のモデルとなっている。	>	政策

The Right Signals Initiative
go.nmc.org/rightsig
(米国コミュニティカレッジ協会、2015年12月22日ア
クセス）Right	 Signals	 Initiativeは、フォーマル/非公
式双方の学習が認められるように、学位、修了証書、業
界の認定書、実習制度、バッジ等の様々な質の高い既
修得学習の認証を検討する新たな全国的な認証モデ
ル確立を目指して取り組んでいる。	>	政策

Deakin Digital
go.nmc.org/deakdig
(Deakin	Digital、2015年12月22日アクセス）Deakin	
Digitalの取り組みを通じて、学生はディーキン大学で
の学習で規定されたすべての単位取得コースおよびシ
ングルユニットを修了すると、仕事や生活を通じて取得
したスキルを修士学位獲得のための単位として認めて
もらえる。	>	リーダーシップ

Facebookはオンライン学習の次のフロンティアなのか？
go.nmc.org/nextfro
(Christine	 Greenhow	 および	 Andy	 Henion、ミシ
ガン州立大学、2015年6月29日）ミシガン州立大学の
教授は、Facebookのフォーラムが学生の科学的課題
に関するディベートへの参加を促進していること、およ
びこのような非公式な学習体験が学生を該当分野の専
門家に引き合わせて、その分野の仕事への興味をかき
たてるために活用できることを確認した。	>	実践

Open SUNY COTE（ニューヨーク州立大学、オンラ
イン指導のセンターオブエクセレンス）のデジタルバッジ
go.nmc.org/cote
(Credly、2016年1月21日アクセス）Open	 SUNY	
COTEは、デジタルバッジシステムを使用して様々な形
態の活動や業績を評価、承認、認証している。このデジ
タルバッジシステムは、学習でオンラインを使用する人
々が初心者から上級者に成長する過程をガイドし、コミ
ュニティ全体での情報共有をサポートするように考案
されている。	>	実践

今や授業を受けなくても大学の単位を取得できる
go.nmc.org/compbased
(Matt	Krupnick、The	Hechinger	Report、2015年
2月24日）。多くの大学が能力ベースのプログラムを設
計して、人々が既に実生活で非公式に学習したことが
必須コースの免除に十分であるかどうかを測定してい
る。	>	実践

解決可能な課題

http://go.nmc.org/digdeg
http://go.nmc.org/rightsig
http://go.nmc.org/deakdig
http://go.nmc.org/nextfro
http://go.nmc.org/cote
http://go.nmc.org/compbased
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デジタル・リテラシーの向上
解決可能な課題： 課題を理解しその解決方法も分かっている

高等教育分野にも広がっているインターネットやモバ
イル機器等の技術の浸透に伴い、本来「識字能力」とい
う意味であったリテラシーという語の概念は、今や、デ
ジタルツールや情報の理解を含むところまで拡大して
いる。138 能力に関するこうした新しいカテゴリーは、大
学がそれぞれのカリキュラムの目的および教師の研修
プログラムにおいてリテラシー問題にどのように取り
組むかに影響を及ぼしている。どのような要素がデジ
タル・リテラシーを構成しているのかについての共通の
認識が確立されていないことが、多くの教育機関がこ
の課題に取り組むための適切な政策やプログラムを策
定する際の障害となっている。教育者がデジタル・リテ
ラシーについて話し合う際には、様々な教育目的のた
めの幅広いデジタルツールを利用する能力やウェブリ
ソースを冷静に評価できる能力の指標等がデジタル・
リテラシーの定義に含まれる。139 しかし、双方の定義
は共に幅広く曖昧である。この問題をさらに複雑にす
るのは、技術を利用した指導は、技術を利用した学習と
は本質的に異なるため、教育者のデジタル・リテラシー
は、学習者のそれとは異なるという概念である。140

概要
デジタル・リテラシー改善の大きな障害が、デジタル・
リテラシーが包含するすべての要素に対するコンセン
サスが確立されていないことである。アメリカ図書館協
会は、デジタル・リテラシーを「デジタル情報の発見、理
解、評価、作成、通知するために情報通信技術を使用す
る能力、認知スキル・テクニカルスキルの双方を必要と
する能力」と定義している。141	 これとは対照的にヨー
ロッパのJISCは、デジタル・リテラシーという言葉をよ
り総体的な見地から幅広く「デジタル社会で生活、学
習、労働するために個人に適合する能力」と解釈してい
る。142	 どのように定義されてもデジタル・リテラシーは
具体的なテクニカルスキルのチェックリストではなく、
様々な社会的・文化的コンテキストでのクリティカルシ
ンキングや熟慮から展開される概念であることが徐々
に明らかになっている。143

今日の学生は、以前の世代に比べてデジタル・リテラシ
ーが高いと思われるが、これは彼らの多くが、テクノロ
ジーがあふれる環境にどっぷり漬かって成長したから
である。しかしある調査によると、これは必ずしもデジ
タル・リテラシーに関して学生を信頼してよいというこ
とではなく、特に教育の分野ではその傾向が顕著であ
る。144	 経済協力開発機構（OECD）は、成人のスキルに
関する最近の調査で、米国の新世紀世代が、その他の

先進国と比較してデジタル・リテラシーではほとんど最
下位になることを確認した。145	ラスムセンカレッジの調
査「Digital	Literacy	in	2015」はこの問題をとりあげ
て、新世紀世代の4人に1人が、デジタル・リテラシーを
向上させたいと願っているが、37%がインターネットを
「怖い」と感じており、そう感じる回答者は35歳以上よ
りも未満の方が多かったと報告している。146	 この傾向
は米国に留まらない。世界中の学生が若いということ
が様々なテクノロジーを快適に使いこなすうえで重要
な要因になるという通説が誤りであることを証明してい
る。147

この問題が高等教育で広がっているものの、デジタル・
リテラシーを育成する多くのプロジェクトが既に進行
中であることを受けて、2016年のホライズン・プロジ
ェクト専門家パネルは、この問題を解決可能な課題
と判断した。英国のスタッフォードシャー大学の教員
は、Digital	 Uプログラムを中心とした実行コミュニティ
を構築し、スタッフにオンラインリソースに加えて仲間
同士で教えある対面型学習の機会も提供している。148	
高等教育アカデミーが「デジタルコンテンツを発見、選
択、グループ分け、文脈への適合、保存、維持、アーカイ
ブ、共有する行為149	 」と定義するデジタルキュレーショ
ンは、世界中でデジタル・リテラシーを向上しようとす
る学生をサポートする方法とみなされている。何年もの
間、教育者たちは、Scoop.it、Storify、Pinterest等の
キュレーションツールを活用して、オンラインリソースを
冷静に評価する学生をサポートしている。150	 例えば、
オーストラリアの研究者は、目標設定と合わせて、デジ
タル・リテラシースキルを向上させて学生の熱意を高め
るためのScoop.itの使用について調査している。151

政策、リーダーシップ、実践への影響
急速に変化する労働環境で生産的であるために必要
なデジタル・リテラシースキルを学生に身に着けさせる
ことは、ステークホルダーや政策立案者の関心の的で
ある。152「欧州デジタルアジェンダ2020」は、欧州連
合全体のイノベーションと経済成長を加速させるため
に策定された。その目標を達成するための7本の柱の
1つが、デジタル・リテラシー、スキル、多様性の受入れ
の推進である。153	 この取り組みは、望ましい方向への
大きな前進であるが、進捗は一様でないままである。ダ
ブリン工科大学は、2014年末時点でEUの労働者の
39%が十分なテクノロジースキルを持っておらず、14%
は全くもっていないと報告している。154	 米国政府は最
近、テクノロジー重視の仕事が増加していることを受け
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て教育を受ける機会を提供するために1億ドル規模の
TechHire	 Initiativeを実施すると発表した。この取り
組みは、複数のセクターにまたがる取り組みで、ソフト
ウェア開発のトレーニングや技術家企業への有償のイ
ンターンシップ等が企画されている。155

高等教育のリーダーは、フレームワークの構築を通じて
デジタル社会で働くためのスキルを学習する学生や教
員をサポートしている。ヨーロッパのJISC	Developing	
Digital	 Literacies	 Programme（デジタル・リテラシ
ー開発プログラム）は、高等教育のデジタル・リテラシ
ー能力開発に対する様々な教育機関のアプローチを調
査した。156	 JISCは、カリキュラムを重視し、熱意を促進
するツールとしてフレームワークを使用し、適切なタイ
ミングで情報・ガイダンス・サポートを提供し、実践のた
めの連携・ネットワーク・コミュニティを活用し、専門能
力開発プログラムにデジタル・リテラシーを組み入れる
アプローチが必要であると主張した。157	図書館組織も
関連するリテラシー規格の構築に貢献している。大学・
研究所図書館協会のFramework	 for	 Information	
Literacy	for	Higher	Education（高等教育の情報リ
テラシーのフレームワーク）は、情報、研究、奨学金に関
するアイデアを包括的な1つのアイデアにまとめる相互
に結び付いた一連のコアコンセプトを提供する。158	
この課題の解決には、学生にデジタル・	リテラシーのト
レーニングを提供する革新的なアプローチが必要であ
り、目下多くのプロジェクトが進行中である。バージニ
ア・コモンウェルス大学の「UNIV	 200：Inquiry	 and	
the	 Craft	 of	 Argument（探求および議論の技術）」
は、学生に数々の演習（デジタル分野でイノベーターの
職探し、ウェブサイトやソーシャルメディアコミュニティ
の作成を通じた個人的な学習ネットワークの構築等）
を体験させるブレンド型学習コースである。159	 カナダ
のライアソン大学では、コーディングが未来のデジタル
ツールを定義して創造するために必要なスキルを学生
にもたらす新しく重要なリテラシーであるとみなされて
いる。同大学の「Challenge	Accepted（挑戦を受けて
立つ）」ワークショップでは、学生はわずか3時間でモバ
イルアプリを作成する方法を学習する。160	 すべての学
生がコンピュータサイエンスの分野でキャリアを追求す
るわけではないが、少なくとも、アルゴリズムが構造化
された直線的思考を適用して様々な問題に取り組む方
法を理解することは、テクニカルな分野以外で働くこと
になっても重要なスキルになってくる。161

推薦文献
デジタル・リテラシーの向上についてさらに学びたい方
のために、以下の記事および資料を推薦する。
IFLAのメディアおよび情報リテラシーに関する提言
go.nmc.org/medinf
(IFLA、2016年1月7日アクセス）国際図書館連盟
（IFLA）は、政府、政府間組織、さらに私立の教育機関

が、デジタル化が進む世界での人権に関する新たな分
野としてメディアおよび情報リテラシーを支持する政策
を策定するよう要請している。	>	政策
カナダの教育界でのデジタル・リテラシーの政策と実
践のマッピング 
go.nmc.org/mapping
(Michael	 Hoechsmnan	 および	 Helen	
DeWaard、MediaSmarts、2015年3月30日）カナダ
では、州や準州によってデジタル・リテラシーの政策・実
施プログラムに大きな違いがある。このレポートの目的
は、カナダの教育者や政策決定者にデジタル・リテラシ
ーの現在の包括的な状況を示すことである。	>	政策
CI Keys：ウェブのアンロック
go.nmc.org/cik
(カリフォルニア州立大学チャンネル諸島校、2015年
12月23日アクセス）カリフォルニア州立大学（CSU）チ
ャンネル諸島校のCI	 Keysプロジェクトは、オープンソ
ースコンテンツ作成ツールを教員や学生に提供して、彼
らがオンラインポートフォリオ、ジャーナル、Wikis、その
他のデジタルリソースに精通できるように、ツールをコ
ースプロジェクトに統合する。	>	リーダーシップ
デジタル・リテラシーのエレメント 
go.nmc.org/elem
(ディーキン大学、2016年1月5日アクセス）ディーキン
大学の図書館は、重要な情報ソースを適切に発見・使
用・拡散するために必要なスキルを習得する学生およ
び教員のためのデジタル・リテラシーガイドを作成して
いる。	>	リーダーシップ

マルチメディアリテラシー
go.nmc.org/multilit	
(デラウェア大学図書館、2016年1月5日アクセス）
デラウェア大学のStudent	 Multimedia	 Design	
Center８学生マルチメディアデザインセンター）は図
書館内にあり、学生が準備段階から完了後まで自身の
プロジェクトに取り組む際に、マルチメディアデザイン
プロセスを通じて学生を指導するためのリソースを保
存している。	>	実践

ライティングプログラムの管理とテクノロジー：プログ
ラミングコンテキストでのクリティカルデジタル・リテ
ラシーに向けて
go.nmc.org/toward	
(Jenna	Pack	Sheffield、アリゾナ大学キャンパスリポ
ジトリ、2015年）この研究は、ライティングプログラム
とデジタル・リテラシーの冷静で理論的な理解の関係
を調査し、デジタル・リテラシーの取り組みと全米のラ
イティングプログラムの関連する専門能力開発の機会
を比較している。	>	実践

http://go.nmc.org/medinf
http://go.nmc.org/mapping
http://go.nmc.org/cik
http://go.nmc.org/elem
http://go.nmc.org/multilit
http://go.nmc.org/toward
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教育モデルの競合
解決困難な課題： 課題を理解しているが、解決策は明確になっていない深刻な課題

新たな教育モデルが、従来の高等教育モデルとこれま
でにないレベルの競合を展開している。従来モデルで
は、学生は、通常キャンパス内で4年間にわたり、教員
や指導アシスタントから履修単位時間分の指導を受け
る。教育機関は、質の高い教育の提供とより多様化し
た学習機会を低価格で提供する方法をますます切実
に探し求めている。162 大規模オープンオンラインコー
ス(MOOC)が数年前の考察では真っ先に話題に上っ
たが、その一方で能力ベースの教育、コーディングの短
期集中トレーニング、製品やサービスの一般的なアン
バンドリングが従来の履修単位時間システムや学位プ
ログラムに破壊的変化をもたらしつつある。163 こうし
た新しいアプローチの出現に伴い、教育リーダーがモ
デルを率直に評価して、大規模な協調、相互作用、評価
を支援する最善の手段を判断する必要性が高まる。単
に新しい技術の価値を算出するだけでは、不十分であ
ることは明白であり、新モデルは、こうしたツールやサ
ービスを使用して、学生をより踏み込んだ学習へと誘
い、高い質の教育を保証するものでなければならない。

概要
従来のキャンパスベースモデルを破壊して、就職に有利
なモデルに変更しようという意見は、教育機関の内外
から聞こえており、これに関しては本レポートで後述す
る「教育を常に関連付ける」の課題で詳述する。従来の
中等教育後教育の代替アプローチが、学生の進化す
る期待に応えて増加している。新世紀世代および増加
しつつある従来の大学以外の学生の大半は、学習体験
へのよりユビキタスなアクセスを推進するテクノロジー
を活用できるより柔軟性の高い教育提供モデルを求め
ている。オーストラリア、インド、シンガポール、英国、米
国の学生を対象にしたアクセンチュア社の調査では、
大学進学希望学生1,500名のうち85%が教育機関の
デジタルケーパビリティ、すなわち教室へのテクノロジ
ー導入やオンライン学習の選択肢が整備されているこ
と等が学校を選ぶ際の重要な要素であると回答してい
る。164

公立・私立大学共に授業料の値上がりが、授業料の投
資に見合うリターンがあるのかという疑問と共にこの
課題を複雑にしている。165	 College	 Board（ウェブサ
イト）の「Trends	 in	 College	 Pricing	 2015（2015
年の授業料の傾向）」では公立の4年制大学の授業
料や諸経費は、2005-06年と比べて2015-16年は
40%（インフレ調整後）値上がりしている。166	 安価な

教育を受ける機会と就職までの期間がより短い教育
を受ける機会の双方を提供する新しいモデルを求め
る声は高まるばかりである。大規模オープンオンライ
ンコース（MOOC）は数年前、注目の競合モデルとし
て登場した。MOOCは華々しく登場した後、不信感を
抱かれることになったが、専門家は最近のオンライン
学習の発展は、破壊的変化になると考えている。例え
ば、Courseraの「データサイエンスシーケンス」コース
の価格は、4週間のオンラインコースが9コースに加え
てジョンズ・ホプキンス大学が教えるキャップストーン
プロジェクト（応用・実習コース）込みで470ドルであ
る。学生はコース内容への習熟を証明する修了証書と
ポートフォリオを受け取ることができる。167

ソリューションの可能性として、能力ベースの学位取得
プログラムへの関心も高まっている。こうしたプログラ
ムは、より柔軟で個人に合わせた学位オプションを可
能にする。ただし、教育の質の確保の問題は、解決され
ていない。.168	 EDUCAUSEによると、能力ベースの教
育(CBE)は、明確に定義された能力の習得に対して学
業単位を授与し、オンライン学習の可能性を活かして
学生の時間と資金を節約する。169	 ブランドマン大学
は、学期単位のプログラムではなく学生が自分のペー
スで課題を進めて評価を受けることで学位を取得でき
る数少ないCBE認定学士プログラムの1つを提供して
いる。170	 既存モデルに代わる学習モデルは、規模にお
いてもタイプにおいても増加しており、特にSTEM（科
学、テクノロジー、エンジニアリング、数学）の分野では
顕著である。代表的な3例として、Udacityのソフトウェ
ア開発者向けナノ学位プログラム（Googleや	AT&T等
の業界リーダーと提携）、171	Code	Louisvilleのコーデ
ィングの短期集中トレーニング（8から14週間のプログ
ラミング言語の学習）、172	 Flatiron	 Schoolの12週間
のアプリ開発コース（修了したら学生は少なくとも年間
7万ドルを稼ぐことができる）173	が挙げられる。

政策、リーダーシップ、実践への影響
新しい教授法の競合は、行政の規制改革無しに、広範
囲の変化に結び付く可能性は低い。新しい財政支援モ
デルの導入は、ゆっくりと大きな変化をもたらす。米国
の高等教育への財政支援は、入学に対して奨励金を給
付するモデルから学生の成績評価やその他の州の目標
や優先事項に基づく給付へとゆっくりと移行しつつあ
る。174	 例えばオレゴン州は、学生のアクセスと問題の
ないプログラム修了に基づいて州の資金を大学に割り
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当てることを要求する新たなアプローチを承認した。175	
米国ではより成績ベースの財政支援へと移行している
が、ヨーロッパ大学協会のこの件に関する最近の報告
は、このアプローチへの期待が大きすぎることを警告
し、財政支援メカニズムの影響に十分注意するよう呼
びかけている。176

高等教育の情勢の変化の一歩先を行くために、教育界
のリーダーは世界各地でシンクタンクを立ち上げてカ
ンファレンスを開催している。米国教育協議会のプレジ
デンシャルイノベーションラボは、大学の学長を集めて
新しい教育・ビジネスモデルを理解する長年の取り組
みである。彼らは、何冊もの報告書を通じて、個人に合
わせた学習、能力ベースの教育、グローバルな大学モ
デル等の傾向の影響を討議している。177	 2015年は革
新的な学位認定に関する初めてのサミットを開催し、
教育・ビジネス・慈善活動・テクノロジーの各分野のリ
ーダーが招集されて、テクノロジーが機械可読な単位
認定の範囲と意味をどのように拡大するのかを模索し
た。178	 同様に、最近オーストラリアでは、新時代を形成
する大学というテーマで国際カンファレンスが開かれ、
高等教育における競争上の優位性・業界としての取り
組み・実務と統合した学習等のトピックが話し合われ
た。179

オンライン学習は、大学でMOOCを超えた全く
新しいフォーカス/成長領域の促進に貢献してい
る。EMLYON経営大学院の場合は、IBMのビックデー
タと分析力を活用してクラウドベースのスマートビジ
ネスコースを創設し、地理的な制約を低減し、様々な
場所、デバイス、言語の違いを超えて個人に合わせた
学習経験を提供する。180	 アリゾナ州立大学のGlobal	
Freshman	 Academyは、edXが提供する一連のデジ
タル集中トレーニングコースを修了すれば、1年目の単
位を学生に与える新たな革新的モデルである。このプロ
グラムを利用する学生は、コースに申し込んで授業料を
支払う前に、そのコースを試して修了できる。181	 ミネル
バ大学が最初の新入生を迎えた2015年秋、同大学は
高等教育のパラダイムを破壊した。36ヶ国から130名
の学部学生が集まり、授業はオンラインで毎年異なる
国で提供された。同大学は、卒業生が年間1万7,500ド
ルの費用で、4年間で学士と修士の2つの学位を取得で
きるように、修士プログラムの創設を計画している。182

推薦文献
教育モデルの競合についてさらに学びたい方のため
に、以下の記事および資料を推薦する。

能力ベースの教育の品質保証はどのように機能すべ
きか？
go.nmc.org/qualiya
(Michael	 B.	 Horn、eCampus	 News、2015年8月
17日）この記事は、連邦政府がプログラムの成果や効

率性の評価アプローチのための様々な試みや調査を推
奨し財政援助することで、能力ベースプログラムのよう
な新しい有望な教育モデルの活用をどのようにサポー
トできるかを説明している。	>	政策

オバマ大統領は技術系人材の不足解消のために1億
ドル規模の対策を計画している
go.nmc.org/techhire	
(Issie	 Lapowsky、Wired、2015年3月9日）オバマ政
権は、コンサルティング会社のCEBと協力して、従来あ
まり募集しなかった所から技術系労働者を募集する方
法に関するガイドを雇用者のために作成している。	
>	政策

単なる記録を超えて
go.nmc.org/broad
(Paul	 Fain、Inside	 Higher	 Ed、2015年7月13
日）The	 American	 Association	 of	 Collegiate	
Registrars	and	Admissions	Officers（米国大学教
務部長・入学審査部長協会）は、高等教育機関と連携
して、学生の知識と経験をより包括的に資料化するた
めに、次世代学生記録の新モデルを開発しテストして
いる。	>	リーダーシップ

高等教育に真の変化をもたらすもの：公式に見えるオ
ンライン学位
go.nmc.org/seenas
(Kevin	 Carey、ニューヨークタイムズ、2015年3月5
日）この記事は、無償または低コストで取得できる資格
や単位がなぜまだ教育界に革命を起こしていないのか
を掘り下げて追及し、行政の規制と組織の人事部門の
標準的な慣習が大学の学位に深く関わっている状況を
説明している。	>	実践

遠距離学習の最初の学期に取り組む学生のストーリー
go.nmc.org/stories
(Mark	 Brownら、International	 Review	
of	 Research	 in	 Open	 and	 Distributed	
Learning、2015年10月）オンライン学習は、大学レベ
ルの教育で最も成長著しい分野であるが、そのコース
設計と遠距離で学習する学生のための学習サポート要
件の理解にギャップが存在する。この調査は、初めてオ
ンラインだけで学習する20名の学生のビデオ日記から
の知見を集めたものである。	>	実践

大学は学生のニーズに対応するように適応しなけれ
ばならない 
go.nmc.org/mustadapt
(Patrick	 T.	 Harker、Philadelphia	 Media	
Network、2015年2月5日）この著者は、革新的で低
価格な学位取得手段が現実的な代替案として提供さ
れ始めているなかで、大学はより学習者重視で効率的
かつ透明性のある教育機関になる必要があると主張し
ている。	>	実践

http://go.nmc.org/qualiya
http://go.nmc.org/techhire
http://go.nmc.org/broad
http://go.nmc.org/seenas
http://go.nmc.org/stories
http://go.nmc.org/mustadapt
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個人に合わせた学習
解決困難な課題： 課題を理解しているが、解決策は明確になっていない

個人に合わせた学習は、個々の学生の特定の学習ニー
ズ、興味の対象、目標、文化的背景に対応するための
多岐にわたる教育プログラム、学習体験、教授法、学習
支援戦略を意味する。183 個人に合わせた学習に対す
る需要はあるものの、現状の技術や手法では、それら
に十分に対応しきれておらず、特に大規模な展開は立
ち遅れている。学生それぞれのニーズを満たすための
カスタマイズされた指導に対する注目が高まりつつあ
り、それが新技術の発展を加速させている。オンライ
ン学習の環境や適応学習技術の進歩により、学習者そ
れぞれの学習の進め方を支援することが可能になって
いる。しかしながら、個人に合わせた学習を効果的に
推進する科学的かつデータ主導のアプローチは、ごく
最近現れたばかりであることが、大きな障害となって
いる。例えば、適応学習は、まだ進化の道半ばであり、
高等教育において勢いを増しつつあるという段階であ
る。テクノロジーだけではすべてを解決しない、すなわ
ち個人に合わせた学習の取り組みは、効果的な教授法
を導入して、開発プロセスに教員を関与させる必要が
あるという見解がこの課題を複雑にしている。184

概要
個人に合わせた学習は、個々の学習者の目標に沿って、
各学習者の背景知識、学習内容への情熱や関心、熟達
度の差を考慮した学習戦略、ソリューション、学習への
介入で構成される。個人に合わせた学習の目的は、学
生に裁量を与えて学習体験に責任を持たせて彼らに生
涯学習の下地を備えさせることにある。学生により多く
の自主性を与えることで、学習内容への意欲と熱意を
向上できる。185	 表面的には、「personal（個人の）」と
いう言葉は、1人だけでの体験を暗示するかもしれない
が、効果的な個人に合わせた学習アプローチは、学生
と講師の定期的な会話を促進する可能性があり、それ
ぞれの学生にどの領域にさらに注意を向ける必要があ
るかについての重要な知見を提供する。これは、大学の
大規模な初心者向けコースで特定の専攻や学科の学
習を継続すべきかどうかで悩むことが多い学生にとっ
ては特に魅力的に映るポイントである。

個人に合わせた学習を困難な課題にしているのは、大
規模な導入件数よりもこのアプローチへの関心が先走
っていることであり、高等教育における実際の成果はま
だ多くはない。186	現在のところ、この分野での取り組み
は、教育の枠組みではなく技術開発の範疇に入るもの
が多い。本レポートで後述する適応学習ソリューション

やデジタルコースウェア等の実現技術は、1対1の個人
指導のレベルで学習に介入し、学生が教材で学習を進
める際にどこに改善が必要かを示すことを目的としてい
る。187	EDUCAUSEは、ツールと適切なカリキュラム設
計を組み合わせることが重要であり、「学習を続ける目
標とその手段を合わせて考えなければならない」と報
告している。188	このビジョンでは、学生は単に機械のガ
イダンスに頼るのではなく、自分自身の理解を深めてい
くことに積極的に関わっていかなければならないため、
コンピューターによる学習への介入と人間の思考を上
手く両立させる必要がある。189

アプローチが設計され効果的に展開されれば、個人に
合わせた学習は指導と学習に大きな影響を与えるが、
この傾向を批判する者は、適応学習システムの教育コ
ンテンツに対して誰が決定権を有するのか、およびコー
スウェアが講師の代理としてどの程度認められるのか
についての懸念を表明している。学習が順調ではない
学生には、講師や仲間の学生との交流がより多く必要
であるという意見もある。190	 適応学習技術がカリキュ
ラムや理想とする学習成果にどの程度適合するかを考
慮せずに、教員が義務として適応学習技術を使用する
トップダウン型のアプローチは、有害になる場合もあり
得る。講師は、個人に合わせた学習のトレーニング機会
をもっと多く必要とするだけでなく、個人に合わせた学
習の取り組みの設計にも深く関わる必要がある。

政策、リーダーシップ、実践への影響
ユネスコは重要な先例を作って、個人に合わせた学習
に関する国際的な討議や政策決定者のセッションを
推進している。2015	 UNESCO	 Global	 High-Level	
Policy	 Forum（2015年ユネスコハイレベル政策フォ
ーラム）に先立って、53ヶ国の教育界のリーダーを対
象に、オンラインのオープンで柔軟な学習を最適に実
現する方法についてのアンケートが実施された。その結
果、50%超が個人に合わせた学習を通じて学生をサポ
ートする教員の役割は重要であると回答している。ユネ
スコは、個人に合わせた学習に関する戦略の重要な要
因として教師や教員の専門能力開発を挙げており、特
に教育関連のオープンリソースを活用する場合は重要
であるとしている。ユネスコはまた、最終的には学生を
より深い学習へと誘うことになるオンライン学習の柔軟
性向上を促進する体系的なアプローチの開発を推奨し
ている。191	 しかしながら、個人に合わせた学習政策に
関連する複雑なプライバシーの問題が解決されておら
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ず、これがテクノロジーの適応に影響を与える可能性が
ある。米国の家庭教育の権利とプライバシーに関する法
（FERPA）をはじめとする多くの法規制が教育機関で
の学生記録の保存やデータセキュリティを統制してい
るが、ベンダーと直接個人に合わせた学習サービスを
契約した学生のプライバシーは保護していない。192

ビル&メリンダ・ゲイツ財団は、個人に合わせた学習の
発展に欠かせない存在である。同財団は、共同出資者
や補助金受領者の広範なネットワークを通じて、高等
教育における個人に合わせた学習を実現し、学業のよ
り大きな成功と公平性193	 を推進する適応学習194	 と
デジタルコースウェア195	 ソリューションに出資してい
る。公立・ランドグラント大学協会（APLU）は補助金の
受領者であり、2015年は、460万ドルの資金提供を受
けている。APLUはその資金で、学生の成績向上およ
び学位取得コースの完了加速を目指してすべてのキャ
ンパスに適応学習のコースウェアを整備しようとする
教育機関のあるコンソーシアムをサポートしている。196	
APLUは、教員をプロジェクトリーダーシップに深く関
与させており、適応学習のコースで教育機関の垣根を
超えて教員が協力するモデルを構築している。197	 個人
に合わせた学習も広くその勢いを増している。マーク・
ザッカーバーグ等の影響力のある人物が、個人に合
わせた学習への出資を熱心に行っていることを公にし
ており、個人に合わせた学習がどんな科目であれ学生
が興味を持った学科を学習するためのスキルと自信を
学生が身につけられる1つの進路であると明言してい
る。198

ウィスコンシン大学ミルウォーキー校は、既に個人に合
わせた学習を彼らの心理学コースに取り入れている。ア
メリカ心理学会が開発したU-Paceコースではコアコン
ピタンシーを取得する進捗度がわかり自分のペースで
学習が進められるツールを利用する教育モデルを採用
している。講師も毎週個人に合わせたフィードバックと
学習意欲を鼓舞するサポートを提供する。コース修了
の6ヶ月後、このコースを修了した学生は、コース全体を
範囲とする試験（cumulative	 exams）でU-Paceを受
講しなかった学生よりも16%高い点数を記録した。ま
た、低所得層の学生と高所得層の学生の知識の差は、
著しく少なくなった。199	 また複数の教育機関で、個人
に合わせた学習の取り組みの発展に関係する科学につ
いての研究を活発化している。スタンフォード大学のオ
ープン学習の取り組みは、ラーニング・アナリティクスを
活用して、オンラインで学習する学生に自己評価ツール
と合わせて的を絞ったフィードバックを提供している。
これにより学生は、自分たちの知識が不十分な領域を
把握して、適宜学習計画を調整できる。200

推薦文献
個人に合わせた学習についてさらに学びたい方のため
に、以下の記事および資料を推薦する。

オープン教育：幼稚園から大学までの個人に合わせ
た学習 
go.nmc.org/indiv
(Lindsey	Burke	および	Vance	Fried、ヘリテージ財
団、2015年11月9日）個人に合わせた学習への関心が
高まるなか、政策立案者と教育者は協力して、オープン
教育システムで促進される能力ベースの学習の導入方
法を確立する必要がある。高等教育では、資格・認証に
関する政策が障害になることが判明している。	>	政策

一般教養－個人に合わせた学習
go.nmc.org/liba
(ノーザン・アリゾナ大学、2015年12月23日アクセス）
ノーザン・アリゾナ大学は、学位取得の体制に個人に合
わせた学習を採り入れており、十分な知識の習得を推
進するために能力ベースの学習を活用して、自習形式で
自分のペースで学習できるオンラインでの一般教養単
位の取得を可能にしている。	>	リーダーシップ

個人に合わせた学習：概要（PDF)
go.nmc.org/itali
(Emma	 Bartle、クイーンズランド大学、2015年3月
16日）個人に合わせた学習についての総意は楽観的な
ようだが、大規模に展開する前に取り組む必要のある
課題が残っている。それは、教育者の役割の明確な定
義、オンラインポータルを通じたより深い学習アプロー
チの開発等である。	>	リーダーシップ

PLORS:個人に合わせた学習目標推奨システム（PDF) 
go.nmc.org/plors
(Hazra	 Imranら、Vietnam	Journal	of	Computer	
Science、2015年7月30日）学生の以前の体験に基づ
く推奨エンジンのLMS統合の可能性の研究がPLORS
創造につながった。このシステムは、学生にとって最も
役立つ学習目標を特定する。	>	リーダーシップ

スマート図書館は、個人に合わせた学習への移行を加
速させる
go.nmc.org/smarli	
(David	Kim	および	Jeffrey	Pomerantz、	EdSurge、	
2015年9月22日）この記事は、教育機関の図書館が高
等教育の個人に合わせた学習により影響を及ぼすこと
ができる方法を明らかにしている。図書館は、オンライン
で教科書を配布して、学生のデータを活用して重要な
推奨事項および文字での学生のインタラクションに関
するリアルタイム分析を提供できる。	>	リーダーシップ

適応すべき学習
go.nmc.org/essex	
(Paul	 Frain、Inside	 Higher	 Ed、2015年8月28日）
エセックス・カウンティー・カレッジで個人に合わせた学
習が実施されている間の最大の課題は、自らの学習活
動を上手く調整できない学生と大学の指導法を適用す
ることに気が進まない教育者であった。	>	実践

http://go.nmc.org/indiv
http://go.nmc.org/liba
http://go.nmc.org/itali
http://go.nmc.org/plors
http://go.nmc.org/smarli
http://go.nmc.org/essex
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接続／非接続生活のバランス
解決困難な課題：複雑で定義することさえ難しく、対処することなどまして難しい課題

テクノロジーが日常活動の多くの中心を占めているた
め、201 高等教育機関は学習者がテクノロジー利用と
発達上の他のニーズのバランスの取り方を理解するの
を支援しなければならない。学生がデジタルツールの
溢れる海で溺れてしまうのを防ぐ上で大学とカレッジ
が果たすべき任務は、デジタルフットプリントとそれに
付随する結果を認識させながら注意深い利用を奨励
することである。202 教育がテクノロジーのトレンドと
より密に歩調を合わせるようになるにつれ、教師はこ
のバランスを促し、学生が人格と品位を育てる上でき
わめて重要な感覚的経験を感じ、消化し、熟考し、追及
する機会を促進しなければならなくなる。学習者が自
身の習慣を自ら成功させるよう導くことは、若年齢か
らテクノロジーに依存してきた世代の入学者にとって
特に重要である。児童にとって健全な画面視聴時間を
論じる研究や論文はたくさんあるが、203 学習の話にな
った場合に、成人については合意されているモデルが
存在しない。さらに教育機関には、学生と教職員が接
続している場合には、テクノロジーなしで行い得る経
験を再現するだけでなく、変革を目的としていることを
保証する責任がある。204

概要
常時接続機器、特に携帯電話の急増により、どこにいて
も研究を行うことが可能になった。ただしテクノロジー
の利用においては、便利さと中毒は紙一重で、ソーシャ
ルネットワーキングと通信機能の利用という点に関し
てはそれが特に著しい。ベイラー大学が実施した調査
で、大学生はスマートフォンに毎日8時間から10時間を
費やしており、時間を無駄にしている、または過剰依存
になっていることを多くの学生が認めていることが明ら
かになった。205	 いつでも仲間と通信でき、情報を見つ
け出す自由はあるが、そういったオンライン活動と内省
や分析とのバランスが適切に取れていなければ、テクノ
ロジーは、有意義な発見や深い理解につながるような
種類の批判的思考を行わない言い訳としてすがりつく
ものになる可能性がある。	
この解決困難な課題を悪化させているのが、複数の処
理を同時に巧みに行い、教科学習と課外活動や社交生
活を巧みにさばき、すべての点で優れるようにと、本来
から学生にかかっているプレッシャーである。この方程
式に過剰なテクノロジーを加えることによって、電子メ
ールのすべてに返信しなかったりソーシャルメディアへ
のすべての投稿に目を通さなかったりすると、何か重要
なものを逃してしまうのではないかという心配が煽られ
るため、人々はいつ何時であれ、つながれるようにして

おくことを余儀なくされるのだと心理学者は確信してい
る。こうして分裂した精神状態は、極度の疲労と燃え尽
き状態につながることが多い。206	 ほとんどの教育機関
には携帯電話の利用とデジタル資料の引用がどの程度
容認されるかについての方針があるが、テクノロジーを
利用する時間と利用しない時間のバランスを取ること
に真正面から責任をとるのは、いまなお学習者である。
学生は機器をクラスに持ち込むことを徐々に奨励され
るようにはなっているが、207	 ミシガン州立大学の研究
者は、最も成績の良い学生たちでさえ、機器についてい
ている気の散るアプリを管理しながら、ノートを取るな
どの生産的活動に機器を使うのには苦労していること
を明らかにしている。208

テクノロジーは学生の創造、学習の深化、地球に対す
る認識など209	 を刺激する上できわめて重要な役割を
果たしてきたが、バランスのとれたやり方でテクノロジ
ーを実施するには、それが学習プロセスとどのように関
係しているかを慎重に考慮する必要がある。教育者に
とっての主な課題の1つは、学生に真の影響を与える
変形学習の経験と明確に結びついたやり方でデジタル
ツールを取り入れることである。SAMRモデルは、目的
をもってテクノロジーを利用することを確保する可能
性のある枠組みを示している。SAMRの「S」は、機能を
変えずにツールの直接的な代用となるSubstitution（
置き換え）―テクノロジー統合の最も基本的なレベル
　-のSを意味している。印刷版を完全に再現するので
学生は新たな何ものも得ることがない電子書籍がその
例になろう。教師にとってのゴールは、Redefinition（
再定義）を意味し、配備されているテクノロジーの能力
により、これまでは考えも及ばなかったような新たなタ
スクの創出を可能にする「R」段階に到達することであ
る。210

政策、リーダーシップ、実践への影響
2015年に、教育担当大臣、民間企業および教育者が
フィンランドで第1回世界教育産業サミットを開催し、
テクノロジーと質の高い教育・学習を両立させるための
枠組みについて議論した。その結果が、教育機関が単に
「何らかの企業の商売上の自己利益のための市場」と
なってしまうことを回避しながら、変革的テクノロジー
を主唱する国家的アジェンダを策定することを政府に
呼びかける実施要請であった。211	 教育テクノロジーの
利用が増えるにつれ、より多くの教育機関がテクノロジ
ーの奨励と規制の試みの双方を行っている。カナダの
ローレンシャン大学の研究者たちが発表したある論文
は、高等教育における政策の影響を分析して、理想的
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な戦略を推奨している。著者たちは、政策が厳格すぎな
いことが重要なこと、ならびにテクノロジーが主に教育
におけるイノベーションのための手段として促進される
場合に政策が最も効果を上げることに着目した。212	 そ
うでないと、政策がテクノロジーのためだけにテクノロ
ジーを促進	 して、学習成果には何の変化ももたらさな
いことになる恐れがある。213

JISC（日本工業標準調査会）、オックスフォード大
学、OCLC（オンライン・コンピュータ・ライブラリ・セン
ター）、およびノースカロライナ大学シャーロット校の
連携は接続学習と非接続学習との橋渡しをするリーダ
ーシップの見本を示した。この連携によって最近、学生
がどのようにして「重なり合うウェブ教育と正規教育の
世界を進んでいくか」についてのより良い理解を得るた
めにオンライン教育とより伝統的な教育との関係を模
索する手引き、「デジタルサービスを評価する：ビジター
と居住者のアプローチ」が作成された。この手引きの目
的は、本物の学習を促進する上でのテクノロジーとウェ
ブ資源の効能を教育指導者が批判的に評価するのに
役立てることである。JISCと連携組織は、学習者のデジ
タルツールへの取り組みが成功するよう促すことの眼
目は、学生によるテクノロジーの具体的な選択の背後
にある理由を理解することであると強調している。実践
者は最終的に、様々な程度のテクノロジー利用を組み
込んだ独自のカリキュラムを開発しなければならない
ため、絶えず学習からのフィードバックを集めて、学生
の視点を勘案する必要がある。214

ICMPA（メディア・パブリックアジェンダ国際センター）
とメリーランド大学カレッジパーク校が主導した画期
的プロジェクト、「メディアのない1日」は学生たちに、テ
クノロジーとの接続を絶って、テクノロジーが自らにど
れほどの影響を及ぼしているかを理解するための機会
を提供した。215	 ほとんどの学生は情報の絶えざる流
れから切り離されることを楽しまなかったが、この実験
により、教育機関は、テクノロジーの使い方が精神的、
社会的に及ぼす影響を学生が理解するのを支援しな
ければならない、という重要な洞察が得られた。216	 よ
り多くの感覚的な直接的経験を学生に提供する手段
として、野外教育の重要性を強調している進歩的大学
は数多い。たとえばカレッジ・オブ・ザ・アトランティック
では、人間生態学の学生が地域社会の人々と協力し、
主に有機農場や沖合の島の研究所にまたがる現場ベ
ースの学習に取り組んでいる。217	エバグリーン・ステー
ト・カレッジも、フレキシブル授業のほとんどを野外で行
い、学校のカフェテリアに食材を提供しているコミュニ
ティの菜園やキャンパス農場に学生が関与することを
奨励している。218

推薦文献
接続生活と非接続生活の両立のさせ方についてさらに
学びたい方のために、以下の記事および資料を推薦す
る。

デジタル経済を進歩させるためにイノベーションと知
的所有権のバランスをとる 
go.nmc.org/ntia
(Angela	 Simpson、NTIA（米国商務省電気通信情報
局）、2015年10月27日)　NTIAは、	デジタルミレニア
ム著作権法の適用除外を提案し、学生がメディアの適
正な利用を通じて、イノベーションと自由な表現を可能
にする学習を行うことを唱道している。	>	政策
注意深く確認を行えば、テクノロジーの利用を促進で
きる、と専門家
go.nmc.org/checkin
(アパラチアン州立大学、2015年10月26日）　ワシン
トン大学のある教授がアパラチアン州立大学に出張し
て、テクノロジーと熟考の実践が交差する部分について
学生たちとディスカッションを行った。選択の時期と方
法を認識すれば、学生がテクノロジー利用の意思を巧
みに利用して自らの利益とするのに手を貸すことができ
る。	>	リーダーシップ
新たなツールにより、デジタル技術がこれまでの生活
の限界を崩しつつあることが浮き彫りに
go.nmc.org/digibrain
(ランカスター大学、2015年10月2日）　英国の大学
数校の研究者が共同研究、「デジタル・ブレイン・スイッ
チプロジェクト」を実施した。これは、デジタル技術がワ
ークライフ・バランスに及ぼす影響を研究するもので、
このチームは、ユーザーがテクノロジー利用とともに自
分の気分や行動を報告できるウェブベースのツール、「
マイライフロケット」を作成した。	>	リーダーシップ
次世代を教育する：スクリーンメディアの利用、デジタ
ル能力と高等教育
go.nmc.org/genext
(Toija	 CinqueとAdam	 Brown、『デジタル文化と教
育』、2015年3月1日）　学習向けテクノロジーについ
ての認識と実際の利用をめぐって食い違う言説を評価
しようと、オーストラリアの大学の1年生を対象としたこ
の調査では、彼らが現在メディアにどのように関与して
いるかを検証する。.	>	実践
注意深いテクノロジー利用のためのロボットとは？
go.nmc.org/robotformind	
(Newshedgehog、2015年12月29日）　MITのエン
ジニアがロボットを作った。これはより自然な対面型の
インターアクションをサポートすることによって、ユーザ
ーがスクリーン中毒を克服するのに役立つことを目的
とするロボットである。	>	実践
現代の世界が人間の脳に悪い理由
go.nmc.org/modworld	
(Daniel	J	Levitin、『ザ・ガーディアン』、2015年1月18
日）　著者は、複数のタスクを同時に処理することが認
知に及ぼす負担や、人はどのようにして、より高度な思
考のスキルを顧みずに新規さを追い求める神経系の中
毒になるかを説明して、常に電子メールやソーシャルメ
ディアにアクセスすることの否定的側面に注意を喚起
する。	>	実践

http://go.nmc.org/ntia
http://go.nmc.org/checkin
http://go.nmc.org/digibrain
http://go.nmc.org/genext
http://go.nmc.org/robotformind
http://go.nmc.org/modworld
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教育の妥当性維持
解決困難な課題：複雑で定義することさえ難しく、対処することなどまして難しい課題

今日では、学士号をもっていても、もはや有給雇用は保
証されない。経済政策研究所が最近調査を行った結
果、25歳未満のアメリカ人の失業率が他の年齢層の
倍以上であることが明らかになった。219 この問題は米
国だけに限定されない。若者の失業率の上昇と、世界
のスキルの格差についての労働市場の調査結果を見
ると、現在の高等教育制度では、学習者を職場の急激
な近代化に備えさせることができないのではないかと
いう多くの人々の懸念は拭い去れない。220 多くの国々
がSTEMの訓練を優先するイニシアチブでこの懸念
に対応してきたが、この運動に批判的な人々は、倫理
的な探究と社会正義を促進するものとしての人文科
学を擁護する。221 職業教育訓練（VET）は有望な解決
策として組み立てられてきたものの、文化的に否定的
なとらえ方があることから、いまなお学生を正規教育
へと駆り立てている。222 この課題に対処するというこ
とは、産業に固有の応用可能なスキルを学生に身につ
けさせる一方で、伝統的な大学の倫理的な訓練と信頼
性を維持するような大学の学位を獲得するための新
たな方法を構想することである。

概要
インターネットにより、学習者が自由に新たな知識やス
キルを得ることができる時代において、取得に4年間か
かる正規の学位は依然として雇用適性の品質証明であ
る。ジョージタウン公共政策研究所は、2020年までに
すべての雇用の65%が、中等後教育、および高校以降
の訓練を必要とするようになると予測している。223	 正
規教育に対する需要はいまなお高いが、多種多様な要
素が原因で、一部の人々は正規教育の価値に疑問をも
つようになっている。最近400社を対象に調査を行っ
た結果、その96%が学生はすべて、自分とは異なる意
見をもつ人 と々協力して問題解決に当たることを教えて
くれ、学習の応用とチームワークの重要性を大いに重
視する高等教育を経験すべきだと考えていることが明
らかになった。ただし雇用主の大多数は、最近の学卒
者には今日の職場で成功するために必要なスキルが不
足していると感じると回答した。224

一部のグローバルリーダーはスキルの格差があること
を認めて、この問題を正すことを高等教育機関に奨励
する改革を推し進めている。日本の安倍晋三首相は最
近、新たな経済成長戦略を発表し、それに続いて日本
の文部科学大臣が、国立大学の文系学部を廃止しな
いと政府からの財源を失う恐れがある旨の通知を出し

た。225	 この動きに対して、均整のとれた世界観を形成
する上で人文科学がもつ価値を挙げて、中等後教育の
学習において人文科学が確固たる役割を果たしている
ことを擁護する人々からは強い反発が生じた。一部の
専門家は、アリストテレスの『ニコマコス倫理学』におい
て用いられている論法では、人が実際的な知恵によっ
て社会の中を進んでいき、「共通の利益」を推し進める
のに役立つ中庸な立場として人文科学が称揚されてい
ることを指摘している。言い換えれば、科学的知識だけ
では人々が今日直面している多元的な社会問題に対
処するには十分でないと主張しているのである。226

この課題への共通した対応が職業教育訓練（VET）へ
の関心の復活であったのは、労働経験と雇用の保証を
学生に与える上でのVETの成果が折り紙付きだからで
ある。だが、労働市場の研究者は、職業学校には不利な
汚名があって、そのために学生が相変わらず正規の高
等教育環境へと流れ続けていることを明らかにしてい
る。227	クイーンズランド中央大学は最近、過去2年間で
職業訓練を受ける学生20%以上も減少して600万ド
ルの損失が出たためにVET部門を再編する計画を発
表した。228	 I職業教育には広範な経済的利益があるこ
とを立証する証拠が増えているにもかかわらず、職業教
育が伝統的な大学教育よりも劣る選択だと受け止めら
れている国は数多い。229	 こうした風潮の中で国や教育
機関の指導者は、職業教育と伝統的な大学教育の最も
良いところを組み合わせて、職業、生産、思慮深い探究
から成る有意義な生活への準備を学習者にさせるよう
な大学生活を学習者に提供する、新たな制度を考案す
ることを迫られている。

政策、リーダーシップ、実践への影響e
この解決困難な課題については、解決指向の政策がや
っと姿を現しつつある。UNESCOは最近、21世紀にお
ける教育と学習の発展を導くべきなのはどのような価
値観かに関しえ包括的な根本原理を示す論文、「教育
を考え直す：世界に共通する価値とはどのようなもの
かに向けて」を発表した。著者たちは持続可能な発達
を教育の最終目的として位置付け、政策への人間中心
的なアプローチを肯定し直し、経済のグローバル化と
若者の失業率上昇に伴う戦略にとって参考になる情報
を直接的に提供している。230	 	インドの高官は2015年
に、職業訓練を正規教育と統合するという国家政策を
発表した。この政策は、大学中退者を職業訓練へと方
向転換させるのと同時に、職業を学ぶ人々の社会的地
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位を向上させようとするものである。この政策の指令の
1つにより、職業教育課程と国家技能資格認定の枠組
みが連携するようになり、技術専門学校とコミュニティ
カレッジは職業訓練の修得に学士号を与えることがで
きるようになる。231

いくつかの画期的なプログラムは、正規の高等教育環
境に参加しながら産業に固有のスキルを築き上げる機
会を学生に与える先駆的なモデルとなっている。英国
は、「最高の高等教育と職業教育」を一体化することを
約束する新たな取り組みである「見習い学位」課程を
導入した。この新戦略では産業界が考案した9つのコ
ースが提供され、学生が技能実習を受けながら学士と
修士の学位を得る機会を得る機会を創り出し、その費
用は政府と雇用主が分担する。232	ニューヨーク州にあ
る小さな農業大学のニューヨーク州立大学コブルスキ
ル校では、3年間の職業訓練を修了した中国人市民は、
パス・プロ・プログラムを通じて学士号を得ることがで
きる。米国においてこの種のものとしては初めてのパス・
プロ・プログラムは中国の専門学校4校を関わらせて、
中国人学習者が高いスキルの必要な工業での雇用に
備えること、および4年間かけて得る大学の学位に伴う
所得能力と社会的地位の恩恵を受けることを可能にし
ている。233

スキルの訓練はこのチャレンジの重要なテーマである
が、幅広い支店に参考になる情報を提供するために人
文科学と科学的専門分野を融合させるという考え方に
多くの関心が払われてきた。ハーバード大学では、「教
育の目的と価値観に関するプロジェクト」により、学生
が意義、価値や目的といった大きな問題について考え
抜くのに役立つ共同カリキュラム課程が設けられた。ハ
ーバードの教職員はこのプロジェクトから得られるベス
トプラクティスや資源を利用して、社会的、道徳的な探
究を技術的テーマに統合し、学習者がキャリアの道を
通じて共通の利益を効果的に前進させることを可能に
できる。234	 イェール-NUSカレッジはその共同カリキュ
ラムの一環として、一般教養科目と科学の間には、21
世紀の問題を解決するためのパワフルな力があること
を強調している。学習者は「科学的探究と定量的推論」
や「比較社会制度・文学・人文科学」などのコースを通
じて、世界のジレンマについての批判的思考を推し進め
るための広範な知識基盤を形成していく。235

推薦文献
教育の妥当性を維持することについてさらに学びたい
方のために、以下の記事および資料を推薦する。

より良い大学の選択と教育機関の実績向上のための
より良い情報 
go.nmc.org/score
(米国教育省、2015年9月）　米国教育省の大学スコ
アカードと技術に関するウェブサイトは、教育機関が卒

業までどの程度学生を支援するかに基づいてカレッジ
や大学を比較して、学生、家庭やアドバイザーに大学の
費用と価値の率直な実像を示している。.	>	政策
経済的関与の枠組み
go.nmc.org/econom
(米国州立大学・土地付与大学協議会(APLU)、2016
年1月7日にアクセス）　APLUは、大学がその属する地
域社会の競争力に関わり合ってこれを高めるとともに
グローバルな社会にも奉仕する経済的関与努力を立
案し、実施し、評価し、前進させるのに役立つ一連のツ
ールを開発した。	>	政策
高等教育のカリキュラムにおける雇用適性スキル
go.nmc.org/employskills
(ブリティッシュ・カウンシル、2015年6月11日）　ブリ
ティッシュ・カウンシルは教育省高等教育評議会と連携
してワークショップ、「カリキュラムに雇用適性スキルを
組み込む」を企画開催した。このワークショップは、参加
者が雇用適性のベンチマークを策定して、高等教育セ
クターと労働力の間のギャップを埋めるのに役立てる
のを支援するものであった。	>	リーダーシップ
3セクター協力の達人
go.nmc.org/mtsc
(シンガポール経営大学、2016年1月7日にアクセス）
　シンガポール経営大学の「3セクター協力の達人」は
セクター横断型の協力の重要性に焦点を当てている。
学生は産業-政府-社会の関わり合いに影響を及ぼすメ
ガトレンドの意味を理解することを学ぶ。	>	リーダーシ
ップ
コミュニティカレッジ、新たな学位と学生支援によって
雇用のトレンドに適応する 
go.nmc.org/comcollege
(Amy	Lane、『Crain’s	Detroit	Business』、2015年
5月27日）　多くのコミュニティカレッジが市場から手
がかりを得て産業界との連携を築き上げ、学生を将来
の需要に備えさせるために、学位プログラムや修了証
書の設計または再設計を行っている。	>	実践
長期間にわたって能力ベースの課程の妥当性を維持
する
go.nmc.org/keeping	
(Brian	 Fleming、『Eduventures』、2015年8月11
日）　能力ベースの課程は産学連携のパートナーを積
極的に求め、産業界に情報や意見を要請して、大学の
コースを雇用主のニーズに整合させ、妥当性と持続力
を確保しなければならない。	>	実践
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http://go.nmc.org/econom
http://go.nmc.org/employskills
http://go.nmc.org/mtsc
http://go.nmc.org/comcollege
http://go.nmc.org/keeping
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高等教育向けの教育テクノロジーにおける重要な発展

本セクションで詳述する6つの教育テクノロジーは、調
査、議論と投票の一巡が反復して行われる、ホライズ
ン・プロジェクトのデルファイベースのプロセスを用い
て、このプロジェクトの専門家パネルによって選択され
た。NMCホライズン・プロジェクトにおいては、教育テク
ノロジーは広義に、指導、学習、および創造的探究を向
上させるために用いられる手段および資源と定義され
ている。検討の対象となったテクノロジーの多くは、教
育のみを目的として開発されたわけではないが、この分
野においては明らかに有用である。
専門家パネルのメンバーの意見が一致したテクノロジ
ー進展は、今後5年間のテクノロジー計画と意思決定
を推進する可能性がきわめて高く、時間的観点から3つ
のカテゴリーに分類される。すなわち、1年以内に広範
囲での採用が予測される短期的テクノロジー、採用に
は2年から3年かかりそうな中期的テクノロジー、そし
て4年から5年以内に教育の主流になると予測される
長期的テクノロジーである。テクノロジー進展の各トピ
ックは、トピックの概要から始まる。
専門家パネルが検討したトピックの最初の一覧表は、
そのテクノロジーの最初の起源と用途を基本として複
数のカテゴリーにまとめられた。大きく取り上げられた
テクノロジーの、特に世界の高等教育という枠組みの
中での潜在的な活用法は、一連のオンライン・ディスカ
ッションで考察されており、	 horizon.wiki.nmc.org/
Horizon+Topics	で見ることができる。
専門家パネルはプロジェクトの開始時に、教育と、教育
にとどまらない分野の双方において用いられている多
種多様な既存テクノロジーを特定し、文書化した広範
囲に及ぶ参考資料を渡された。専門家パネルは、高等
教育機関への応用がまだ遠すぎて現実的ではないよう
な新たなテクノロジーについても考察を行うことを奨励
された。今回のレポートに新たなテクノロジー進展を含
めるかどうかの主な判断基準は、それが高等教育にお
ける指導、学習と創造的探究にとって潜在的な妥当性
をもつか否かであった。
一巡目の投票で、専門家グループは上に示した基本セ
ットを12のテクノロジー進展にまで絞りこみ、NMCの
スタッフが次いでその詳細な調査を行った。次に各テ
クノロジー進展の調査結果がNMCホライズン・レポー
トの体裁で書き上げられ、それが最終投票の参考情報
として用いられた。中間結果または最終レポートに入
っていないテクノロジー進展については、プロジェクト
wiki（horizon.wiki.nmc.org）で徹底的に論じられて

いる場合が多い。あるテクノロジーがすでに高等教育
において広く利用されていると専門家パネルが確信し
ているため、またはそれ以外であれば、そのテクノロジ
ーが広く採用されるまでに5年以上かかると専門家パ
ネルが確信しているために、投票対象とならない場合
がある。興味をそそりながらも、それを具体化するに足
るだけの、信頼のおけるプロジェクトの実例がないテク
ノロジー進展もある。

今回のレポートに新たなテク
ノロジー進展を含めるかどう

かの主な判断基準は、 
それが高等教育における指
導、学習と創造的探究にとっ

て潜在的な妥当性をもつか否
かであった。

現在、NMCが継続的にモニタリングを行っているテク
ノロジー、ツール、および利用戦略のカテゴリーは7つ
ある。これらのテクノロジーは閉鎖的なものではなく、む
しろ、新たなテクノロジーを説明し、まとめて、学習と創
造的探究にとって意義ある、または意義をもち得る発
展の道へと進めるための方法を提供することを目的と
している。7つのカテゴリーのリストはかなり一貫性が
あることが判明しているが、ほぼ毎回の研究サイクル毎
に、新たなテクノロジーがこのリストに追加されている。
その他に、統合されるか、または更新されるテクノロジ
ーもある。全体的にこのカテゴリーは革新を考察する
にあたってレンズの役割をしている。それぞれのカテゴ
リーは下記の通り定義づけられている。
> 消費者テクノロジーとは、	 余暇用および専門家用の
目的で作られたツールであり、少なくとも当初は教育
用に使われるように設計されたものではない。但し、
この消費者テクノロジーは、学習補助として上手く役
に立ち、また大学・カレッジでの利用に極めて適応す
る可能性がある。こうしたテクノロジーは、家庭その
他の日常環境で一般的に使われているからこそキャ
ンパスに持ち込まれるのである。

http://horizon.wiki.nmc.org/Horizon+Topics
http://horizon.wiki.nmc.org/Horizon+Topics
http://horizon.wiki.nmc.org
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> デジタル戦略とは、	 テクノロジーというよりはむしろ
教室の内外を問わず指導と学習の内容を高めるた
めのデバイスおよびソフトウェアを利用する方法であ
る。効果的なデジタル戦略は、公式な学習、非公式学
習の両方で利用することができる。デジタル戦略が
伝統的なアイデアや学習活動を超えて何か新しく、
意味のある、そして21世紀的なものを作り出していく
という点が興味深いところである。	

> イネーブル・テクノロジーとは、	 我々がデバイスおよ
びツールに期待しているものを一新する潜在力を持
っているテクノロジーである。このカテゴリーにおい
ては、学習との関連付けはさほど容易ではないが、
実質的な技術革新が目に見えるようになり始めるの
は、まさにこのテクノロジーのグループにおいてであ
る。イネーブル・テクノロジーはわれわれのツールの
対象範囲の拡大、その能力と利便性および使い勝手
の向上をも実現する。

> インターネット・テクノロジーには、	 我 と々ネットワ
ークとの相互の働きかけの根底にあるテクノロジー
をより透明かつ目障りでなく、使いやすいものにする
のに役立つ技術と必須のインフラ設備が含まれる。

> 学習テクノロジーは、	教育分野のために特別に開発
されたツールと方策の両方で構成される。また、学習
の役に立つようにする戦略と合致する他の目的から
導入されるツールを有する開発の道筋もこれに該当
する。これらのテクノロジーは、より利用しやすく且つ
個人利用の仕様にすることによって、フォーマル/非

高等教育向けの教育テクノロジーにおける重要な発展

公式を問わず、学習の有り様を変えている。	
> ソーシャルメディア・テクノロジーは、	 消費者テクノ
ロジーの分類に含めることもできたのだが、最近とみ
にその存在感を増しており、また社会のあらゆる部分
で広く利用されているので、独自の分野として引き上
げられたものである。ソーシャル・メディアとしてしっ
かりと確立してきており、絶え間なく次 と々新たなア
イデア、手法、開発が出現しており、早いペースで発達
し続けている。	

> 可視化テクノロジーは、	単純なインフォグラフィクス
から可視化データ分析の複雑な形態まで幅広い領
域をカバーしている。共通しているのは、脳の固有の
能力を刺激して、複雑な状況において、視覚情報の処
理、パターンの認識、および順序の理解を迅速に行う
ことである。これらのテクノロジーは、増大するツール
と工程の集合体であり、大量のデータを探り当て、動
的にプロセスを探り、そして全体的には複雑なものを
シンプル化するものである。	
以降のページでは、2016年の高等教育専門家パネル
が重要視している6つのテクノロジー進展について論じ
る。本パネルは、これらのテクノロジーには、教育、特に
漸進的教授法と学習戦略の策定、教師の仕事の組織
化、およびコンテンツの提供の準備において真の変革
を助長するための潜在力があることで意見が一致して
いる。このため、各項目は、テクノロジーの概観、教育、
学習、または創造的探究との関連性についての考察、プ
ロジェクト実例、推奨文献で構成されている。

消費者テクノロジー
>	 3Dビデオ
>	ドローン
>	電子出版
>	自己定量化
>	ロボティクス
>	テレプレゼンス
>	ウェアラブル・テクノロジー

デジタル戦略
>	 個人機器の持込みおよび
利用（BYOD）

>	反転学習
>	地位検索知能
>	メーカースペース
>	保存/保全テクノロジー

インターネット・テクノロジー
>	 ビブリオメトリクス、サイテ
ーションテクノロジー

>	クラウドコンピューティン
グ

>	ネットワークオブジェクト
>	セマンティック・アプリケー
ション

>	シンジケーション・ツール

学習テクノロジー
>	 デジタルバッジ
>	ラーニング・アナリティクス
および適応学習

>	モバイル学習
>	オンライン学習
>	オープン・コンテント
>	オープン・ライセンシング
>	仮想・遠隔実験室

ソーシャルメディア・テクノ
ロジー
>	 クラウドソーシング
>	オンラインID	
>	 ソーシャル・ネットワーク

可視化テクノロジー
>	 3Dプリンティング/プロト
タイピング

>	拡張・仮想現実
>	情報可視化
>	ビジュアル・データ解析
>	ボリューメトリック/ホログ
ラフィック・ディスプレイ

イネーブル・テクノロジー
>	 感情コンピューティング
>	エレクトロ・バイブレーショ
ン
>	フレキシブル・ディスプレイ
>	機械学習
>	メッシュ・ネットワーク
>	モバイル・ブロードバンド
>	ナチュラル・ユーザー・イン
ターフェース

>	ニア・フィールド・コミュニ
ケーション

>	次世代電池
>	オープン・ハードウェア
>	音声翻訳
>	仮想アシスタント
>	ワイヤレス電力
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個人の機器持ち込みおよび利用	(BYOD)
導入ホライズン: 1年以内

BYODとは、BYOT (個人の技術持ち込み)とも呼ばれ
るが、人々が学習または仕事の場に自分のラップトッ
プ、タブレット、スマートフォン、その他のモバイル機器
を持ち込む慣行をいう。米国では、2015年、ミレニア
ル世代が労働力人口の最大勢力となった。236 この世
代は、モバイル機器を生活の中心に置くことに慣れて
おり、仕事のさまざまな面においてもモバイル機器を
使うことができると予想される。237 高等教育における
BYOD運動でも同様の現実がある。多くの学生が自分
の機器を教室に持ち込み、学校のネットワークに接続
して使っている。BYOD政策が全体として技術への支
出を減らすことは明らかになっているが、その勢いが
増しているより大きな理由は、現代の生活様式と仕事
のやり方を反映しているという点である。2015年の
調査によれば、米国の大学とカレッジの少なくとも42
％が2014年にBYOD戦略を導入した。238 具体的な
戦略がない場合でも、広範な教育・学習活動のための
モバイル機器利用は、世界中のキャンパスで受け入れ
られ、奨励すらされている。

概要
個人の機器使用と学習の結びつきが具体的になるに
つれて、問題となるのは、教室でそうした機器の使用を
認めるかどうかではなく、それらを最も効果的に取り入
れ支援していくにはどうしたらよいかである。BYOD	 運
動のおかげで、学生はすでに慣れ親しんでいる技術を
使いながら学習することができるようになり、「学習の
主体は自分だ」とより強く感じるようになった。学部学
生の86%がスマートフォンかタブレットを所有する今
日においては、239	 どのような機器を選ぼうと、学習内
容にアクセスし、ノートを取り、データを集め、仲間や講
師と頻繁にやり取りすることができるのだ。	 この意味
で、BYOD	 の採用は、技術利用を促進するための政策
ではなく、場所にとらわれない学習と生産性向上を可
能にするために採用する政策である。2015年、インデ
ィアナ大学のある1日における学生のワイヤレス活動を
見ると、32のオペーレーティング・システムと541種類
の機器から34,344件のワイヤレス登録が行われたの
がわかる。240

BYOD	 政策は、とりわけ、教授と学生が常時ネットワ
ークに接続して学習内容を迅速にダウンロードした
りストリーミングしたりできるように、大学がより堅固
なWiFi	 インフラを開発する中で勢いを増してきた。
例えば、ブルネル大学ロンドン（Brunel	 University	
London）は、最近シスコシステムズと提携して、キャン
パス内にある70の建物にまたがるアクセスポイントと

コントローラの増設を含む確実な解決策を打ち出し
た。241	 潜在的な安全性リスクに懸念を持つBYOD批
判者に対しては、大学側は積極的に安全を強調する政
策を打ち出している。レバノン・バレー大学(Lebanon	
Valley	College,	LVC)では、自分の機器を大学に登録
するよう学生に要求している。こうすることで、ハッキン
グが行われた場合、大学職員が機器を特定することが
できる。また学習は講義室でのみ行われるのではない
という考えを受け入れることも重要である。LVCでは、
協働を促進させるための新しい学習支援空間（ラーニ
ング・コモンズ）を建設した。この空間には、教授と学生
が自分のモバイル機器から動画をストリーミングでき
るように、大きなテレビモニターが設置されている。242

個人の技術は今や高等教育機関においてより普及が
進んでおり、BYOD	の定義は、ラップトップやスマートフ
ォンやタブレットを越えて拡大している。モバイル機器
の使用が増加すると、他の種類の機器が教室に持ち込
まれる余地が生まれた。スマートウォッチなどの装着可
能な（ウエアラブル）機器は、スマートフォンに代わる便
利で生産的な機器として消費部門で人気を博しつつあ
る。フォレスター研究所（Forrester	 Research）は、イ
ンターネットを利用する成人の20%以上がウエアラブ
ル機器を使用すると報告している。243	オーラル・ロバー
ツ大学（Oral	Roberts	University）をはじめとする高
等教育機関は、現在、身体活動量を追跡するために栄
養学プログラムにおいてスマートウォッチを試験的に取
り入れている。244	 モノのインターネットの進歩も、ユー
ザーがさまざまな携帯スマート機器を使って新たな情
報世界を手に入れ、管理することを可能にしつつあり、
そのことが将来の職場やキャンパスにおいてさらに移
動性を促進することになる。245

授業、学習、創造的探求との関連性
BYOD	 政策によって、教授は、講義内容を伝授し学
生の学習状況を評価する方法を最新のものにするこ
とができる。このことは、とりわけ試験中に個人機器
の使用を認め始めている進歩的な大学について当て
はまる。例えば、デンマークのオーフス大学（Aarhus	
University）では、紙による試験を廃止して、学生が自
分の機器を教室に持ち込んでデジタル試験を受けられ
るように、講師がワイズフロー（Wiseflow）を活用して
いる。ワイズフローを利用することで、教授は、試験を作
成・管理し、特定の学生に試験を行い、自分の携帯機器
を通じて提出した学生の解答内容を評価することがで
きるという具合だ。246	 南カリフォルニア大学のフラン
ス語学部では、教授が協働して、コース間で講義内容や
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講義の仕方を標準化し、重要な配布資料や練習問題に
は学生が自分の機器を接続してアクセスできるような、
新しい電子教科書モデルを作り出し、試験的に使って
いる。247

モバイル学習、デジタル教科書、データ分析（アナリティ
クス）などの技術進歩が収斂を続けるにつれて、スマー
トフォンやタブレット上の消費を目的とした教育内容の
生産はますます増加している。アメリカン・パブリック大
学システム（American	Public	University	System,	
APUS)	 とテキサス大学オースティン校では、学生が自
分の選んだ機器を使って、より双方向型で魅力的な経
験が得られるように、アドビのツールセットを活用した
コースアプリを導入した。例えば、APUS	の歴史学コー
スのアプリには、動画や年表のほか、学生が継続的に自
分の学習状況を評価できるように、知識確認ツールが
組み込まれている。248	 こうした展開は、最終的には機
器の問題というより機器に登載する内容の問題となっ
てくる。BYOD	 を導入すれば、地点ベースのサービス、
社会的ネットワーク、動画ストリーミングを含むさまざ
まなツールの活用によって、学生と教育者の効率性を
最大限に高めることができる。マグロウヒル教育社とハ
ノーバー研究所が行った調査では、対象となった学生
の48%が学習の場で自分の機器を使っているとの報告
がある。249

今や、大学やカレッジが自身のBYOD	 政策から最大限
の利益を得るために、独自のアプリを開発するのが普
通になった。エモリー大学では、利用可能なアプリが2
つという状態から60のアプリを新設して、15,000人の
学生と28,000人の教職員が24,000の機器をいつで
も大学ネットワーク上で使えるようになった。しかも、こ
れらのアプリのほぼすべてが、どんな機器にも対応して
いる。スタッフは最新の安全規定に瞬時にアクセスする
ことができるし、大学病院の研修医と外科医は移植プ
ロトコールに関する情報を容易に得ることができる。250	
モバイル機器が生産性向上に果たす役割の重要性を
認識して、学生もまた、仲間を支援するためのアプリを
開発している。カリフォルニア大学ノースリッジ校のア
プリジャム（AppJam）では、学生生活と学生財務とい
う2つの分野で学生チームがアプリの創作を競った。中
でも注目に値するのは、どんな機器からでもキャンパス
警察に安全上の問題について注意を喚起することがで
きるアプリ、そして重要な投資技術を学ぶことができる
アプリである。251

BYODの実例
以下のリンク先では、高等教育環境におけるBYOD	 活
用の実例を提供している。
コロンビアの大学がカリ・キャンパス運営にシトリック
スを利用 
go.nmc.org/citrix
コロンビアの教皇庁立ハベリアナ大学カリでは、シトリ
ックス技術を使って教授と学生の双方がアクセスでき

る教育学習用資源の仮想環境を作り出している。この
仮想環境によって、生産性は向上し、ライセンス取得、
装置の輪番使用、エネルギー、維持管理に係る費用は
減少した。	>	リーダーシップ
BYODセミナー・ルーム 
go.nmc.org/uos
シドニー大学のBYOD	 セミナー・ルームには、ワイヤレ
ス・インターネット、機器充電所、配置を簡単に変えら
れる軽量家具が備えられていて、形態が機能に適って
いる。	>	実践
マイテク（MyTech）: 物理学ラボのためのBYOD ア
プリ 
go.nmc.org/mytech
マイテクは、iOS	と	アンドロイドに対応する無料のモバ
イルアプリで、ノースカロライナ州立大学が開発した。
それは、物理学入門ラボで使われる高価な実験装置に
取って代わるもので、学生はこれを使って、自分の機器
で物理的運動を可視化し、探求し、測定することができ
る。	>	実践

推薦文献
BYOD	 についてさらに学びたい方のために、以下の記
事および資料を推薦する。
BYOA（個人のアクセス持ち込み）へようこそ 
go.nmc.org/byoa
(Nicki	Fagan,	EdTech	Magazine,	21	December	
2015.)	BYOD	の流行は、BYOA（個人のアクセス持ち
込み）という新たな問題―外部からの攻撃に対して組
織の脆弱性が増し、ネットワークの能力が低下する―
を誘発している。多くの組織が対策としてBYOA	 を禁
止または制限する政策を取りつつある。	>	政策
高等教育におけるデジタル・モバイル機器の影響
go.nmc.org/impactin
(Luisa	Sevillano-García	and	Esteban	Vázquez-
Cano,	Journal	of	Educational	Technology	and	
Society,	28	April	2015.)	この研究では、スペインの
3つの大学内で学習活動を促進するためのモバイル機
器利用について考察している。	>	リーダーシップ
高等教育におけるモバイル学習: 授業に技術を利用す
るようスタッフを結集
go.nmc.org/pedagogicalframe
(Sandy	 Schuck,	 eLearn	 Magazine,	 March	
2015.)	 シドニー工科大学（The	 University	 of	
Technology,	 Sydney）では、モバイル教育枠組み
（Mobile	 Pedagogical	 Framework）を開発し実
行に移すために、教授とスタッフが学習専門家コミュニ
ティを形成した。この枠組みでは、モバイル機器の特性
と、それをいかに効果的な授業に取り入れるかを検討
する。	>	リーダーシップ

http://go.nmc.org/citrix
http://go.nmc.org/uos
http://go.nmc.org/mytech
http://go.nmc.org/byoa
http://go.nmc.org/impactin
http://go.nmc.org/pedagogicalframe
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ラーニング・アナリティクスおよび適応学習
導入ホライズン: 1年以内

ラーニング・アナリティクスとは、ウェブデータ分析（ウ
エブ・アナリティクス）を教育分野に応用したもので、
学習者像の作成―個々の学生がオンライン学習活動
においてどのようなやりとりを行うか、その詳細につい
て情報を収集し分析するプロセス―を目指している。
その目的は、より良い教授法を築き、能動的学習を引
き出し、落ちこぼれの恐れのある学生を対象として、
終業と学業の成功を左右する要素を評価することで
ある。適応学習技術は、ソフトウェアやオンライン・プ
ラットフォームを使用してラーニング・アナリティクス
を応用し、個々の学生のニーズに適合させるものであ
る。タイトン・パートナーズ（Tyton Partners）の論
文には、適応学習について、「授業と補習におけるデー
タ主導型の高度な、時として非線形アプローチであり、
学習者のやりとりや明らかになる能力レベルに適合さ
せ、学習者のその後の成績向上のために、ある特定の
時点でどのような学習内容と資源が必要とされるを予
見するものである」と述べている。252 この意味で、現代
の教育ツールは、人々が学習する仕方を学習する能力
があるといえる。こうしたツールは、機械による学習技
術のおかげで、学生一人ひとりにリアルタイムで適応
することができる。

概要
均一的な授業方法は、個別の概念の理解に苦労してい
る学生だけでなく、仲間より早く教材を理解している学
生までも疎外してしまうという認識が、世界中の大学で
広がっている。253	 ラーニング・アナリティクスが発達す
るにつれて、今や大学やカレッジでは、学習経験の個別
化を始めるために必要なツールと各種ビッグデータへ
のアクセスが可能となった。254	 データに基づいた解決
策によって、学位終了に要する時間を短縮し、学業成績
を向上させ、狙いをつけた学生を獲得することで、ラー
ニング・アナリティクスは、学習者と教師という枠を越え
て、統治組織や研究者や大学まで含む幅広い関係者に
利益をもたらしている。ラーニング・アナリティクスは、
後知恵に焦点を置いたものから先見の明へと、3つの
段階を経て発達してきた。第1段階は結果の記述を行
い、第2段階では診断し、第3のそして現在の段階では
将来何が起きるかを予見している。作成したデータを
行動につなげることは適応学習の特徴であり、さまざま
な教育環境で行われる実験や試験プログラムにおける
最新の注目点となっている。255

適応学習は、ソフトウェアや追跡アプリによって学生の
活動を監視できるブレンド型学習やオンライン学習で
行うのが最適である。多くの出版社やデジタル学習企

業が、教科書やコース教材の開発という中核的サービ
スを再び生み出すために、適応学習に焦点を当ててい
る。256	 例えば、PearsonはKnewtonと提携してマイ
ラボ＆マスタリング（MyLab	 &	 Mastering）を開発
し、257	 マグロウヒルはアレックス（ALEKS）を市場に投
入し、258	 マクミランはプレップユー（PrepU）の適応学
習技術へのアクセスを提供している。259	 当初の結果を
見ると将来の展望は明るい。アリゾナ州立大学は、ニュ
ートンおよびピアソンと提携して開発した発達数学に
おける新しいラーニング・アナリティクスプラットフォー
ムは、伝統的なコースの提供方法より良好な学業成績
につながっている。260	 高等教育において、意識が高ま
り、標準カリキュラムが採用され、学習者の進歩が系統
的に追跡されるにつれて、ラーニング・アナリティクスは
発展し続けるだろう、とオピニオンリーダーは考えてい
る。261

民間企業と教育提供者が一緒になって未来の適応学
習を形作るケースが増えている。ビル・アンド・メリン
ダ・ゲーツ財団は、個別学習の分野で最も活動的ない
くつかのプログラムを実施している。適応学習市場促
進奨励金プログラム（Adaptive	 Learning	 Market	
Acceleration	 Grant	 Program,	 ALMAP）は、この
分野を進展させるプログラムの一つである。これは、20
を超えるコースについて、異なる教授法に基いて適応
学習プラットフォームを研究するための奨励金を、大学
やカレッジに提供するものだ。262	同様に、IMSグローバ
ル学習連合	（IMS	Global	 Learning	 Consortium）
は、300を超える教育供給業者や大学からなるグルー
プで、ラーニング・アナリティクスの動向を追跡し報告
するための指標の共有について研究している。キャリパ
ー（Caliper）として知られるこれらの指標群（メトリッ
ク・プロファイル）は、この連合体を越えて学生の学習情
報を収集するための、共通標準となる可能性を秘めて
いる。263

授業、学習、創造的探求との関連性
I大学が落ちこぼれの恐れのある学生を特定し、卒業率
を上げるために、どのような努力をしているかに、多くの
関心が集まるようになっている。テネシー大学チャタヌ
ーガ校では、潜在的に問題のありそうな分野を見つけ
るために、データ分析を使っている。例えば、看護学部
学生の卒業率を調べてみて、同大学は全く予期してい
なかった事実を発見した。中核コースの科学ではなく、
英語のコースで及第点が取れないという理由で、学生
が専攻を変えさせられていたのだ。264	 英国のオープン
大学（Open	 University）では、同様の方法で、学生が
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学習に費やす努力量を監視するための問題解決手順（
アルゴリズム）を使用している。学生がオンライン教科
書を読み、学習プラットフォームに取り組んだ履歴を分
析することによって、だれが支援のための介入を必要と
しているかを、教師は知ることができるのだ。265	実験的
プログラムは試験段階から実施段階へと移行を続けて
いるが、プライバシーへの配慮と学生データの安全性
が障害になると、多くの大学が考えている。266

ラーニング・アナリティクスと適応学習は、学生の個別
学習をより促進し、大学やカレッジに組織の効率につ
いて鍵となる洞察を提供する一方、世界における発展
状況にはバラつきがある。例えばオーストラリアでは、
ラーニング・アナリティクスはまだ採用が始まったばか
りの段階にある。オーストラリアの高等教育における
ラーニング・アナリティクスの現状を調査する教育・学
習庁（Office	 of	 Teaching	 and	 Learning）の最近
の研究によれば、ラーニング・アナリティクスに取り組
む規模は大きくなく、分析ツールの使用も継続在籍率
を上げることにとどまっている。267	台湾では、元智大学
（Yuan	 Ze	 University）が教育機関として初めてラー
ニング・アナリティクスの研究を行った。同大学では、可
視化されたデータ分析システムを使って、学生には核と
なる能力を身につけさせることで学力向上を支援し、教
師には中退者の予測を提供し、大規模公開オンライン
講座（MOOCs）への参加を増やす方法を評価するなど
の問題を中心に研究が行われている。268

ラーニング・アナリティクスと適応学習の活用に対する
世界の関心は高まっているが、具体的な成果を詳細に
調査した研究は少ない。しかし、ある研究において期待
できる結果が明らかになった。マグロウヒル教育社がハ
ノーバー研究所に委託して行った第3回「大学生の学
習習慣に技術が及ぼす影響」年次調査によれば、対象
となったカレッジの学生2,600人の87%が、学業成績
のデータ分析にアクセスできることは、自分の学習に良
い影響を与えていると回答している。適応学習について
は、75%の学生が新しい概念を保持する力を身につけ
るのに大変または極めて有効であると答えている。また
68%の学生が、より上手に新しい概念に気づくのに最
も有効であると報告している。269

ラーニング・アナリティクスと適応学習の実例
以下のリンクでは、高等教育におけるラーニング・アナ
リティクスと適応学習の実例を提供している。
ラーニング・アナリティクスを能力強化する: 欧州の教
育を革新する 
go.nmc.org/scalingup
ラーニング・アナリティクスコミュニティ交流プロジェク
ト（Learning	Analytics	Community	Exchange）は
リスボンでイベントを開催して、欧州における政策立案
およびラーニング・アナリティクスの関係者を巻き込む
ための工程表を作成するために、多数の政策提言を認
定し投票を行った。	>	政策

アイライム（iLime） 
go.nmc.org/iLime
スペインのラ・リオハ国際大学（Un i ve r s i d ad	
Internacional	 de	 La	 Rioja,	 UNIR）では、電子学習
（eラーニング）・社会ネットワーキングの修士課程に
おいて、正規・非正規の環境で行われる学生のやりとり
にアイライムと呼ばれる適応学習システムを取り入れて
いる。アイライムは指導助言機能および評価機能を活
用したもので、UNIR	ではこれを導入して学生一人ひと
りに個別指導を行うことに成功した。	>	リーダーシップ
ラーニング・アナリティクスチーム 
go.nmc.org/lfa
カーティン大学（Curtin	 University）では、ビッグデー
タを使用する研究者や大学運営幹部を支援するため
に、ラーニング・アナリティクスチームを結成している。
新しいカーティン情報処理研究所（Curtin	 Institute	
for	Computation）は、特殊な可視化技能を持つチー
ムを結成するために設立され、別のチームが授業と学
習のための技術革新および意思決定工学（オペレーシ
ョンズ・リサーチ）への支援を提供している。	 >	 リーダ
ーシップ

推薦文献
ラーニング・アナリティクスと適応学習についてさらに学
びたい方のために、以下の記事および資料を推薦する。
コミュニティカレッジにおいてデータ分析を活用する 
go.nmc.org/commcoll
(Treca	 Stark,	 EDUCAUSE	 Review,	 14	
September	 2015.)	高等教育機関は、学生と管理部
門の双方がより多くの情報に基づいてより良い意思決
定が行えるように、データ分析を活用している。この論
文は3つの実例を紹介している。.	>	リーダーシップ
ラーニング・アナリティクス最前線の物語
go.nmc.org/frontline
(David	 Raths,	 Campus	 Technology,	 23	
September	2015.)	ラーニング・アナリティクスは、そ
の実施に多くの時間とエネルギーを要するが、これまで
利益が費用を上回ることが多いため、多くの大学がコ
ース再編成計画にこれを組み込み始めている。	>	実践
学生はラーニング・アナリティクスアプリに何を望む
か?
go.nmc.org/anapp
(Niall	 Sclater,	 Learning	 Innovation,	 29	 April	
2015.)	リンカン大学（University	 of	 Lincoln）の学
生は、最近、ラーニング・アナリティクスアプリに望む機
能についてさまざまなアイデアを提示した。これらのア
イデアには、評点や目的達成度についての通知、講師や
教授にコースを改善するための意見を即時に提出する
能力、学生がいかに教科書に取り組んでいるかを示す
指標を与える文献リスト機能などが含まれる。	>	実践

導入ホライズン: 1年以内

http://go.nmc.org/scalingup
http://go.nmc.org/iLime
http://go.nmc.org/lfa
http://go.nmc.org/commcoll
http://go.nmc.org/frontline
http://go.nmc.org/anapp
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拡張・仮想現実（AR/VR）
導入ホライズン: 2-3年

3次元空間にデータを重ね合わせて新たな経験世界
を作り出す拡張現実（Augmented reality, AR）―

「融合現実」と呼ばれることもある―は、情報アクセ
スを増大して学習に新しい機会をもたらすものであ
る。仮想現実（Virtual reality, VR）とは、コンピュ
ーターによって、人や物の物理的存在を模倣して現実
的な感覚経験を作り出す環境をいう。これまでのとこ
ろ、ARとVRは消費部門で最も広く使われているが、
新しいアプリを作り出すツールはより使いやすくなっ
ており、教育部門においてさらに発展する可能性を秘
めている。VRの構成要素 は、仮想環境において現実
世界のデータ適用を促す文脈学習の経験を提供する
一方、270 反応の良いAR の双方向性のおかげで、学
生は仮想対象とやりとりしてより幅広い理解を得るこ
とができる。271 柔軟性のあるこれら2つの疑似体験型
技術は類似の教育成果を上げており、学習者は基礎デ
ータに関する新しい見方を獲得するにつれて、認識レ
ベルを深めることになる。

概要
拡張現実と仮想現実は、別々ではあるが密接に関連し
た技術である。拡張現実の特徴は、画像、動画、音声な
どのデジタル情報を現実世界の空間に取り込むこと
である。AR	 は、現実と仮想環境を調和させることによ
り、利用者が物理的対象ともデジタル対象ともやりとり
できるようにするものである。272	 VRの利用者は、コン
ピューターが作り出す疑似体験型の別世界へと足を
踏み入れることで、現実的な感覚経験を得ることがで
きる。オキュラス・リフトのような頭に装着する機器は
AR	とVR	 の両方の経験を与えることができる。273	 ま
た、AR	 はGPSに対応するスマートフォンやタブレット
で使うことができる一方、274	VRは	専用の模擬実験室
で使うことができる。275	AR	とVR	は、いずれも高等教
育にとって強力な活用機会を提供する。これらの技術
は、学生を既知の宇宙のありとあらゆる場所へ運び、知
識の伝授の仕方を変え、学生が深層学習（ディープ・ラ
ーニング）に取り組む力を得ることで、学習に大きな影
響を与えようとしている。		
博物館では、すでにAR技術を採用し、各自のモバイ
ル機器を通じた情報伝達の強化によって後援者の学
習経験を深化させている。276	 例えば、	 シカゴ美術館
とシカゴ美術館付属美術大学（School	 of	 the	 Art	
Institute	of	Chicago）は、徒歩で行く旧市街地ツアー
の無料アプリ“シカゴ0,0”を協働で開発した。277	グーグ
ル・カードボード（Google	 Cardboard）は、教育にお
けるVR普及を促進した低コストの解決策で、278	 スマ

ートフォンに接続するヘッドセットを安い材料で作った
ものである。279	 グーグル・カードボードは、学生が個人
用のVR	コンテンツを作る機会を提供するもので、その
柔軟性とアクセスのしやすさゆえにますます多くの教育
者が使っている。280	グーグル・グラス（Google	Glass）
は、同社が初めてウエアラブルAR分野に進出した際の
製品で、プライバシー侵害に関する論争を巻き起こし
た。Googleは2015年初めに同製品の販売を中止した
が、281	 拡張現実によって与えられた可能性に関して、
重要な議論を喚起し、人々の関心を高めた。
ARはNMC	 ホライズン・レポートの過去のいくつかの
版で扱われたが、VR	 技術の最近の進歩は新たな視点
がもたらしている。大手の技術系企業がこの分野に投
資を行っている。2014年には、フェイスブックがオキュ
ラスVR（頭に装着するディスプレイ“オキュラス・リフト”
のメーカー）を買収し、282	 2016年の早い時期に最新
の仮想現実プラットフォームを発売することになってい
る。283	フェイスブックの最高経営責任者マーク・ザッカ
ーバーグは、VRの社会的側面を強調し、3次元疑似体
験型の共有という構想を推進している。284	 マイクロソ
フトのVR	製品ホロレンズ（HoloLens）は、現実の物体
の上にホログラフィー3次元画像をかぶせて表示する。
米国航空宇宙局（NASA）のサイドキック（Sidekick）
プロジェクトでは、国際宇宙ステーションで働く宇宙飛
行士に仮想の支援を提供するためにホロレンズを使用
している。285

授業、学習、創造的探求との関連性
VRとARに技術系企業の関心が高まり投資が増える中
で、教育の場におけるこうした技術との触れ合いは、科
学・技術・工学・数学（STEM）に在籍する学生や、将来
の職場に備えて起業家をめざす学生に、恩恵を与える
ことになるだろう。286	 こうした実現技術が手頃な価格
で入手できるようになった結果、ますます高等教育に
おいて採用されるようになりつつある。初期のこうした
試みでは、集団力学や仲間同士の学習が強化されるな
ど、教室にプラスの影響があることが示されている。287	
拡張現実はまた、新たな知識を応用できる現実世界の
状況をより忠実に映す文脈を設定し、そこにコース内
容を配置することによって、学生の学習を支援すること
ができる。トルコのアマスヤ大学では、研究者が英語の
コースにAR要素	 を取り入れる効果について調査した
結果、学生の語彙習得、とりわけ非音声的発音を伴う
単語の習得にAR教材が役立つことがわかった。学生は
また、意欲が増し、能力に自信がつき、英語コースの満
足度が高まったと報告している。288
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VRは、オンライン教育の伝授方法とその内容に大きな
影響を与える可能性がある。スタンフォード大学とMIT	
は、それぞれの社会人教育プログラムにVR学習環境を
取り入れて、さまざまな地域に住む学生に、グループで
プロジェクトや議論やネットワーキングを行うことがで
きる模擬キャンパス体験を提供している。289	 ペンシル
バニア州立大学では、工学部の学生が仮想的にある物
体を組み立てるにあたり、オキュラス・リフトVR	 ヘッド
セットとハプティック・グローブ（haptic	 glove）を使っ
た学生の方が、コンピューター・プログラムの中でマウ
スとキーボードを使った学生に比べて、より効率的に目
的を達成することができた。290	この実験は、オンライン
コースに触覚要素を取り入れることによって学習成果
が改善できると期待させるものだ。また、オキュラス・リ
フトは、学生が機器を同期させることによって、同じ仮
想空間内でプロジェクトを立ち上げることを可能にし、
学生のグローバルな協働を促進する。291

AR/VRは医学教育に革命をもたらしている。メリーラ
ンド大学のオーグメンタリウム（Augmentarium）で
は、革新的な手術訓練装置を開発している。医師は、手
術を始める前にAR技術を使って患者の体内を“透かし
て見る”ことができ、292	 VRによる模擬手術を行って、自
らの技能に磨きをかけることができる。293	 ボイシ州立
大学の看護学部の学生は、オキュラス・リフトのヘッド
セットを使って、カテーテル挿入の適切な手順を仮想
現実の中で学んでいる。この技術環境は、伝統的な医
学用人体解剖模型に比べてより安価でスペースも取ら
ない上、リアルタイムのフィードバックが可能である。294	
英国では、キングストン大学とセントジョージ・ロンドン
大学が、共同で救急医療臨床シミュレーション・センタ
ーを開設した。学生は、模擬体験型VRスイート内で、ナ
イトクラブや路上における事故といった複雑で予測の
できない混乱状況を経験しながら、医療措置を施す練
習を行うことができる。学生は、こうした設備を利用す
ることで、自信がつき意思疎通能力が高まったと報告し
ている。295

拡張現実と仮想現実の実例
以下のリンクでは、高等教育における拡張現実と仮想
現実の実例を提供している。
ゴーストハンズ（GhostHands） 
go.nmc.org/ghost
The	 Knowledge	Media	 Institute	 at	 The	 Open	
オープン大学の知識メディア研究所（Knowledge	
Media	 Institute）は、AR	 技術を使って、学習者が見
る物を撮影し、それを遠隔地にいる指導教員（チュータ
ー）にオンラインで送るテレビ指導（tele-tutoring）ア
プリを開発した。すると、指導教員は3次元の指人形模
型を操作して、音声による指示も与えながら、手動スキ
ャニングを使って手の動きを学習者に送り返す。	
>	リーダーシップ

ホログラフィーによる解剖学とその向こうにあるもの 
go.nmc.org/crwuholo
ケース・ウエスタン・リザーブ大学は、クリーブランド・
クリニックと提携して、マイクロソフトのホロレンズ向け
に、ホログラフィーによる解剖学カリキュラムを開発し
ている。そのカリキュラムは、3次元ホログラフィーによ
る人体模型の集積によって特徴づけることになる。それ
は、学生が伝統的な解剖や2次元の図解によって得るこ
とはほぼ不可能であるような、解剖学に関するシステム
レベルの視点を提供するものとなる。	>	リーダーシップ
360º球形動画を授業ツールとして使う 
go.nmc.org/ncsu-vr
ノースカロライナ州立大学では、オンライン学習環境に
おいて実験ベースの授業や野外授業をより良く支援す
るために、教育者や研究者、そしてデザイン・チームが、
グーグル・カードボードのような双方向の360º動画取
り込み技術と仮想現実技術を使っている。.	>	実践

推薦文献
拡張現実と仮想現実についてさらに学びたい方のため
に、以下の記事および資料を推薦する。
拡張現実: 技術および政策の手引きA Technology 
and Policy Primer 
go.nmc.org/uwash
(Tech	 Policy	 Lab,	 University	 of	 Washington,	
September	 2015.)	 ワシントン大学の技術政策ラボ
（Tech	 Policy	 Lab）から出版されるこの白書は、AR	
が提起する法的問題と政策課題を特定し、それらの問
題の対処に役立つ政策提言を行っている。	>	政策
仮想現実はいかにしてあなたの教室の学習格差をなく
すことができるか
go.nmc.org/howvirt
(Casey	Sapp,	EdSurge,	7	September	2015.)　
仮想現実の技術には、模擬体験を通じて学生を学習に
関わり続けさせ、発見と有機的探求を学生に促す教授
法の開発に貢献する可能性があると、筆者は論じてい
る。	>	実践
砂浜の小さな軟体動物が拡張現実の鍵を握るかもし
れない
go.nmc.org/ardisplay
(Tom	Bawden,	 The	 Independent,	 26	 February	
2015.)	 科学者は、ある軟体動物の中に、ガラス上の拡
張現実ディスプレイの開発に役立つかもしれないやり
方で、光をろ過し吸収する光学構造を見つけた。	>	実践

http://go.nmc.org/ghost
http://go.nmc.org/crwuholo
http://go.nmc.org/ncsu-vr
http://go.nmc.org/uwash
http://go.nmc.org/howvirt
http://go.nmc.org/ardisplay


42 NMC ホライズン・レポート 2016年高等教育版

メーカースペース
導入ホライズン：2年から3年以内

高等教育機関は急速に進行する世界において応用価
値を持ったスキルセットを育成すべく自らの立ち位置
を変えつつある。296 こうした状況の下、3Dプリンター、
ロボティクス、3Dモデリング・アプリケーションといっ
たツールにより多くの学生がアクセスできるようにな
るにつれて、創造性、デザイン、そしてエンジニアリング
が教育的考慮の最前線に進出してきている。将来のニ
ーズに応えるため、いかにして教室や研究室を再設計
し直すか、あるいはその目的を再定義するかという問
いに対しては、メーカースペースのコンセプト―即ち、
人々がアイデアを実行するのに役立つツールと学習体
験を提供する場―を通じて答えが見え始めている。297 
メーカースペースの原動力はメーカー運動に根差して
おり、アーティスト、技術マニア、エンジニア、建造者、そ
して物作りに情熱を持つ人々によって支えられている。
メーカー運動の基盤は、メーカー・フェール（Maker 
Faire）の成功の上に築かれたもので、2006年の創設
以来、今では世界中で普及し、コミュニティが中心とな
って多くのイベントが開催されている。298

概要
メーカースペースとは、コミュニティの施設または教育
機関に設置されたインフォーマル・ワークショップ的な
環境であり、そこでは人々が集まって協働し、自ら実行
するセッティングの下で試作模型および製品を作って
いる。299	 メーカースペースは、機械装置や供給品を共
同で協力して利用する場を提供するものであり、交通
業界やホテル業界に打撃を与えたシェアリング・エコノ
ミーの動向に類似したところがある。300	 メーカースペ
ースには3Dプリンター、ラズベリー・パイ（Raspberry	
Pis）、アルドゥイーノ（Arduinos）、マッケイ・マッケイス
（MaKey	 MaKeys）、アドベ・クリエイティブ・スイー
ツ・ソフトウェア（Adobe	Creative	Suite	software）
、レーザーカッター、およびミシン等の機器がある。何
を取り扱うのかにかかわらず、メーカースペースの一般
的な目的は、ユーザーが興味を惹かれる自主的な活
動に参加し、情熱を注ぐものを特定する手助けをし、そ
して生涯学習の習慣を体得する場を提供することであ
る。301	 メーカースペースにおいてデザインや建造に実
体験として参加することにより学生たちは創造的な問
題解決や高次元の思考に携わることになる。302

メーカースペースはまた大きな文化的変換にも貢献し
つつある。中国の製造業の中心地である深圳市にある
メーカースペースを訪問した中国首相はその後、メーカ
ースペースやインキュベーターたちに資金提供すること
によって企業家精神を培い革新を手助けするべく大規
模メーカースペース（Mass	 Makerspace）として知ら
れている国家規模のイニシアチブの導入を表明した。303	
米国においては、メーカースペースにおいて利用可能と
なっている機器類が幅広く使用できるようになってきて

おり、スタートアップ企業にとっては新製品を地場で製
造することが可能になってきている。これはまた同時に、
メーカーは運用、法務、および財務管理面における支援
サービスの提供者を求めていることと相俟って、地域の
産業を活気づけることにもなっている。304	 学術研究の
分野について言えば、ALAの図書館変革イニシアチブ（	
ALA’s	Libraries	Transform	 initiative）は、メーカー
運動について図書館の機能を知識の貯蔵所から創造の
機能へと変換させていく重要な要素の一つであるとの
認識を示した。305	 図書館ではますます自らの機能を発
見や好奇心306	を手助けする学びの共有地であるとして
位置付けてきており、多くの大学がメーカースペースを
図書館に設置するようになってきている。307

米国ではいろいろな大学が集まってメークスクール
高等教育連盟（MakeSchools	 Higher	 Education	
Alliance）を結成し、メーカー運動を推進する学内活動
を支援するために協力してメーカー企業を呼び集めて
いる。308	 同連盟が出したメーキング報告書2015年版
は40キャンパスにおけるメーカー教育について調査・
分析を加えており、メーカースペースがいかに高等教育
における活動的な学習、横断的な研究、および創造性
を育成してきているのかについて述べている。309	また多
くの機関では学生主導による起業やクラウド・ファンデ
ィングの募集などが増加していることに気づいている。
同報告書が加盟機関に対する推薦、および同連盟とし
ての次の段階の行動としては、各大学機関がキャンパス
における影響測定の支援を行えるように、成功の定義
とその測定基準を作りそれを分配すること等がある。い
くつか例を挙げれば、ベスト・プラクティスを広く共有す
ること、産業界や他の学校とのパートナーシップを作り
キャリア開発の促進やメーカーとの連携を拡大するこ
と、あるいは、同盟をまたがる「雄大なる挑戦」（grand	
challenges）を調整しキャンパス同士の連携を構築し
一般へのメーカー文化の周知を図る等々がある。

教育、学習、または創造的探究との関連性
大学では最近ますます独創性や創造的な研究を支援
するために工夫したデザインを施すようになってきて
いる。一例を示せば、ケース・ウェスタン・リザーブ大学
のメーカースペースで、think[box]と呼ばれている７
階建てで各階ごとにプロジェクト開発の段階に応じて
仕切られている建物がある。一階部分は公共スペース
となっており、次の階からはそれぞれ、観念化、原型づ
くり、製作レベル、オープン・ワークスペース、事業化資
源、および起業用の各スペースとなっている。310	 その
スペースは学習環境を厳しく吟味するよう奨励してい
る。例えば子供用の立って使う机であるジャスウィグが
最近think[box]で試作された。311	 同様に、南カリフォ
ルニア大学は、「芸術、科学技術と革新事業向けのジミ
ー・イオバイン、アンドレ・ヤング・アカデミー」（Jimmy	
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Iovine	 and	 Andre	 Young	 Academy	 for	 Arts,	
Technology	and	the	Business	of	Innovation）の
すべての機能をマーケットスペース内に設置し、製作す
るための柔軟な文化を促進させ、これにより同プロジェ
クトが事業化に焦点を当てるようさらに促している。312

米国エンジニアリング教育協会（American	 Society	
of	 Engineering	 Education）の最近の白書には大学
院エンジニアリング教程は主に理論および数学モデル
に焦点を当てており、一方、メーカースペースは学生に
対して厳格な思考を訓練しながらもハンズオンで製造
するという機会も提供していると述べている。313	 テキ
サス大学オースティン校では、バイオメディカル・エンジ
ニアリングの学生がロングホーンのメーカー・スタジオ
を使って人間の心臓のモデルの3Dプリントを行った。
因みにシートン心臓研究所の医者はこのモデルを使っ
て手術前の患者説明を行っている。314	 同様にオタワ大
学のメーカースペースは地域の子供たちのための義手
つくりチャレンジをスポンサーした。優勝した学生チー
ムが３Dプリントしたのは、アイアン・マン（Iron	Man）に
触発されたデザインで、子供が成長するにつれて修正さ
れ再度プリントされるようになっているものである	 。315	
その他には北京の清華大学での例がある。そこではメ
ーカースペースの建設が完了した後に、すべての段階の
計画においてオープン・ソース・ハードウェアの実証実
験が求められている。316

大学のキャンパスにおいてメーカー文化はSTEMの諸
学科を超えて人文科学の教育に対して学際を超えた
領域アプローチを含むまでに拡大しつつある。ジャーナ
リズム教育の革新に向けたチャレンジ・ファンド（The	
Challenge	 Fund	 for	 Innovation	 in	 Journalism	
Education）は、ジャーナリズム用のメーカー教科を創
設しジャーナリズムをモノのインターネット（Internet	
of	 Things）317	 との接点にすることを探ろうとして、
ネブラスカ・リンカーン大学、南カリフォルニア大学
コミュニケーションとジャーナリズムのためのアネン
バーグ校（University	 of	 Southern	 California’s	
Annenberg	 School	 for	 Communication	 and	
Journalism）、およびテキサス州立大学との間の共同
研究を手助けしようとしている。Liberal	arts	colleges	
have	also	recognized	the	pedagogical	value	of	
makerspaces.人文科学系の大学でもメーカースペー
スが教育学的な価値があることを認識している。ローレ
ンス大学のメーカースペースは同大学の学生たちがデ
ジタル・リテラシーの能力を開発し自律的に学習に取り
組むように支援することを目指している。318	 同様に、イ
ーロン大学は学生たちが失敗の恐怖に立ち向かうには
徹底して標準化したテストを行うことが重要な条件であ
ることに気づいて以来、メーカーハブを設立し、学生た
ちにメーカーとしての心構えを通して柔軟な対応力を植
え付ける支援を行っている。319	将来的には、学生のメー
カーとしての才能についての教育的重要性を認識して
入学の基準あるいは学位授与などを行うといった教育
機関としての変革がもたらされるかもしれない。320

メーカースペースの実例
以下のリンク先では、高等教育におけるメーカースペー
ス活用の実例を提供している。

３Dプリンティングおよび作業療法義手プロジェクト 
go.nmc.org/occup
アビリーン・クリスチャン大学メーカーラボ（Abilene	
Christian	University	Maker	Lab）とのパートナーシッ
プを通じて作業療法プログラムに在籍する大学院生が
３Dの義手をプリントし組み立て、ニーズおよび患者の人
口統計を特定するのに合わせて修正を加えた。	>	実践
デジタルメディアラボ 
go.nmc.org/digmedia
グリフィス大学のデジタルメディアラボは8,000スクウ
ェア・フィートのマルチメディアおよび３Dプリント製作
の施設で、学生たちがビデオ、オーディオ、グラッフィッ
クス、インターアクティブ、アニメ、および３Dモデルプロ
ジェクトの作業をするのを支援している。	>	実践
メーカーボット革新センター 
go.nmc.org/makerbot	
ユーマス・アムハースト（UMass	Amherst）にあるデジ
タルメディアは2015年にメーカーボット革新センター
を新たに加えたが、そこでは48台の３Dプリンターおよ
び５つのデジタイザーが設置されている。同センターで
はまた、学生たちに３Dモデリング用のソフトウェアが
使えるように提供しており、さらにこれらのテクノロジー
の利用についても支援している	。	>	実践

推薦文献
メーカースペースについてさらに学びたい方のために、
以下の記事および資料を推薦する。
メーカースペースをメーキングする？　利用方法とユ
ニバーサルデザインについてのガイドライン 
go.nmc.org/foraccess
(ワシントン大学、2015年)　ワシントン大学はキャンパ
スにおけるメーカースペースの計画、開発を行う場合の
ユニバーサルデザインの原則を当てはめるため、ベスト
プラクティスを資料化した。また、機器類がみんなに利
用可能となるようにこれに対応する政策についても制
定した。	>	政策
キャンパスにおける作業のメーカースペースのメーキング
go.nmc.org/makin
(メリサ・デラネイ、エドテックマガジン、2015年2月11
日）この記事には、キャンパス内でのメーカースペースの
建設の実験期間中、大学はどのようにしているのか、ま
た、学部ごとの協力が成功の重要なカギを握っているこ
とをいかにして見つけるのかについて調査している。	 >	
リーダーシップ
すべてにメーキング：いかにして包括的なメーカースペ
ースを建設するか
go.nmc.org/makingforall
(シルビア・マルティネツ、エドサージ、2015年5月10
日）筆者はメーカースペースおよびメーカーコミュニテ
ィーを建設する段階になった場合に包括的であること
の重要性を強調しており、さらに教育者たちに対して高
価な機器類や大量な再モデル化プロジェクトを超えた
その先をみるようにと強調している。これは必ずしも人
々が利用可能なスペースを創造するわけではないのだ
が。	>	実践

http://go.nmc.org/occup
http://go.nmc.org/digmedia
http://go.nmc.org/makerbot
http://go.nmc.org/foraccess
http://go.nmc.org/makin
http://go.nmc.org/makingforall
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感情コンピューティング
導入ホライズン： 4年から5年以内

感情コンピューティングとは、人間が機械をプログラ
ムして、ヒトのさまざまな感情を認識、解釈、処理なら
びに模倣することができるというアイデアを指してい
る。321 この概念は、人間並みの理解を実現するコンピ
ューターの開発を中心に展開している。例えば、顔の
表情やしぐさの相互作用を検出して解釈するアルゴリ
ズムと連動し、それらを捕えるビデオカメラの実用化
に向けた研究などがあげられる。確実な支払取引を手
助けするようなセキュリティー関連の顔面認識技術と
は異なり、322 アフェクティブコンピューターは反動処
理の引き金となる感情的ならびに行動的な信号を認
識する。高等教育における感情コンピューティングの
潜在用途の一例としてオンライン学習が挙げられる。
そこではコンピューターの講師が生徒の表情の退屈
指標に反応し、生徒に刺激を与えたり自信をつけさせ
たりする。MIT323 やケンブリッジ大学324 など主要な
研究機関の研究者たちが教育的応用に取り組んでい
る一方、いくつかの新興企業も新規の利用法325 の研
究開発を進めており、この分野の成長は人間とコンピ
ューターのインタラクションの将来に深い意味合いを
持っている。

概要
コンピューターが存在するようになってから、科学者
ら、哲学者らおよび映画製作社らは機械が人間のよう
に理解し行動する未来の世界を思い描いてきた。初期
のいくつかの映画では、意図的に人間的な感情を排除
した完璧なロジックの理想型を好む洗練されたロボッ
トが登場した。しかしながら、1990年代にはMITで影
響力の大きい研究が行われ、人間とコンピューターの
間のより確かなやりとりの可能性が示された。326	 先端
技術の追求の目的が人々のニーズに応えることである
とするならば、より人間に近い行動を機械に教え込むこ
とが感情と認知のバランスをとる重要な設計要素にな
ると感情コンピューティングの支持者たちは認めてい
る。327	 技術者たちや教育指導者たちが、感情をより高
度な学習ならびに連帯感と結びつけるようになるにつ
れ、328	 社会的な行動様式を理解して人間の行動を模
倣する機械への動きは、感情的知性と共感に関する21
世紀の社会的優先順位を反映している。
高等教育研究における感情コンピューティングの応用
を推進している主な領域は二つある。感情の検出と機
械からの感情のシミュレーションである。329	どちらもジ
ェスチャーに基づいたコンピューティングと音声認識
技術の進歩を活用した人間の行動を解釈する技術を
利用する。前者の技術では、ゲームコンソールなどのイ

ンターフェースにより人間の体がデジタルリソースとイ
ンタラクトしてスクリーンやプロジェクションに映し出
されるものをコントロールすることができる。330	 後者
の技術には、多くは音声命令をコンピューターが実行
できるよう、話した単語やフレーズを機械可読フォーマ
ットに変換するプログラムが関わっている。331	 これら
の技術を改良し応用して、非常に微妙な表現のニーズ
にも対応する、コンテキストを意識でき感情に敏感な機
械を開発することが感情コンピューティングの最終目
的である。これはアマゾン社のアレクサやアップル社の
シリのような既に音声指令を理解し応答する仮想アシ
スタントにとって非常に面白い開発になるだろう。ここ
に感情認識が加わればこの分野は新たなレベルまで引
き上げられるだろう。
感情コンピューティングはまだ初期の段階ではある
が、一般の興味が増すにつれて基礎的な応用例は増え
つつある。リサーチとマーケット社は、アップル、インテ
ル、IBM、マイクロソフトなどの感情コンピューティング
技術をなんらかの形で開発している企業の努力で、この
分野は今後５年間で急速に成長するだろうと報告して
いる。332	 バイエル社は近頃、感情コンピューティング
カンパニー333	 とHuman2Humanプラットフォームと
Thriveソフトウェアの使用契約を結んだ。これは、従業
員の携帯電話やその他デバイス上に定期的に表示され
るプロンプトに応答させることで自己認識を促しマネジ
メントの意思決定の伝達、従業員の雇用契約や福利の
管理を助けるものである。334	 高等教育の場面では、生
徒の知識が分析を通じて評価されるようになってきて
おり、感情コンピューティングが学習者の態度や感情
を理解して要求に応じることで、捕えにくい概念を埋め
る手伝いができるかもしれない。

教育、学習あるいは創造探求との関連性
感情コンピューティング技術革新のインキュベーター
として、大学が大いにこの分野を進展させている。MIT
は感情コンピューティンググループ（ACG）を通じて当
初から深く関与してきた。現在ACGは、感情の検出に
焦点を当てた「自動ストレス検知」などの注目に値する
研究を主導しており、日常的な状況におけるストレスを
自動的に認識する技術を開発している。参加チームは、
ストレスの増減（厳しいスケジュールや課程をこなして
いる生徒たちにとって考慮すべき重要なことである）を
感じる人々の傾向を測定するため、ウェアラブルセンサ
ーに接続されたサポートベクターマシンの損失関数に
修正を加えている。同様のプロジェクトにおいて、さまざ
まな種類の気持ちの落ち込みを診断し、特別な治療法
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を紹介するためにウェアラブルセンサーやスマートフォ
ンが活用されている。ACGもまた「表情が意味すること
とは何か」と問いかけ、顔の表情に表れる良い経験なら
びに良くない経験の認識を自動化している。335

機械がどのように感情を検出するかというデータを
解析すると、ユーザーへの応答に適用させるアフェ
クティブインターフェースとアルゴリズムのより優れ
た設計がみえてくる。ミシガン大学感情マガーク効果
（UMEME）研究では、感情表現の理解がどのように
情報として統合され認識されるかを調査している。この
分野におけるUMEMEの研究は、感情的にマッチした
顔と声だけでなくミスマッチしている顔と声も包含して
いる点でデータセットとしてユニークであり、インターフ
ェースが「感情のノイズ」、すなわち非常に複雑な反応
のさなかにある人々もより評価しやすく、適切な助言を
しやすくなっている。得られた知見はメンタルヘルスの
分野で特に役立つだろう。336	 ケンブリッジ大学コンピ
ューター研究室の科学者ならびに研究者らもまた、顔
つきのニュアンスを解釈し心の状態を察するコンピュ
ーターを開発研究してきた。今までのところ、コンピュ
ーターは最も感受性の鋭い人 と々同じくらいの正確さ
を備えているというテスト結果が出ている。337

大学が主導するプロジェクトでさまざまな進展が見ら
れてはいるが、感情コンピューティングは未だに一般利
用はされていない。今後の方向性を示す指導者たちが、
彼らの研究を高等教育における教育と学習に直接応用
する方法を試験するために利用し始めたばかりである。
ギリシャ	 マケドニア大学のコンピューターネットワー
ク・テレマティクス応用研究室338	によると、一般的に有
能な講師には退屈や懸念などの生徒の感情に直感的
に反応する能力があるが、この能力をオンライン学習環
境に反映できてはいない。そこで彼らのe-ラーニング研
究では、339	 アバターの一種である「身体をもつ会話エ
ージェント(ECA)」が、適切な表情、声のトーン、共感で
きる語りという形で生徒の感情をフィードバックするの
に利用され、講師らが怯え、悲しみ、あるいは喜びを解
釈する。初期の結果によると、ECAが学習者の感情と
同調してふるまうと、生徒の最初の感情が維持されるこ
とが分かる。

実践されている感情コンピューティング
以下のリンク先は、高等教育環境と直接関わり合いの
ある感情コンピューティングの利用例である。
アテンティブラーナー 
go.nmc.org/heartra
ピッツバーグ大学が開発したアテンティブラーナーは、
動画コンテンツ視聴型インテリジェントモバイルラーニ
ングシステムである。そこでは、直感的コントロールチャ
ンネルとしてレンズ上の指のしぐさを利用してビデオ再
生を行い、それと同時に生徒が集中しているか否かが
モニターされる。.	>	実践

大規模公開オンライン講座のディスカッションフォー
ラムにおける取り違えの影響調査 
go.nmc.org/confus
スタンフォード大学の研究者らがフォーラムの投稿に
おける取り違えを自動的に検出して対処し、必要に応じ
て課程の映像から生徒にショートクリップを送信する
ツールとしてYouEDを開発した。	>	実践
ジャスト・イン・タイム介入の選択において 
go.nmc.org/just
サウスフロリダ大学の研究者らが、患者の健康状態を
観察しジャスト・イン・タイムの	 	 介入を
提供するために、スマートフォン、クラウドベースのサー
ビスならびにセンサー	 	 に感情コンピュ
ーティングの能力を装備させた。.	>	実践

推薦文献
感情コンピューティングについてさらに学びたい方の
ために以下の記事および資料を推薦する。
学習者の感情の測定と理解 
go.nmc.org/learnemot
(Bart	 RientiesならびにBethany	 Alden	 Rivers	
LACE	 2014年12月10日)	 教育ならびに学習のプロ
セス、動機付け、自己調節ならびに達成には、感情が重
要な役割を担っている。本論文では、感情を測定し理
解するためのデータ収集の取り組みについて詳しく述
べ、概念的枠組みを紹介している。	>	政策
学習分析論の内省的テキストの分析
go.nmc.org/reflective
(Andrew	GibsonならびにKirsty	Kitto	クイーンズラ
ンド工科大学　2015年）異常再文脈化ソフトウェア
は、文書やコミュニケーションにおける筆者の視点の感
情的側面を検出し、デジタル環境での生徒のインタラク
ション上の新しいデータに寄与する。.	>	リーダーシップ
タスク指向の個別指導対話におけるマルチモーダル
なデータ流からの学習と感情の予測
go.nmc.org/predi
(Po-Ming	 Leeら	PLOS	One,	 2015年)　台湾の研
究者らがキー入力の間隔と待ち時間はユーザーの気
持ちの高まりに左右されることを明らかにし、キースト
ローク動態を通してユーザーの感情を検出する技術を
開発している。	>	実践

http://go.nmc.org/heartra
http://go.nmc.org/confus
http://go.nmc.org/just
http://go.nmc.org/learnemot
http://go.nmc.org/reflective
http://go.nmc.org/predi
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ロボティクス
導入ホライズン：４年から５年以内

ロボティクスとはロボットの設計と応用を指している。
ロボットはオートメーション化された機械であり、さま
ざまな任務をこなす。初めてのロボットは、無駄をなく
して合理化し生産性を向上させるために工場の組み立
てライン（特に自動車工場）に取り入れられた。今日で
は、鉱業、輸送業、軍隊にロボットが導入され、人間に
とって危険であったり退屈である業務を引き継ぐこと
で、業界の作業改善に役立っている。340 全世界のロボ
ットの数は、2020年までに現在の二倍にあたる400
万体となることが予想されている。このシフトはビジネ
スモデルや世界経済に大きな影響を与えるだろう。341 
ロボットが一昔前よりもさらに自律的になり、安全で安
価になっている現在では特に、増加し続けるロボットへ
の依存が労働者たちに及ぼす影響に関しては実質的
な論議がなされている。342 高等教育においては、ロボ
ティクスが一般利用されるようになるまでに少なくと
も４年はかかる見込みであるが、とりわけ医学分野に
おいて潜在的使用に弾みがつきつつある。新たな福祉
計画において、生徒の問題解決を容易にする学際的な
STEMスキルとしてロボティクスやプログラミングが
促進されている。新たな研究により、スペクトラム障害
を抱える学習者が人型ロボットとのインタラクション
を通じて、よりよいコミュニケーション方法や社交術を
身につけられることも明らかになってきた。

概要
ロボットとともに働き暮らすイメージは遠い未来のこと
ではなくなり、より現実味をおびてきた。343	初期の頃の
ように不格好でなく、より人に近くなった現在のロボッ
トはますます洗練され、単純な作業、有益な作業および
複雑な作業など多くのことをこなすことができる。米国
国防省の機関である国防高等研究計画局（DARPA）
は、この分野の多くのプロジェクトに資金を出してき
た。2015年開催されたDARPAロボティクスチャレン
ジには、世界トップレベルの25のロボット研究開発団
体が出場し、原発事故後や自然災害後の災害救助任務
を遂行するロボットが競技に参加した。この競技会で
は、韓国チームのDRC-HUBOが、二足歩行からタイヤ
走行に切り替わるユニークな設計で優勝した。この設
計だと転倒後も容易に体勢を戻すことができる。344	 	こ
のロボットは階段を上る、ドリルを使って壁に穴をあけ
る、ドアを開けるなどの一連の課題もクリアできた。345

将来的な準備は整いつつあるものの、大学レベルの教
育でロボティクスが果たしている役割はまだあまり多く

ない。しかしながら、この分野での飛躍的進歩が日常生
活に大きな影響を与えることは間違いない。ロボティク
ス分野において新たに発展しているのは自動走行車で
ある。配車支援サービスを開始したウーバー社は近頃、
先端技術センターを立ち上げたが、ここの職員の多くは
カーネギーメロン大学米国研究工学センター出身の科
学者で占められている。346	 さらに、たくさんの研究開発
努力が重ねられた結果、人間のように行動するロボット
も作り出されている。カリフォルニア大学バークレー校
電気工学・コンピュータサイエンス専攻では、人の脳か
らヒントを得た神経回路をベースにしたロボットをプロ
グラムした。これにより、ロボットは練習を重ねることで
新たなスキルを身につけることができる。BRETT（the	
Berkeley	Robot	for	the	Elimination	of	Tedious	
Tasks,	 退屈な作業から解放するバークレーロボット）
はこの分野における大きな進歩を示唆するものであり、
ロボットが洗濯や掃除などの複雑な作業を自分でこな
す未来を暗示するものである。347

経済的な観点からみると、経済学者、社会学者ならびに
未来学者が以前から興味を示してきた、労働に対する
ロボットへの依存度の増大が長期的にもたらす影響が
経験的証拠から明らかになってきている。ロンドン・スク
ール・オブ・エコノミクスは、最近の研究で、ロボット国
際連盟が公表した1993年から2007年までの17ヶ国
における14の産業分野でのロボット利用に関するデー
タを比較した。この研究によると、他の技術と比較して
ロボットが生産性にもたらした影響は有意であった一
方、348	 ロボットの利用と雇用率の低下の間に明らかな
関係はなかった。ロボットは未熟練労働者に取って代わ
ってきたが、工場の生産性が増加したことで他の労働
者に新たな仕事を生み出した。349	 ブルックリン研究所
の最近の論文では、ロボットの必然性は日常生活の広
範囲に及びつつあり、人々が変化する職場環境で充実
した人生を送る社会を支えるための政策のが必要であ
るとしている。350

教育、学習、創造的探求との関連性
産業においてロボットがより大きな役割を担うようにな
ったため、大学の学生らは革新的な設計の訓練を行っ
ている。2015年、ジョージア技術研究所とエモリー大
学は共同でアメリカで初めてのヘルスケアロボティクス
の学士、修士、博士学位課程を設けた。国立科学財団	
(NSF)による資金提供を受けて、工学、ロボティクス、神
経科学、生理学、リハビリテ－ション学、心理学などの
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広範囲な分野を網羅する両方の機関の多様な教授陣
を集めたイニシアチブが発足した。351	 最近では、カリフ
ォルニア大学サンディエゴ校とクレムソン大学の研究チ
ームが３Ｄプリンティング技術を活用し、より優れたロ
ボットと医療機器を作成している。共同研究の結果、タ
ツノオトシゴの尻尾のように重なり合う正方形のセグメ
ントからなるアームが、円筒状のセグメントでできたア
ームよりもよく表面をつかむことが確認された。352

ロボットは医学生の訓練や病院における臨床的処置に
かなり前から利用されてきた。メキシコ国立自治大学
では、医学生らは２４のロボット患者に様々な処置を行
うが、このロボット患者は様々な病気の症状をシミュレ
ーションしたソフトウェアシステムにつながっている。ま
た、これらのロボット患者には呼吸器系を模した機械の
臓器や人工の血液が装備されている。353	バンダービル
ト大学工学部STORM研究所の研究者らは、内視鏡治
療を行うことのできる無線医療カプセルロボットを実
現化するための技術開発を進めている。これらのカプセ
ルを飲むだけで生体検査ができ、治療を行い、さらに侵
襲することなく消化管全体の周辺組織に作用できるよ
うになることが目標である。354

高等教育機関で行われるロボティクスの研究は、幼稚
園から高校までの学習環境に影響を与えてきた。ペンシ
ルバニア州立大学GRASP研究所の大学院生と教授ら
は、フィラデルフィア学区の中学校の数学と科学の教師
のための教育課程授業項目を作成している。	国立科学
財団からの助成金を受けたそのプログラムは、ロボティ
クスの活動を計画しサポートする新世代のSTEMリー
ダーをそれぞれの学校で体系的に訓練することを目的
としている。355	 また、ロボット治療のメリット、特に心理
社会的疾患の治療におけるロボット治療のメリットに
関する関心も高まりつつある。トロントのライアソン大
学の研究者は、自閉症スペクトラム障害（ASD）を有す
る子供たちの言語訓練に陽気なロボットを活用するこ
とについて調べた。学習者とロボットの間のやりとりを
記録した結果、ロボットは刺激レベルが低く予測可能
な行動をとることから、ASDの子供たちがコミュニケー
ションをとりやすいことが分かった。356

実践中のロボティクス
以下のリンクは、高等教育現場にとって直接的な示唆
となるロボティクスの実際の利用例である。

ドローンの安全な空中交通のための制御システムの開発 
go.nmc.org/airtraffic
リノのネバダ大学の研究者らは新しい低空交通制御シ
ステムの研究を進めている。このシステムはNASAエイ
ムズ研究センターの無人飛行システム交通整理プロジ
ェクトの第一段階の一環であり、自律的な飛行体、ヘリ
コプター、グライダーならびにドローンの安全性確保と
コントロールを目的としている。	>	政策

We Robot 2015 
go.nmc.org/werobo
ワシントン法科大学は第4回ロボティクスの法律と政策
に関する年次会議を主催し、ロボットの設計、作成、配
備に携わる人々とロボットを稼働させる際の法的なら
びに社会的な構造に影響を与える人々の間の議論を活
発化する機会を設けた。	>	政策
ロボティクスエンジニアリング技術プログラム 
go.nmc.org/calu
カリフォルニア大学ペンシルベニア校のロボティクスエ
ンジニアリング技術プログラムは、自律的な移動ロボッ
トに特化したメカトロニクシステムに導入するために複
数の訓練を組み合わせている。このプログラムにより、
学生は研究室において自律的ロボットの設計、プログラ
ミング、作成と試験を経験することができる。.	
>	リーダーシップ

推薦文献
ロボティクスについてさらに学びたい方のために以下
の記事および資料を推薦する。
人間はロボットにどう対応するか：よい設計を通じた
政策構築 
go.nmc.org/howhumans
(Heather	Knight,、ブルックリン研究所、2014年7月）
この論文はロボット開発の過程において人々が直面す
る重要な意思決定について述べており、設計検討が後
の政策決定に示唆を与えると述べている。	>	政策
高等教育においてロボティクスを最も有効に利用でき
る６つの方法
go.nmc.org/getmost
(Jessica	 Kennedy、	 Higher	 Ed	 Tech	
Decisions、2015年12月14日)ロボティクスによるソ
ルーションを用いることで、テレプレゼンスシステムより
も効果的かつ安価に遠距離の物理的存在を作れること
が分かっている。.	>	実践
人工知能とロボティクスが徐々に大学教育に導入さ
れる
go.nmc.org/slowly
(Calvin	Hennick,	EdTech	Magazine,	16	FCalvin	
Hennick、	 科学教育マガジン、2015年2月16日)生徒
に対する指示と指導の補佐ならびに生徒それぞれに
応じた励ましを与えるために、ロボティクスの要素が対
面式学習とオンライン学習環境の両方で利用されてい
る。.	>	実践

http://go.nmc.org/airtraffic
http://go.nmc.org/werobo
http://go.nmc.org/calu
http://go.nmc.org/howhumans
http://go.nmc.org/getmost
http://go.nmc.org/slowly
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